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法律上の注意 
警告事項 

本書には、ユーザーの安全性を確保し製品の損傷を防止するうえ守るべき注意事項が記載されています。ユーザ
ーの安全性に関する注意事項は、安全警告サインで強調表示されています。このサインは、物的損傷に関する注
意事項には表示されません。以下に表示された注意事項は、危険度によって等級分けされています。 

 危険 

回避しなければ、直接的な死または重傷に至る危険状態を示します。 
 

 警告 

回避しなければ、死または重傷に至るおそれのある危険な状況を示します。 
 

 注意 

回避しなければ、軽度または中度の人身傷害を引き起こすおそれのある危険な状況を示します。 
 

 通知 

回避しなければ、物的損傷を引き起こすおそれのある危険な状況を示します。 

複数の危険レベルに相当する場合は、通常、最も危険度の高い事項が表示されることになっています。安全警告
サイン付きの人身傷害に関する注意事項があれば、物的損傷に関する警告が付加されます。 

有資格者 
本書が対象とする製品 / システムは必ず有資格者が取り扱うものとし、各操作内容に関連するドキュメント、特
に安全上の注意及び警告が遵守されなければなりません。有資格者とは、訓練と経験に基づき、製品の設置、組
立、試運転、操作、廃止、解体を熟知し、危険を識別し、発生しうる危険を回避できる人です。 

シーメンス製品を正しくお使いいただくために 
以下の事項に注意してください。 

 警告 

Siemensの製品は、カタログおよび関連の利用情報に記載されている目的に対してのみ使用できます。製品を正
しく安全にご使用いただくには、適切な運搬、保管、組み立て、据え付け、配線、始動、操作、保守を行って
ください。ご使用になる場所は、許容された範囲を必ず守ってください。付属の技術説明書に記述されている
指示を遵守してください。 

商標 
®マークのついた称号はすべてSiemens Aktiengesellschaftの商標です。本書に記載するその他の称号は商標であ
り、第三者が自己の目的において使用した場合、所有者の権利を侵害することになります。 

免責事項 
本書のハードウェアおよびソフトウェアに関する記述と、実際の製品内容との一致については検証済みです。 し
かしなお、本書の記述が実際の製品内容と異なる可能性もあり、完全な一致が保証されているわけではありませ
ん。 記載内容については定期的に検証し、訂正が必要な場合は次の版て更新いたします。 
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この操作説明書の目的  
この操作説明書に記載されている情報は、機械工学文書に関する必要条件に基づいてい
ます。場所、輸送、保管、設置、使用、および保守に関する情報が記載されています。 
これらの操作説明書が対象とする読者は、以下のとおりです: 
• ユーザー 
• コミッショニングエンジニア 
• 保守要員 
特に「安全に関する注意事項 (ページ 17)」のセクションの情報をお読みください。 
詳細については、TIA Portalヘルプを参照してください。 

必要な基礎知識  
この操作説明書をご理解いただくためには、オートメーション技術とプロセス通信に関
する一般知識が必要です。パーソナルコンピュータおよびMicrosoftオペレーティングシ
ステムの知識が必要です。  

操作説明書の適用範囲  
操作説明書は、ソフトウェアSIMATIC WinCC Unified V20以上と併用して、下記のHMIデ
バイスに適用されます。 
 
名称 タイプ 商品コード 
MTP400 Unified Basic 4インチ装置 6AV2123-3DB32-0AW0 
MTP700 Unified Basic 7インチ装置 6AV2123-3GB32-0AW0 
MTP1000 Unified Basic 10インチ装置 6AV2123-3KB32-0AW0 
MTP1200 Unified Basic 12インチ装置 6AV2123-3MB32-0AW0 

この説明は、HMIデバイスイメージバージョン20.0.0.0に基づいて作成されました。
HMIデバイスイメージの更新をインストールする場合は、更新ファイルに関連する
readmeファイルにも注意してください。 
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デジタルタイププレートのIDリンク 

 
IDリンクは、IEC 61406に準拠した一意の識別子であり、将来的には製品および製品パ
ッケージにQRコードとして表示されるようになります。 
IDリンクは、右下の黒い角のあるフレームで確認できます。IDリンクをクリックする
と、製品のデジタルタイププレートが表示されます。 
スマートフォンのカメラ、バーコードスキャナー、または読み取りアプリを使用して、
製品またはパッケージラベルのQRコードをスキャンします。関連するリンクを呼び出
します。 
デジタルタイププレートで、製品データ、マニュアル、適合宣言書、証明書、その他の
製品に関する役立つ情報が見つかります。 

このドキュメントの保管 
 

 
通知 

マニュアルはHMIデバイスの一部 
このマニュアルはHMIデバイスの一部で、コミッショニングにも必要になります。HMI
デバイスの全耐用年数を通じて、供与された文書および補足文書を全て保管してくだ
さい。 
HMIデバイスの次の所有者に全ての保管文書をお渡しください。 

 

デジタルの添付ドキュメントの場合: 
1. 製品を受け取ったら、最初の組み立て/コミッショニングまでに関連ドキュメントを

ダウンロードしてください。ダウンロードには次のオプションを使用します。 
– 技術サポート (https://support.industry.siemens.com): 

ドキュメントは商品コードによって製品に割り付けられます。商品コードは製品
およびパッケージラベルに記載されています。互換性のない新しい機能を備えた
製品には、新しい商品コードとドキュメントが与えられます。 

– IDリンク: 
製品にIDリンクが付いている場合は、右下に黒い角の枠があるQRコードとして認
識できます。IDリンクをクリックすると、製品のデジタルタイププレートが表示
されます。スマートフォンのカメラやバーコードスキャナーで商品やパッケージ
ラベルのQRコードをスキャンします。関連するIDリンクを呼び出します。 

2. このバージョンのドキュメントは保管しておいてください。 

https://support.industry.siemens.com/
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商標  
登録記号®が付いた以下の名称は、Siemens Aktiengesellschaftの登録商標です。 
• HMI® 
• SIMATIC® 
• WinCC® 

スタイルの表記規則  
 
テキスト説明 例 意味 
角括弧に挟まれているテキス
ト: 
[テキスト] 

[画面の追加] • ユーザーインターフェースに
表示される用語。たとえば、
ダイアログ名、タブ、ボタ
ン、メニューコマンドなどが
挙げられます。 

• 限界値、タグ値などの必要な
入力。 

• パス情報 
角括弧に挟まれているテキス
トで、>の記号で区切られて
いるもの: 
[テキスト] > [テキスト]: 

[ファイル] > [編集] 操作シーケンスです。たとえ
ば、メニューコマンドやショー
トカットメニューコマンドが挙
げられます。 

アングルブラケットに挟まれ
ているテキスト: 
<テキスト> 

<F1>、<Alt+P> キーボード操作 
<ip>、<date>、
<time> 

URL、パス情報、フォルダ名、フ
ァイル名のタグ値、またはユー
ザーインターフェースのラベル
値 

以下のような注が記載されている場合には、その注に従ってください:  
 

 注記 
注には、マニュアルに記載された製品とその使用に関する重要情報、あるいは特別な注
意を払う必要があるマニュアルの特定のセクションが含まれます。 
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ネーミングの表記規則  
本書には、以下のネーミングの表記規則を使用します。 
 
用語 適用対象 
プラント • システム 

• 複合工作機械 
• 1台以上の機械 

HMIデバイス、 
装置 

• MTP400 Unified Basic 
• MTP700 Unified Basic 
• MTP1000 Unified Basic 
• MTP1200 Unified Basic 

WinCC SIMATIC WinCC Unified V20以上 

完全な製品名の代わりに、接尾辞「Unified Basic」の無い短縮した製品名も使用されま
す。たとえば、 
「MTP1200 Unified Basic」の代わりに「MTP1200」 

図  
このマニュアルには記載されているデバイスの図が含まれています。図は、納入された
デバイスの詳細部分と異なることがあります。  
画像の要素には、①、②、③など白い背景に黒い位置番号が付いています。 

図の手順は、実行する順番に従って黒い背景に白いプロセス番号でマークされていま
す: 、 、 、... 
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概要 1 
1.1 製品の説明 

SIMATIC HMI Unified Basic Panelは、革新的な操作コンセプトを実装するための多数のオ
プションを提供します。 
性能が著しく向上するのに加え、ユーザーは、SIMATIC WinCC Unified視覚化ソフトウ
ェアによるパネルの新たな機能のメリットを享受できます。 
4～12インチのすべてのデバイスの前面には、産業レベルのマルチタッチガラスが装備
され、非常に高品質なディスプレイによりスムースな操作が実現されます。 
以下は最も重要なメリットの一覧です。 
• ディスプレイの視認性の向上、鮮やかな色調および高い輝度に、マルチタッチ技術

の著しく向上した耐久性が組み合わされ、最高の使いやすさを実現。 
• 4～12インチのすべてのデバイスに機能を統合。 
• ハードウェアの性能が改善し、システム限度が向上したため、パネルベースシステ

ムを基にした以前よりもはるかに大きなアプリケーションに対応。高レベルなITセキ
ュリティにより、専有のオペレーティングシステムを通してハッカーの攻撃からシ
ステムを保護。 

• SIMATIC WinCC Unifiedに基づく視覚化、TIA Portalの新たなWebベースの視覚化シス
テムにより、機械レベルのアプリケーションにスケーラブルなソリューションを提
供。 

Unified Basic Panelの特長 
 
筐体 頑丈なプラスチック筐体 
取り付けフ
ォーマット 

横および縦フォーマットでの取り付けおよび操作 
ユーザーインターフェースの設定中に、それぞれのフォーマットを選択
しなければなりません。画面方向は、HMIデバイスのコントロールパネ
ルでも変更する必要があります。 

インターフ
ェース 

1ギガビットEthernetインターフェース 
2つのUSBポートUSB 2.0 (タイプA) 

ディスプレ
イ 

1600万色のワイドスクリーンフォーマットの高解像度TFTディスプレイ 
ワイドな表示角度 
10～100%まで明暗調光可能 

操作 容量性マルチタッチスクリーン 
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1.2 納品範囲 
HMIデバイスの納品範囲には、以下のコンポーネントが含まれています。 
 
名称 図 数量 
HMIデバイス 

 

1 

インストール説明書 
(クイックインストー
ルガイド) 

 

1 

電源コネクタ 

 

1 

ストレインリリーフエ
レメント 

プラスチック製ストレインリ
リーフエレメント 

 

2 

取り付けクリップ、止
めネジ付きプラスチッ
ク筐体 

 
4 MTP400 
6 MTP700 
12 MTP1000、

MTP1200 
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1.3 デバイスの設計 
このセクションでは、MTP1200 Unified Basicを例として、Unified Basic Panelの設計に
ついて説明します。その他のUnified Basic Panelは、前面のサイズが異なりますが、イ
ンターフェースはどのUnified Basic Panelでも同じです。 

正面図と側面図 

 
① ディスプレイと容量性マルチタッチスクリーン 
② 取り付けが簡単なスプリングファスナー 
③ 取り付けクリップ用凹部 
④ 取り付けシール 

背面図 

 
① 銘板の位置 
② インターフェースのラベル付け 
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1.4 インターフェース 
次の図は、Unified Basic Panelのインターフェースを示します。例として
MTP1200 Unified Basicが使用されています。 

 
① 機能接地用コネクタ 
② X80電源コネクタ 
③ X1 PROFINET (LAN)、10/100/1000 Mbit 
④ B1ボタン[メンテナンス] 
⑤ X61 USB 
⑥ X62 USB 

下記も参照 
インターフェースの説明 (ページ 149) 

1.5 付属品 
必要な付属品を備えた付属品キットがHMIデバイスに付属しています。  

 

 注記 
このセクションは、HMIデバイスに適した付属品の選択について説明します。インター
ネット (https://mall.industry.siemens.com/mall/en/WW/Catalog/Products/10144445)の
Industry Mallで、この選択の追加バージョン、ならびに全付属品ポートフォリオを見つ
けることができます。付属品の数量や技術仕様などは、Industry Mallのそれぞれの商品
コードから検索できます。  

 

付属品ポートフォリオのステータスや互換性の概要は、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/40466415)の「クロスリスト」で
確認できます。 

HMI I/Oコンポーネント 
 
名称 商品コード 
HMIデバイスの電源プラグ、2ピン、ねじの技術 6AV6671-8XA00-0AX0 
HMIデバイスの電源プラグ、2x2ピン、ケージクランプ端子
の技術 

6ES7193-4JB00-0AA0 

https://mall.industry.siemens.com/mall/en/WW/Catalog/Products/10144445
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/40466415
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保護フィルム 
 
名称 商品コード 
4インチの前面保護フィルム 6AV2124-6DJ00-.... 
7インチの前面保護フィルム 6AV6881-0GJ22-.... 
10インチの前面保護フィルム 6AV6881-0KJ22-.... 
12インチの前面保護フィルム 6AV6881-0MJ22-.... 
 「....」は、商品コードの変数キーを表します。 

記憶媒体 
HMIデバイスには次の記憶媒体のみを使用してください。 
 
名称 商品コード 
SIMATIC HMI USBスティック  6AV6881-0AS42-

0AA1 

ファスナー 
 
名称 商品コード 
プラスチック製の取り付けクリップ付きセット 6AV6671-8XK00-

0AX2 

入力ヘルプ 
 
名称 商品コード 
タッチペンシステムELOとV2A 6AV6881-0AV2.-.... 
 「....」は、商品コードの変数キーを表します。 

追加のUSBの付属品 
追加のUSBの付属品は、インターネットの次のエントリで参照できます。 
FAQ 19188460 (https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/19188460) 

その他の付属品 
SIMATIC HMIデバイスの追加の付属品については、インターネットの次のリンクで参照
できます。 
付属品 (https://mall.industry.siemens.com/mall/en/WW/Catalog/Products/10144445) 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/19188460
https://mall.industry.siemens.com/mall/en/WW/Catalog/Products/10144445
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1.6 操作プロセスにおけるHMIデバイス 
HMIデバイスは技術プロセスの一部です。HMIデバイスを操作プロセスへ統合する方法
で、以下の2つのフェーズが重要です。 
• 設定 
• プロセス管理 

設定 
設定フェーズ中に、WinCCを搭載する設定PCに対する技術的プロセスを操作および監視
するユーザーインターフェースを作成します。プロジェクト設計は、次で構成されてい
ます。 
• プロジェクトデータの作成 
• プロジェクトデータの保存 
• プロジェクトデータの検証 
• プロジェクトデータのシミュレーション 

転送 
設定のコンパイル後、プロジェクトをHMIデバイスにダウンロードします。 

 

プロセス管理 
プロセス管理は、HMIデバイスとコントローラ間の双方向通信として表されます。 

 
次に、HMIデバイスを使用してプロセスを操作および監視します。 
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安全対策注意事項 2 
2.1 一般的な安全に関する注意事項 

このデバイスは、プラントプロセスの操作とモニタリング用に、産業領域で操作するた
めに設計されています。 
デバイスのドキュメントの安全情報に加え、お使いのアプリケーションに適用される安
全および事故防止指示に従ってください。 

オープン型装置 
 

 警告 

このデバイスは、背面オープン型装置を構成します。 
このデバイスは、背面オープン型装置を構成します。つまりデバイスは、デバイスの
操作を前面パネルで行う筐体またはキャビネットに統合される必要があります。この
筐体またはキャビネットは、感電や火災から保護されている必要があります。この筐
体またはキャビネットは、関連する用途において、機械的強度および保護等級の要件
を満たす必要があります。 
本デバイスが設置されている筐体あるいはキャビネットには、キーまたはツールを使
ってのみアクセスすることができ、資格を有する作業者だけがアクセスすることがで
きるようにしてください。 

 

 警告 

制御キャビネットが開いている場合の感電死のリスク 
制御キャビネットを開くと、特定のエリアやコンポーネントに危険な電圧が存在しま
す。 
こうしたエリアやコンポーネントに触れると、感電死する恐れがあります。 
必ず開く前にキャビネットと主電源を外してください。プラントの動作中に、プラン
トのコンポーネントを着脱しないでください。 

 

プラントまたはシステムの安全 
 

 
通知 

安全は組立担当者の責任です 
プラントまたはシステムの安全機能を機器に導入することは、プラントまたはシステ
ムの組立担当者の責任です。 

 

ESD  
静電気に敏感なデバイスには、電子コンポーネントが搭載されています。構造的な理由
で、電子コンポーネントは過電圧に対してだけでなく、静電放電に対して敏感です。
ESDに対処するときは、対応する規定を順守してください。 
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サイバーセキュリティ機能に関する情報 
シーメンスは、セキュアな環境下でのプラント、システム、機械およびネットワークの
運転をサポートする産業用サイバーセキュリティ機能を有する製品およびソリューショ
ンを提供します。 
プラント、システム、機械およびネットワークをサイバー脅威から守るためには、総体
的かつ最新の産業用サイバーセキュリティコンセプトを実装し、それを継続的に維持す
ることが必要です。シーメンスの製品とソリューションは、そのようなコンセプトの1
要素を形成します。 
お客様は、プラント、システム、機械およびネットワークへの不正アクセスを防止する
責任があります。システム、機械およびコンポーネントは、企業内ネットワークのみに
接続するか、必要な範囲内かつ適切なセキュリティ対策を講じている場合にのみ（例：
ファイアウォールやネットワークセグメンテーションの使用など）インターネットに接
続することとするべきとシーメンスは考えます。  
産業用サイバーセキュリティ対策に関する詳細な情報は、
www.siemens.com/cybersecurity-industry (https://www.siemens.com/industrialsecurity)
をご覧下さい。 
シーメンスの製品とソリューションは、セキュリティをさらに強化するために継続的に
開発されています。シーメンスは、製品の更新プログラムが利用可能になり次第すぐに
これを適用し、常に最新の製品バージョンを使用することを強くお勧めします。サポー
トが終了した製品バージョンを使用すること、および最新の更新プログラムを適用しな
いことで、お客様のサイバー脅威にさらされる危険性が増大する可能性があります。  
製品の更新プログラムに関する最新情報を得るには、https://www.siemens.com/cert 
(https://www.siemens.com/cert)よりシーメンス産業用サイバーセキュリティRSSフィー
ドを購読してください。 

サードパーティ製ソフトウェアの更新に関する免責事項 
この製品にはサードパーティのソフトウェアが含まれています。Siemens 
Aktiengesellschaftは、サードパーティ製ソフトウェアの更新/パッチに対する保証を、
シーメンスソフトウェア更新サービス契約の一部としてそれらが配布されている場合、
またはSiemens Aktiengesellschaftによって正式にリリースされている場合にのみ提供し
ます。それ以外の場合は、更新/パッチは、ユーザーご自身の責任で適用することにな
ります。当社のソフトウェアアップデートサービス提供に関する詳細な情報は、インタ
ーネットのソフトウェアアップデートサービス 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109759444)を参照してくださ
い。 

管理者アカウントの保護に関する注意 
管理者権限を持つユーザーは、システムにおける広範囲に及ぶアクセス権および変更権
限を有しています。 
そのため、承認なく変更が加えられるのを避けるため、管理者アカウントを保護するた
めに適切な措置を講じる必要があります。これを行うため、安全なパスワードを使用
し、通常の操作には標準のユーザーアカウントを使用するようにします。その他の措置
として、必要に応じて、セキュリティポリシーなどを使用することもできます。 

https://www.siemens.com/industrialsecurity
https://www.siemens.com/cert
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109759444
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2.2 HMIデバイスのセキュリティ管理 

データの安全性 
外部ソースからのデータ 
HMIデバイスには外部のインターフェースがあり、インターネットに接続できます。 
信頼できないソースからのデータには、大きなセキュリティ上のリスクが伴います。 
お客様は、信頼できるソースからのデータのみをHMIデバイスに転送すること、および
HMIデバイスでは信頼されたファイルおよびWebページのみを開くことに責任がありま
す。 

パスワードの入力 
外部のキーボードを使ってパスワードを入力する場合、キーロガーにより知らずにパス
ワードが記録され、転送される場合があります。 
パスワードの入力には、HMIデバイスのスクリーン上のキーボードのみを使用してくだ
さい。 

外部データストレージメディアへのデータのバックアップ 
HMIデバイスからのデータは、外部インターフェースを使ってUSBストレージメディア
に保存できます。 
お客様は、外部ストレージメディアに保存されたHMIデバイスのデータを不正なアクセ
スから保護する責任があります。たとえば、外部ストレージメディアに対して適切な暗
号化またはパスワード保護を使用します。外部ストレージメディアは安全な場所に保管
してください。 

追加情報 
HMIデバイスのセキュリティ管理に関する詳細については、インターネットの次のアド
レスで参照できます: パネルセキュリティガイドライン 
(https://support.industry.siemens.com/cs/de/en/view/109481300) 

2.3 データ保護 
Siemensは、データ保護ガイドラインを順守しています。特に、データ最小化に関する
要件を順守しています(設計によるプライバシー)。これは、このSIMATIC製品に従うこ
とを意味しています。 

個人データの処理 
この製品は、次の個人データを収集および処理します。 
• ユーザー名(つまりログインデータ)。姓や名が直接含まれたり、姓や名への参照が確

立されたりする可能性があります。 
• タイムスタンプ:ログイン、ログオフおよびアクセスの日時 
• 位置データ(タイムゾーン) 
• デバイス名 

https://support.industry.siemens.com/cs/de/en/view/109481300
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• IPアドレス 
• オプション:ユーザー管理では、次の個人データを追加できます。 
– 姓名 
– コメント 

ユーザーがこのデータを他のデータ(例、シフト計画)に関連付ける場合またはユーザー
が個人情報を同じ媒体(例、USBフラッシュドライブ)に保存して、プロセスへの個人参
照情報を作成する場合、ユーザーはデータ保護に関するガイドラインを順守する必要が
あります。 

目的 
上記のデータは以下の目的で必要です。 
• アクセス保護と安全対策(例: ログイン) 
• プロセスの同期と整合性(タイムゾーン情報など) 
• プロセスの追跡可能性と検証のためのアーカイブシステム(アクセスタイムスタンプ

など) 
• 追跡可能性と可用性のためのアラームシステム(電子メール通知など) 
許可されたオペレータとプロセスイベントを識別することが不可欠であるため、データ
の保存は適切かつ必要なものに限定されます。 

データ設定 
お客様は、製品を介して収集されるデータを次のように設定できます。 
• プロセス画像にデータを表示する 
• レポート形式でのデータ出力(例: 印刷用または電子ファイルとして表示用) 
• KPI分析などのためのグラフ形式でのデータ収集と評価 

データの削除 
本製品では上記のデータを自動的に削除する機能は提供しておりません。 
必要に応じて、PCを使用して外部記憶媒体上のデータを消去できます。 
たとえば、デバイスを廃止する前などにすべてのデータを削除するには、次の手順に従
います。 
1. HMIデバイスに接続されているすべての記憶媒体を取り外します。 
2. これらの記憶媒体をフォーマットします。 
3. デバイスを出荷時設定 (ページ 128)にリセットします。 

データのバックアップ 
上記のデータは、アクセスやイベント識別の目的を達成できないため、匿名または仮名
化されて保存されることはありません。 
ユーザーは、次のデータバックアップオプションに関して、プロセス設定の一部として
アクセス保護を確保する必要があります。 
• 外部記憶媒体またはネットワークドライブに保存する 
• バックアップ機能 (ページ 111)を使用して保存する 
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2.4 Unified Basic Panelのデータ 
欧州データ戦略の重要な要素であるEUデータ法は、2024年1月11日に施行されまし
た。 
以下の情報は、SIMATIC HMIデバイスが生成し、ユーザーがアクセスできるデータの概
要を示しています。 

データの種類、形式、推定範囲、保存場所、保存期間 
次の表は、HMIデバイスで生成され保存されるデータの種類、形式、推定範囲、保存場
所、および保存期間を示しています。 
外部記憶媒体として、シーメンスによってテストされた次のデータ記憶媒体が推奨され
ます。 
• SIMATIC HMI USBフラッシュドライブ(32 GB)、品番: 6AV6881-0AS42-0AA1 
したがって、次の表では最大推定範囲として32 GBが指定されています。他のUSB記憶
媒体を使用する場合は、最大容量を考慮する必要があります。 
一般的には次が適用されます。このデータの範囲は設定の複雑さによって異なり、対応
する記憶媒体の自由に使用可能なメモリに制限されます。 

 
データタイプ フォーマット 推定範囲 / 使用可能メモリ 保存場所 保存期間 
認証 バイナリ形式 3 KB～10 MB フラッシュメモリ 内部 定常的 
ユーザーデータ バイナリ形式 5 KB～256 MB フラッシュメモリ 内部 定常的 
トレースロガー テキスト形式 1 KB～32 GB USB記憶媒体 外部媒体 定常的 
バックアップ バイナリ形式 1 GB～3 GB USB記憶媒体 外部媒体 定常的 
ログ(タグやアラ
ームのログなど) 

バイナリ形式
(例: SQLite) 

1 KB～32 GB USB記憶媒体 外部媒体 定常的 

パラメータセッ
ト(レシピデータ) 

バイナリ形式 10 KB～5 MB フラッシュメモリ 内部 定常的 
10 KB～32 GB USB記憶媒体 外部媒体 定常的 

ローカルユーザ
ー管理 

バイナリ形式 1 MB～10 MB フラッシュメモリ 内部 定常的 
USB記憶媒体 外部媒体 定常的 

継続的かつリアルタイムのデータ生成 
HMIデバイスは、継続的かつリアルタイムでデータを生成できます。データの取得は操
作全体を通じて継続的に行われます。 

リモートデータ記憶 
HMIデバイスは生成されたデータを別のデバイスまたはリモートサーバーに保存するこ
とはありません。 
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データへのアクセス/取得 
次の表は、ユーザーがデータにアクセスして取得する方法を示しています。 

 
データタイプ アクセス/取得方法  利用規約 サービス品質 
プロジェクト ランタイムソフトウェア 転送パスワードによる認証 暗号化されたデータ

転送が可能 
認証 リモートソフトウェア、HMIデ

バイスのコントロールパネル 
証明書の暗号化パスワードによ
る認証 

暗号化可能 

実行時データ
(アラームなど) 

ランタイムソフトウェア コントロールパネル/ランタイ
ムログインによる認証 

デバイスへの直接ア
クセス、パスワード 

トレースロガー HMIデバイスのドキュメントビ
ューア、PC上のテキストプログ
ラム 

コントロールパネルログインに
よる認証 

記憶媒体への直接ア
クセス、パスワード 

バックアップ HMIデバイスのコントロールパ
ネル 

コントロールパネルログインに
よる認証 

記憶媒体への直接ア
クセス、パスワード 

ログ(タグやア
ラームのログな
ど) 

ランタイムソフトウェア コントロールパネル/ランタイ
ムログインによる認証と対応す
る操作要素でのランタイム承認 

記憶媒体への直接ア
クセス、パスワード 

パラメータセッ
ト(レシピデー
タ) 

ランタイムソフトウェア コントロールパネル/ランタイ
ムログインによる認証と対応す
る操作要素でのランタイム承認 

デバイスまたは外部
記憶媒体への直接ア
クセス、パスワード 

ローカルユーザ
ー管理 

HMIデバイスのコントロールパ
ネル 

「ユーザー管理」機能権限を持
つコントロールパネル経由の認
証 

デバイスへの直接ア
クセス、パスワード 

データの削除 
作業メモリ内のデータの削除 
デバイスの電源をオフにすると、HMIデバイスRAM内のすべてのデータが削除されま
す。 

内部フラッシュメモリ内のデータの削除 
デバイスを工場出荷時の設定にリセット (ページ 128)して、HMIデバイスのフラッシュ
メモリ内のすべてのデータを完全に削除します。操作説明書の指示に従います。 

外部記憶媒体上のデータの削除 
記憶媒体をPCに接続し、そこでデータを削除します。 
外部記憶媒体上のデータを回復不能に削除するには、次の手順に従います。 
1. HMIデバイスの外部記憶媒体を取り外します。 
2. 記憶媒体をPCに接続します。 
3. PC上で記憶媒体をフォーマットします。 
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2.5 使用についての注記事項 
 

 
通知 

HMIデバイスは屋内使用専用として承認されています。  
HMIデバイスは屋外で操作すると損傷することがあります。 
HMIデバイスは屋内でのみ操作してください。 

 

 注記 
通常の大気環境でのみデバイスを操作する 
通常の大気条件かつ通常の空気組成でデバイスを操作すると、操作説明書に記載されて
いるデバイスの技術的特性が保証されます。 

 

 注記 
このデバイスは、IEC/EN 61131-2またはIEC/EN/UL 61010-2-201に従って乾燥環境、つ
まりデバイス背面の乾燥環境のSELV/PELV回路の操作向けに設計されています。 
その他の情報は「動作条件 (ページ 140)」セクションを参照してください。 

 

工業用アプリケーション  
HMIデバイスは、工業用アプリケーション向けに設計されています。次の規格に準拠し
ています。 
• 干渉放射に対する必要条件EN IEC 61000-6-4:2019 
• 妨害電波防止に対する必要条件EN IEC 61000-6-2:2019 

混合使用ゾーンでの使用  
特定の条件下で、混合使用ゾーンでHMIデバイスを使用できます。混合使用ゾーンは、
住居地域への大きな影響を与えないハウジングおよび実機オペレーションに使用されま
す。 
HMIデバイスを混合使用ゾーンで使用する場合、無線周波数妨害電波の放射に関する汎
用規格EN 61000-6-3の制限事項を順守していることを確認する必要があります。混合使
用ゾーンでの使用のためにこれらの制限を満たすための適切な措置には、次が含まれま
す。 
• 接地された制御キャビネットにHMIデバイスを取り付ける 
• 電源ラインにフィルタを使用 
個別の承認が必要です。  



安全対策注意事項  
2.5 使用についての注記事項 

 Unified Basic Panel 
24 操作説明書, TIA V21 (12/2025), A5E52645597-AD 

住宅地域内での使用  
 

 注記 
HMIデバイスは、住宅地域での使用には適しません 
HMIデバイスは、住宅地域での使用には適しません。HMIデバイスを住宅地域で使用す
ると、ラジオやTVの受信に悪影響を及ぼす恐れがあります。 

 

追加対策を施した使用  
以下の場所では、追加の対策なしでHMIデバイスを使用することはできません。 
• 電離放射線の放射程度が高い場所 
• たとえば以下の原因などで、使用条件が過酷な場所 
– 腐食性蒸気、ガス、油、または化学薬品 
– 高強度の強力な電界または磁界 

• 以下のような特殊なモニタリングが必要な場所: 
– エレベータ 
– 危険の高い区域 

TFTディスプレイ 
 

 
通知 

バーンイン効果 
2色またはマルチカラーの画像が永久的に表示されると、バーンイン効果が生じ、画像
が特定時間薄暗く表示される場合があります。画像のバーンインが長いほど、画像が
長く表示されます。極端な場合は、画像が永久的に表示されます。 
通常、スクリーンの電源をしばらく切った状態にすると、画像の輪郭は自然に消えま
す。バックライトがオンのときにアクティブブラックを使用するスクリーンセイバー
は、このバーンイン効果を軽減します。 

 

 注記 
バックライト 
動作期間中に、バックライトの明るさは段階的に暗くなっていきます。次の対策を講じ
ることにより、ディスプレイおよびバックライトの寿命を延長することができます。 
• バックライト (ページ 69)の明るさを減らします。 
• バックライトの動作時間を順守します。「技術仕様 (ページ 145)」のセクションを

参照してください。 
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デバイスの取り付けと接続 3 
3.1 設置準備 

3.1.1 納品の確認 
梱包内容をチェックして、輸送による損傷がないか外観検査し、付属品がすべて揃って
いることを確認します。  

 

 注記 
破損部品 
破損部品は、HMIデバイスに誤動作を発生します。 
輸送中に損傷を受けた部品は、取り付けないでください。部品が損傷を受けている場合
には、担当の Siemens 代理店にご連絡ください。 

 

HMIデバイスの納品範囲を確認してください。「納品範囲 (ページ 12)」のセクション
を参照してください。  
追加の文書が、納品範囲に含まれている場合があります。 
その文書は、HMIデバイスの一部であり、今後コミッショニングを実行する際に必要で
す。同梱されているマニュアルはすべて、HMIデバイスの全製品寿命中、保持してくだ
さい。HMIデバイスの次の所有者またはユーザーに、同梱の関連資料を一緒に渡す必要
があります。受け取った文書の補足資料はすべて、操作説明書と一緒に保管しておく必
要があります。  

3.1.2 動作状況の確認 
HMIデバイスの取り付け前に次の事項を順守してください。 
1. HMIデバイスの操作に関する規格、承認、EMCパラメータ、技術仕様を習熟します。

この情報は次のセクションで説明されています。 
– 「マークと承認 (ページ 134)」 
– 「電磁環境適合性 (ページ 137)」 

2. HMIデバイス操作に関する機械や環境状況については、次のセクションを参照してく
ださい。 
– 「機械的環境条件 (ページ 139)」 
– 「周囲の気候条件 (ページ 139)」 

3. 「使用についての注記事項 (ページ 23)」のセクションにあるHMIデバイスのローカル
使用に関する注意事項を順守してください。 

4. 許容可能な定格電流を順守してください: +24 V DC 
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3.1.3 許容取り付け位置 
HMIデバイスは、以下の器具への取り付け用に設計されています。 
• 取り付けキャビネット 
• 制御キャビネット 
• スイッチボード 
• コンソール 
以下の説明では、これらのすべての設置器具を、一般的に「キャビネット」と記述しま
す。 
本デバイスは、自己換気型であり、垂直から最大+/-35°の角度で傾斜取り付けすること
が承認されています。 

 

 
通知 

過熱による損傷 
傾斜取り付けを行った場合、HMIデバイスによる対流が減少するため、動作中の最大
許容周囲温度も低下します。 
十分な強制換気による対流があれば、傾斜取り付け位置でも、HMIデバイスは垂直取
り付けの場合の最大許容周囲温度で動作できます。十分な強制換気を行わない場合
は、HMIデバイスが損傷することがあり、認証および保証が無効になります。 
このセクションに記載されている動作温度範囲は、HMIデバイスの背面と前面に適用
されます。 

 

許容周囲温度に関する詳細情報は、「周囲の気候条件 (ページ 139)」セクションを参照
してください。 

取り付け位置  
HMIデバイスは、いずれかの許可された取り付け位置を選択してください。許容される
取り付け位置と関連する動作温度については、MTP1200 Unified Basic HMIデバイスを例
として使用し、以降のセクションで説明します。 
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横フォーマット取り付け  
Unified Basic HMIデバイスはすべて、横フォーマットの取り付けに適しています。 

 

縦フォーマット取り付け  
Unified Basic HMIデバイスはすべて、縦フォーマットの取り付けに適しています。設定
で適切なスクリーンフォーマットを選択します。  

 

下記も参照 
天候図 (ページ 140) 
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3.1.4 クリアランスの確認 
HMIデバイスの周囲に次のクリアランスがないと十分に自己換気できません。  
• 取り付け時に取り付けクリップの挿入を可能にするために、取り付けカットアウト

の(x方向の)左右両方に対して少なくとも15 mm 
• 換気用に取り付けカットアウトの上に50 mm以上および下に50 mm以上(y軸方向) 
• HMIデバイスの背面パネルの裏に最低10 mmの空間(z軸方向) 
次の図は、MTP1200 Unified Basicを例として使用し、HMIデバイスを横フォーマットお
よび縦フォーマットで取り付ける場合のクリアランスの例です。 

 
① 横フォーマットの取り付けクリアランス 
② 縦フォーマットの取り付けクリアランス 
x 15 mm以上の距離 
y 50 mm以上の距離 
z 10 mm以上の距離 

 
 

 注記 
デバイスをキャビネット、あるいは特に密閉された容器内に取り付ける場合は、最高周
囲温度を超えていないことを確認してください。  
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3.1.5 取り付けカットアウトの準備 
 

 注記 
安定した取り付けカットアウト 
取り付けカットアウト周囲の素材には、HMIデバイスの持続的で安全な取り付けを保証
する、十分な強度がある必要があります。 
以下の保護基準値を達成するために、取り付けクリップの力またはデバイスの操作によ
って素材の変形が生じないように注意してください。 

 

保護等級と設置領域 
HMIデバイスの保護等級は、次の要件を満たした場合に限り保証されます。 
• 保護等級IP65またはType 4X/12 (indoor use only, front face only)で規定されている取

り付けカットアウトでの素材の厚さ:2 mm～6 mm 
• 取り付けカットアウト平面からの許容偏差: ≤ 0.5 mm 

この条件は、取り付けHMIデバイスに対しても満たす必要があります。 
• 取り付けるシールのエリア内の許容表面粗さ: ≤ 120 µm (Rz 120) 
• 設置領域は乾燥していて、埃や潤滑剤などによる汚染がないものとします。 

他のHMIデバイスとの取り付けカットアウトの互換性 
Unified Basic HMIデバイスは、ディスプレイサイズが同一の標準のSIMATIC産業用PC、
産業用フラットパネルおよび産業用シンクライアントの取り付けが可能です。 
取り付けカットアウトの寸法が同じでも、Unified Basic HMIデバイスの奥行きが互換性
のある装置の寸法と異なる場合があることに注意してください。  
次のインストール互換性も適用されます。  
 

 
HMIデバイス 

互換取り付けカットアウト 
Basic Panel第2世代 Unifiedコンフォートパ

ネル 
MTP400 Unified Basic KTP400 Basic  -  
MTP700 Unified Basic KTP700 Basic, KTP700 Basic DP MTP700 Unified Comfort 
MTP1000 Unified Basic  -  MTP1000 Unified 

Comfort 
MTP1200 Unified Basic KTP1200 Basic, KTP1200 Basic DP MTP1200 Unified 

Comfort 
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取り付けカットアウトの寸法 

 
幅と高さは、縦フォーマットに取り付けるときは、それに応じて逆にします。 

3.2 装置の取り付け 

3.2.1 取り付けに関する注意 
デバイスを設置するまえに、設置位置が以下に準拠していることを確認してください。 

 

 
通知 

IEC 61010-2-201による使用の場合、適切な筐体が必要です。 
内蔵されたデバイスの背面は、産業制御機器での使用に関するIEC 61010-2-201によ
り、「Open Equipment」に分類されます。  
IEC 61010-2-201による承認を受け、使用できるようにするには、デバイスが筐体に設
置されているか、またはキャビネットに統合されている必要があります。この筐体ま
たはキャビネットは、感電や火災から保護されている必要があります。この筐体また
はキャビネットは、関連する用途において、機械的強度および保護等級の要件を満た
す必要があります。  

 
• デバイスは、直射日光を避けた場所に置きます。 
• オペレータが使いやすいように、デバイスの位置を決めます。適切な取り付け高さ

を選択します。 
• 設置によって、デバイスの空気口が遮られていないことを確認します。 
• 許容された取り付け位置 (ページ 26)に関する事項を順守してください。 
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3.2.2 取り付けクリップの位置 
付属品パックの取り付けクリップ(付属品 (ページ 14)としても利用可能)を使って内蔵デ
バイスを固定します。 

 
IP65保護等級を個々のデバイスの前面パネルで達成するには、下記に示す位置で、取り
付けクリップを取り付ける必要があります。  
 
装置 取り付けクリップの位置 
4インチ装置 

 
7インチ装置 

 
10インチ装
置 
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装置 取り付けクリップの位置 
12インチ装
置 

 

3.2.3 取り付けクリップを使用した内蔵デバイスの固定 
このセクションでは、MTP1200 Unified Basicを例として、Unified Basic HMIデバイスの
設置について説明します。 

必要条件 
• すべての梱包用部品とカバーホイルが装置から取り外されていること。 
• 次の材料とツールを利用できます。 
– スロットインサートサイズ2のトルクスクリュードライバ x 1 
– 付属品キットの取り付けクリップ 

取り付ける前に、止めネジを取り付けクリップにねじ込みます。 

 



 デバイスの取り付けと接続 
 3.2 装置の取り付け 

Unified Basic Panel 
操作説明書, TIA V21 (12/2025), A5E52645597-AD 33 

手順  
 

 注記 
取り付けシールが破損している場合、保護等級は保証できません。  

 

1. 正面から、取り付けカットアウトにデバイスを挿入します。 

 
2. デバイス側面のスプリングファスナーが完全に噛み合っていることを確認してくださ

い。必要に応じて、完全に噛み合っていない場合はデバイスをゆっくりと凹部に押し
込みます。 

3. 取り付けクリップを、デバイスのカットアウトに挿入します。適切な位置にあること
を確認してください。「取り付けクリップの位置 (ページ 31)」のセクションを参照
してください。 

 
4. 取り付けクリップを固定するには、スクリュードライバを使用して止めネジを締め付

けます(トルク0.2 Nm)。 
5. すべての取り付けクリップがしっかりと固定されるまで、ステップ3から4を繰り返し

ます。 
6. 取り付けシールの状態を確認してください。 
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3.3 デバイスの接続 

3.3.1 接続に関する注意 

必要条件 
• HMIデバイスは、本操作説明書の記載内容に従って、取り付けなければなりません。 

接続ケーブル 
シールド標準ケーブルのみをデータ接続ケーブルとして使用してください。注文情報は
インターネット (https://mall.industry.siemens.com)で確認できます。 

 

 注記 
他の電気回路からSELV/PELV回路を分離するかケーブルを絶縁します 
SELV/PELV回路の配線は、他の非SELV/PELV電気回路から分離するか、すべての導体の絶
縁を最も高い電圧に対応した定格にする必要があります。または、接地されたシールド
または追加の絶縁を、IEC 60364-4-41に準拠して、SELV/PELV回路または他の電気回路
の配線の周囲に設置する必要があります。 

 

UL認証の範囲内でのHMIデバイスの使用に関する注意事項: 
 

 注意 

Use copper cables at connectors with terminal connections 
Use copper (Cu) cables for all supply lines that are connected to the device with 
terminals, e.g. 24 V DC power supply cables to the 24 V DC power supply connectors. 
  
Utiliser des câbles en cuivre sur les connexions à bornes 
Utilisez des câbles en cuivre (Cu) pour tous les câbles d'alimentation qui sont raccordés 
à l'appareil par des bornes, par exemple les câbles d'alimentation 24 V CC sur le 
connecteur d'alimentation 24 V CC. 

 

https://mall.industry.siemens.com/
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接続順序  
 

 
通知 

HMIデバイスの損傷  
接続順序に従わない場合、HMIデバイスを損傷することがあります。 
以下の順序で、HMIデバイスを接続することは非常に重要です。 

 

1. 等電位ボンディング 
2. 電源 

パワーアップテストを実行して、電源が適切な極性に接続されていることを確認しま
す。 

3. コントローラ 
4. 設定PC (必要な場合) 
5. I/Oデバイス(必要な場合) 
上記の手順の逆順に実行して、HMIデバイスの接続を外します。 

ケーブルの接続  
 

 
通知 

地域の設置規則に従ってください 
ケーブルの接続時には、電源ケーブルの保護配線など、地域の設置規則や地域の設置
条件に従ってください。 

 

 
通知 

ケーブルの熱的安定性や絶縁 
最高周囲温度より少なくとも20 °C高い最高許容動作温度でケーブルを使用してくださ
い。 
ケーブルの絶縁は、動作電圧に適したものである必要があります。 

 

 
通知 

短絡と過負荷保護 
プラント全体の設定時には、短絡と過負荷保護に対する別の措置が必要です。構成部
品のタイプと保護措置の義務レベルは、プラント設定に適用する規則により異なりま
す。 

 

• ケーブルの接続時に、接続ピンを曲げないよう注意してください。 
• ねじでコネクタをソケットに固定して、ケーブルコネクタを固定します。 
• すべての接続ケーブルに適切なストレインリリーフを施します。 
• ポートのピン割り付けについては、技術仕様を参照してください。 
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3.3.2 等電位ボンディング 

電位差  
プラント用コンポーネントの取り付け位置が離れすぎていると、電位差が発生します。
その電位差により、大きな均等化電流がデータケーブルに流れて、ポートを破壊するこ
とがあります。ケーブルのシールドが両端で接続され、別々のプラント部品で接地され
ている場合、均等化電流が発生することがあります。  
システムを異なる電源に接続すると、電位差が発生することがあります。 

等電位ボンディングの一般必要条件  
電子システムの関連コンポーネントを問題なく動作させるには、等電位ボンディングを
使用して、電位差を少なくする必要があります。等電位ボンディング回路を取り付ける
場合は、以下を遵守してください: 
• 等電位ボンディング導線のインピーダンスを小さくするか、断面積を大きくする

と、等電位ボンディングの効果が高くなります。 
• 2つのプラント部品をシールド付きデータケーブルで相互接続し、両端でシールドを

接地/保護導線に接続した場合に、追加設置した等電位ボンディングケーブルのイン
ピーダンスは、シールドインピーダンスの10%を超えてはいけません。 

• その等電位ボンディング導線の断面積が、最大均等化電流に対応できる必要があり
ます。最小導線断面積が16 mm²の場合、2つの制御キャビネット間に等電位ボンデ
ィングケーブルが必要です。 

• 銅または亜鉛メッキ鋼製の等電位ボンディング導線を使用します。等電位ボンディ
ング導線と接地/保護導線の間の接触面を大きくし、腐食から保護します。 

• 適切なケーブルクランプを使用して、HMIデバイスからのデータケーブルのシールド
を、等電位ポンディング端子と同一平面になるように固定します。等電位ポンディ
ング端子は、HMIデバイスにできるだけ近い必要があります。 

• 等電位ボンディング導線とデータケーブル間の最低間隔を保って、この両者を平行
に配線します。 

 

 注記 
等電位ボンディングケーブル  
ケーブルシールドは等電位ボンディングに適していません。これには、所定の等電位ボ
ンディング導線を必ず使用してください。制御キャビネット間の等電位ボンディング導
線の断面積は、16 mm²以上である必要があります。アース棒とHMIデバイス間のケー
ブルの断面積は、4 mm2以上である必要があります。 
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接続グラフィック  
次の図は、MTP1200 Unified Basicとの等電位ボンディングに対応する機能接地の接続例
を示しており、他のUnified Basic HMIデバイスに同様に適用されます。 

 
① 機能接地用の接続。フォークケーブルラグまたはリングケーブルラグ、サイズM4を使用 
② 制御キャビネット 
③ 等電位ボンディングケーブル(4 mm 2) 
④ 等電位ボンディングケーブルの等電位ボンディングレール、接地接続、およびデータケーブルの

シールドサポート 
⑤ PROFINETデータケーブル 
⑥ PROFINETデータケーブルのシールド、等電位ボンディングレールに接続 
⑦ ケーブルクリップ  
⑧ 接地接続、16 mm 2 
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3.3.3 電源の接続 
 

 
通知 

安全な電気的絶縁  
24 V DC電源の場合、IEC 61010-2-201に準拠した安全に電気絶縁された電源装置
(SELV/PELV)だけを使用してください。  
電源電圧は指定範囲内でなければなりません。そうでないと、HMIデバイスの誤動作
を避けることができません。 
以下は非絶縁システム設計に適用されます。24 V電源出力からのGND 24 V用コネクタ
を、等電位ボンディングへ接続して、均一な基準電位にします。端子の中央ポイント
を常に選択します。 

 

電源用ケーブルの接続ケーブル 
電源コネクタは、付属品パックに含まれています。 
以下の表の仕様に準拠する、電源コネクタに対応するワイヤ端フェルールと合わせてフ
レキシブルケーブルを使用します。 
 

24 V DC電源コネクタ用のケーブル 仕様 
ケーブルタイプ フレキシブルケーブル

(Cu)、ワイヤ端フェルール 
接続可能ケーブル断面積 0.5～1.5 mm2 

AWG*:20～16 
接続ごとのケーブル数 1 
ケーブルの剥き長さ 7～8 mm 
DIN 46228に準拠し
たワイヤ端フェルー
ル 

プラスチックスリーブなし 形式A、長さ7 mm 
0.5～1.5 mm2のプラスチックス
リーブ使用 

形式A、長さ7 mm 

ツール スクリュードライバ、円
錐、3～3.5 mm 

接続テクノロジ スクリュー型端子 
締付けトルク 0.5～0.6 Nm 
 * American Wire Gauge (米国電線規格) 

供給されている電源コネクタと追加で許容されている電源コネクタの詳細については、
「付属品 (ページ 14)」セクションを参照してください。 
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電源コネクタの接続  
 

 
通知 

ソケットに損傷を与えないでください。 
電源コネクタがHMIデバイスにプラグ接続された状態で、電源コネクタのネジを締め
ないでください。ドライバからの圧力によって、HMIデバイスソケットが破損するこ
とがあります。 
電源コネクタがHMIデバイスから外されているときは、電源ケーブルを接続します。 

 

1. HMIデバイスの電源を切ります。 
2. 次の図のように、電源ケーブルを電源コネクタに接続します。 

 
3. 以下の図の例に示すように、電源コネクタをHMIデバイスの対応するソケットに接続

します。 

 
4. HMIデバイスの背面にラベル付けされているインターフェースを使用して、ケーブル

の正しい極性を確認します。 

逆極性保護  
HMIデバイスは電子逆極性保護が施されていて、これにより、電源ケーブルが不適切に
接続されている場合に、デバイスが損傷されるのを防ぐことができます。 
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3.3.4 設定PCの接続 

接続グラフィック  
次の図は、HMIデバイスと設定PCの接続方法を示します。例としてMTP1200 Unified 
Basicが使用されています。 

 
手順 

以下のように実行します。 
1. HMIデバイスをオフにします。 
2. 設定PCの電源スイッチを入れます。 
3. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
4. HMIデバイスの電源を入れます。 

結果 
設定PCとHMIデバイスが接続されます。通信を有効にするには、HMIステーションにIP
アドレスを割り付けます。 

  注記 
オペレーティングシステムの更新  
HMIデバイスに、使用できるHMIデバイスイメージがない場合、オペレーティングシス
テムの更新を行うには、PROFINET (LAN)インターフェースで出荷時設定を復元する必要
があります。 
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3.3.5 コントローラの接続 

接続グラフィック  
次の図は、HMIデバイスとコントローラの接続方法を示します。例としてMTP1200 
Unified Basicが使用されています。 

 
プロセスカップリングには、PROFINET (LAN) X1インターフェースを使用します。互換
性のあるコントローラの詳細情報は、セクション「コントローラによる通信 (ペー
ジ 150)」で参照できます。 

  注記 
承認を受けたケーブルのみを使用 
SIMATIC S7コントローラの接続用に承認されていないケーブルを使用すると、誤動作が
発生することがあります。 
SIMATIC S7コントローラとの接続には、認可されたケーブルを必ず使用してください。 

 

 注記 
ストレート型コネクタのみを使用 
可能な場合は常にストレート型ケーブルのみを使用してコントローラに接続します。湾
曲したコネクタは隣接するインターフェースを覆ってしまうことがあります。 

 

接続には、標準ケーブルを使用できます。注文情報については、Industry Mall 
(https://mall.industry.siemens.com)を参照してください。 

https://mall.industry.siemens.com/
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PROFINET  
 

 注記 
「PROFINETシステムの説明 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/19292127)」マニュアルに記載さ
れた、PROFINETネットワークの設置に関する指示を順守してください。 
X1インターフェースは、PROFINET基本サービスをサポートしています。 

 

3.3.6 USBデバイスの接続 
HMIデバイスのUSBタイプAインターフェースに接続できる産業レベルのデバイスの例
は、以下のとおりです。  
• 外部マウス 
• 外部キーボード 
• USBスティック 
• モバイルハンドヘルドリーダー(「バーコードスキャナー」): 
– SIMATIC MV320、商品コード6GF3320-0HT01 
– SIMATIC MV340、商品コード6GF3340-0HT01 

 

 注記 
USBケーブルの最大長1.5 m 
1.5 mより長いUSBケーブルでは、安全なデータ転送が保証されません。 
ケーブルの長さが1.5 mを超えないようにする必要があります。 

 

 注記 
USBインターフェースの機能障害  
独自の電源のあるUSBデバイスをUSBポートにつなぐ場合は、外部デバイスのUSBアー
ス端子が地面につながれていることを確認してください。 

 

 注記 
USBインターフェースの過剰な定格負荷  
電力負荷が高すぎるUSBデバイスを使用すると、機能障害の原因になることがありま
す。 
USBインターフェースの最大負荷定格値を必ず守ってください。「技術仕様 (ペー
ジ 145)」のセクションを参照してください。 

 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/19292127
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 注記 
データ消失の危険性 
USB記憶媒体が取り外されたときに、HMIデバイスがそのデータにアクセスしようとす
ると、記憶媒体のデータの読み書きが完全に行えず、また破損する場合もあります。 
プロセスにより、動作中にUSB記憶媒体を交換する必要がある場合、このことを考慮し
て、設定に適切なメカニズムを採用する必要があります。 
データへのアクセス中には、USB記憶媒体を取り外さないでください。 

 

USBスティックのフォーマット 
以下のファイルシステムはUSBスティックに対応しています。 
• NTFS 
• FAT32 
• exFAT 
「NTFS」フォーマット法は、保存されたファイルのサイズに関してデータの均一性お
よび柔軟性に優れているため推奨します。 

接続グラフィック 
次の図は、USBデバイスの接続方法を示します。例としてMTP1200 Unified Basicが使用
されています。 
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3.3.7 装置の電源投入、テストおよび電源オフ 

HMIデバイスの電源投入  
1. 電源を投入します。ディスプレイが点灯します。 

長期間経過した後にHMIデバイスの起動に失敗する場合、電源コネクタのケーブルが
混線している可能性があります。接続ケーブルを確認し、必要に応じて、極性を修
正します。 
プロジェクトがHMIデバイスで使用できる場合、定義された遅延時間後にプロジェク
トが開始されます。 
HMIデバイス上にプロジェクトがない場合、[コントロールパネル]が表示されます。 

 
2. 希望する場合、[コントロールパネル]を介してプロジェクトを操作するか、HMIデバ

イスを設定します。 
HMIデバイスが不要になった場合は、電源を切ります。 

HMIデバイスの電源を切る  
1. HMIデバイスでプロジェクトをを閉じます。 
2. 電源をオフにします。 
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3.3.8 ケーブルの固定 
起動時テストの後、接続されたケーブルをストレインリリーフで固定します。 
付属のプラスチック製ストレインリリーフエレメントを使用してください。  
次の図は、プラスチック製ストレインリリーフエレメントの取付方法を示します。例と
してMTP1200 Unified Basicが使用されています。 

 

次に、ケーブルタイを使用してケーブルをマークされた固定ポイントに固定します。 
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3.4 デバイスの削除 
HMIデバイスは通常、設置や接続に使用される順序とは逆の順序で削除されます。 

手順 
以下のように実行します。 
1. HMIデバイス上でプロジェクトを実行している場合、この目的のために設定されてい

るHMIデバイスでプロジェクトを閉じます。[コントロールパネル]が表示されるまで
待ちます。 

2. HMIデバイスの電源をオフにします。 
3. 接続ケーブルのストレインリリーフに使用されるHMIデバイスでのケーブルタイをす

べて取り外します。 
4. すべてのプラグインコネクタと等電位ボンディングケーブルをHMIデバイスから取り

外します。 
5. HMIデバイスを固定し、取り付けカットアウトから落下しないようにします。 
6. 取り付けクリップのねじを緩め、すべての取り付けクリップを取り外します。 
7. 取り付けカットアウトからHMIデバイスを取り出します。 

下記も参照 
デバイスの接続 (ページ 34) 
取り付けクリップを使用した内蔵デバイスの固定 (ページ 32) 
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デバイスの操作 4 
4.1 オペレータ入力オプション 

接続されている周辺機器に応じて、次のオペレータ入力オプションが使用可能です。 
• 容量性マルチタッチスクリーン 
• スクリーンキーボード 
• 外部キーボード、USB経由で接続 
• 外部マウス、USB経由で接続 
操作中に外部キーボードまたはマウスが必要な場合、工業グレードの機器を使用しま
す。工業グレードではない機器は、コミッショニングのみに許可されています。 
代替策として、ブラウザを使用したリモートアクセス経由でデバイスを操作またはモニ
タすることもできます。セクション「HMIデバイスへのWebアクセス (ページ 59)」を参
照してください。 

4.2 タッチスクリーンに関する注意事項 
1本指または2本指のジェスチャーで容量性マルチタッチスクリーンを操作します。 

 

 警告 

アース接続がされていないことが原因の人身傷害または物的損傷 
接地接続が不適切であるか欠落しているため、容量性マルチタッチスクリーンの誤動
作を招くことがあります。機能が適切に動作しないことがあります。その結果、人身
傷害や物的損傷が発生することがあります。 
• 必ずHMIデバイスを接地導体に接続します。 
• HMIデバイスからの接地導体は、低インピーダンスの地面に直接接続される必要が

あります(短い接続、最小断面積4 mm2)。 
 

アース導体の接続に関する詳細情報は、「等電位ボンディング (ページ 36)」のセクシ
ョンを参照してください。 
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 警告 

誤動作による人身傷害または物的損傷 
タッチスクリーンを備えたデバイスの誤操作を避けられなくなります。その結果、人
身傷害や物的損傷が発生することがあります。 
以下の予防策を講じる必要があります。 
• プラントを設定して、タッチスクリーンで安全関連の機能が操作されないようにす

る。 
• プラントスクリーンがHMIデバイススクリーンに表示されている場合、オペレータ

操作のみを実行します。 
• クリーニングおよびメンテナンスの際はHMIデバイスのスイッチを切ります。 

 

 
通知 

タッチスクリーンの損傷  
次のような操作は、タッチスクリーンの耐用年数を大きく縮め、全体的な故障につな
がることさえあります。 
• 先の尖った物やよく切れる物で、タッチスクリーンに触れる 
• 硬い物で接点に衝撃を与える 
タッチスクリーンに触れる場合には、指かタッチペンのみを使用します。  

 

 警告 

タッチスクリーンでの不適切なジェスチャーの実行による誤動作の危険 
マルチタッチ機能を使用したタッチスクリーンに対して不適切なジェスチャーを実行
した場合、これらのジェスチャーは認識されないか、誤って認識される可能性があり
ます。結果として、実行されたエントリがHMIデバイスによって実行されないか、誤
って実行されるか、意図しない方法で実行されることがあります。 
マルチタッチ機能の不適切な実行は、プラントの操作のエラーを招き、結果として人
身傷害を招くことがあります。  
容量性マルチタッチスクリーンの操作時の注意事項: 
• タッチスクリーンは、圧力ではなく、表面への接触に反応します。 
• タッチペンを使用するとき:容量性タッチ用タッチペンのみを使用して、タッチス

クリーンを操作してください。 
• 意図しないマルチタッチを回避してください(指関節など)。 
HMIデバイスを使用する前に、オペレーティングシステムおよびアプリケーションの
サポートされているマルチタッチ機能に精通してください。マルチタッチスクリーン
でユーザーが実行するジェスチャーがアプリケーションで認識されることを確認して
ください。あらかじめ特定のジェスチャーを練習することが必要な場合があります。 
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操作に関する注意 
 

 注記 
起動中には容量性マルチタッチスクリーンに触れないでください 
起動中に、HMIデバイスは容量性マルチタッチスクリーンを自動的にキャリブレーショ
ンします。キャリブレーション中は、タッチスクリーンがロックされます。 
起動中にはタッチスクリーンに触れないでください起動中に、手のひらをタッチスクリ
ーンの上に置かないでください。  
起動中に、タッチスクリーン上に導電性の液体がないようにしてください。 

 

容量性マルチタッチスクリーンの操作時の注意事項: 
• オペレータ操作が検出されるには、直径5～20 mmの表面への接触が必要です。 
• 材質の厚さが2 mm未満の手袋での操作は、ほとんどの場合検出されます。ただし、

使用する手袋が使いやすいか確認してください。 
• 正しくない操作を避けるため、特定の入力は無視され、引き続きのエントリがブロ

ックされます。 
– 5本以上の指を使用した同時操作 
– 直径3 cm以上の表面接触。例えば、タッチスクリーン上に手を置いた場合 
– タッチスクリーンに触れなくなるとすぐに入力が再度可能になります。 

容量性マルチタッチスクリーンの機能 

一般機能 
• 一度に最高5本の指のタッチを検出します。 
• オペレーティングシステムおよびランタイムソフトウェアによってサポートされる

ジェスチャーの認識。 
• 容量性マルチタッチスクリーンをキャリブレーションする必要はありません。 

工業環境でのセキュリティ機能 
容量性マルチタッチスクリーンは、次の障害が発生した場合に、セキュリティ上の理由
でロックされます。 
• 接地されているタッチスクリーン上に筐体やオペレータによって導電性の液体が付

けられた。 
• デバイスの技術データの仕様を超過する電磁妨害が影響を及ぼした(「電磁環境適合

性 (ページ 137)」セクションを参照)。 
妨害がなくなると、容量性マルチタッチスクリーンはロックされなくなります。 
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4.3 サポートされるジェスチャー 

4.3.1 [コントロールパネル]でがサポートされるジェスチャー 
次のタッチジェスチャーは、[コントロールパネル]で使用できます。 
 

アイコン ジェスチャー 動作 

 

タップ • コントロールパネルのナビゲーション領域にエントリを開きます 
• 入力オブジェクト(入力ボックス、オプションボタン、ドロップダウン

リストなど)を有効にするには、入力オブジェクトをタップします。 

 

1本の指で垂直
にドラッグ 

ウィンドウペインまたはリストで垂直にスクロールするには、1本の指で対
応する領域を垂直にドラッグします。 

 

1本の指で水平
にドラッグ 

• コントロールパネルのナビゲーション領域にエントリを開きます 
• ウィンドウペインまたはリストで水平にスクロールしたりスライダを設

定したりするには、1本の指で対応する領域を水平にドラッグします。 

4.3.2 ランタイムプロジェクトでサポートされるジェスチャー 
さまざまなタッチジェスチャーがランタイム操作用に使用可能です。一部のタッチジェ
スチャーは、プラント画面と操作エレメントで効果が異なります。 

 

 注記 
3本以上の指での操作はありません。 
タッチジェスチャーを使用して操作するとき、1本または2本の指のみを使用します。 
タッチジェスチャーで2本以上の指を使用する場合、誤操作を引き起こすことがありま
す。 
複数の指でのマルチタッチ操作を行う場合、個別に設定されたオブジェクトのみを操作
します。 

 

プラント画面でサポートされるタッチジェスチャー 
 

アイコン ジェスチャー 機能 

 

タップ オブジェクトを選択するには、プラント画面で対応する位置をタッ
プします。 

 

1本の指でド
ラッグ 

画面と一緒にオブジェクトを移動するには、タイトルバーを使用し
て希望する方向にオブジェクトをドラッグします。 
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アイコン ジェスチャー 機能 

 

ズーム 表示を拡大または縮小するには、操作エレメントのない領域を2本の
指でドラッグします。 

 

2本の指でド
ラッグ 

プラントスクリーンのズーム領域を移動するには、操作エレメント
が配置されていない領域に2本の指でドラッグします。 

 

スワイプ プラント画面間を切り替えるには、1本の指で水平または垂直にスワ
イプします。タッチ領域は、この機能に対して設定されている必要
があります。 

 

押したまま保
持 

機能は右クリックに相当します。 
右クリックに対して設定されているイベントをトリガするには、オ
ブジェクトまたはリンクを1秒以上長押しします。 
 

操作エレメントでサポートされるタッチジェスチャー 
 

アイコン ジェスチャー 動作 サポートされるWinCC操作
エレメント 

 
 

タップ • 行を選択するには、行をタップしま
す。 

• 操作エレメントの対応する設定を使
用して:セルを選択します。 

• 操作エレメントの対応する設定を使
用して:列を並べ替えます。 

列を並べ替えるには、列のタイトル
をタップします。 

• トレンドコントロールでは:X/Y軸に
沿ってカーブゾーンを拡大します。 

必要条件:[ズーム+/-]、[時間軸をズー
ム+/-]または[値軸をズーム+/-]ボタン
が押されていること。 

• アラームコントロール 
• プロセスコントロール 
• トレンドコントロール 
• ルーラーウィンドウ 
• システム診断コントロ

ール 
• パラメータセットコン

トロール 

 

2本の指でタ
ップする 

トレンドコントロールをズームアウト
します。 
必要条件:[ズーム+/-]、[時間軸をズーム
+/-]または[値軸をズーム+/-]ボタンが押
されていること。 
タップするときは指の間に少しスペー
スをあけてください。 

• トレンドコントロール 
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アイコン ジェスチャー 動作 サポートされるWinCC操作
エレメント 

 

2本の指でド
ラッグ 

ズームされた表やトレンドなどの画面
コンテンツを動かすには、2本の指で操
作エレメントの画面をドラッグしま
す。 

• トレンドコントロール 
• プロセスコントロール 
• ルーラーウィンドウ 
• ブラウザ 

 

垂直スワイプ リストエントリを使用している垂直ス
クロール 

• ドロップダウンリスト
ボックス 

 

1本の指でド
ラッグ 

• ルーラを移動します。 
• X軸またはY軸を移動します 

必要条件:「曲線ゾーンを移動」また
は「軸ゾーンを移動」ボタンが押さ
れているか、操作エレメントが拡大
されていること。 

• トレンドコントロール 

• 複数の行を選択します。行をタップ
し、指を上または下にドラッグしま
す。 

• 操作エレメントの対応する設定を使
用して:複数の行を選択します。 

• プロセスコントロール 
• ルーラーウィンドウ 
• システム診断コントロ

ール 
• パラメータセットコン

トロール 
列幅を調整するには、列のグリッドラ
インをタップし、指で左または右にド
ラッグします。 

• アラームコントロール 
• ルーラーウィンドウ 

ズームされた画面コンテンツを動かす
には、1本の指でそれらをドラッグしま
す。 

• ブラウザ 
• スクリーンウィンドウ 

 

ズーム 操作エレメントの表示範囲内または範
囲外をズームするには、2本の指で操作
エレメントの画面をドラッグします。 

• トレンドコントロール 
• ブラウザ 
• スクリーンウィンドウ 

 

両手操作 
1本の指で有
効化ボタンを
押したまま、
2本目の指で
オブジェクト
を操作しま
す。 

操作エレメントは、両手操作用に設定できます。つまり、同時に有
効化ボタンが押されているときに、オブジェクトのみを操作できる
ことを意味しています。 
WinCCでの両手操作の場合、次を設定します: 
• プラント画面のセキュリティプロパティで有効化ボタンとして定

義されているボタン。 
• 有効化ボタンが押されているときにのみ操作可能になる必要があ

る、すべての操作エレメントに対応する[明示的な有効化が必要]
セキュリティプロパティ。 
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4.4 スクリーンキーボードの使用 
HMIデバイスのタッチスクリーン上で入力が必要な操作要素をタップすると、スクリー
ンキーボードが表示されます。 
HMIデバイスには、次のスクリーンキーボードがあります。 
• コントロールパネル (ページ 53)のスクリーンキーボード 

コントロールパネルでは、スクリーンキーボードは固定された位置に固定されたサ
イズで表示されます。スクリーンキーボードのレイアウトには、データ入力のため
のさまざまなレベルが用意されています。 

• ランタイム (ページ 56)のスクリーンキーボード 
ランタイムを起動すると、スクリーンキーボードがデフォルトの位置に表示されま
す。スクリーンキーボードのレイアウトは、コントロールパネルのスクリーンキー
ボードのレイアウトに対応しています。 
追加のコントロールキーを使用して、スクリーンキーボードを移動したり拡大縮小
したりできます。ランタイムを再起動すると、スクリーンキーボードがデフォルト
の位置に再度表示されます。 
スクリーンキーボードの言語を切り替えるとき、次が適用されます。 
– スクリーンキーボードの言語は、ランタイムで設定された言語に対応します。 
– 英語、ドイツ語、中国語(簡体字、繁体字)、フランス語、イタリア語、スペイン

語がサポートされています。その他の言語では、英語のスクリーンキーボードが
使用されます。 

– 言語を手動で切り替えるには、目的の言語を選択し、スクリーンキーボードを再
度開きます。 

4.4.1 コントロールパネルのスクリーンキーボード 
このセクションでは、コントロールパネルのスクリーンキーボードのレイアウトについ
て説明しています。 

英数字スクリーンキーボード 
スクリーンキーボードのキーレイアウトは、対応する言語のPCキーボードのレイアウト
に基づいています。下記の図では、英語レイアウト([QWERTY])を例として使用してス
クリーンキーボードの異なるレベルを示しています。 

小文字レベル 

 
<SHIFT>ボタンを使用して大文字レベルに切り替えます。 
<&123>ボタンを使用して、特殊文字レベルに切り替えます。 
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大文字レベル 

 
<SHIFT>ボタンを使用して小文字レベルに切り替えます。 
<&123>ボタンを使用して、特殊文字レベルに切り替えます。 

特殊文字レベル1 

 
<1/2>ボタンを使用して、特殊文字レベル2に切り替えます。 
<ABC>ボタンを使用して、最後に使用した文字レベルに切り替えます。 

特殊文字レベル2 

 
<2/2>ボタンを使用して、特殊文字レベル1に切り替えます。 
<ABC>ボタンを使用して、最後に使用した文字レベルに切り替えます。 
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数字スクリーンキーボード 
入力フィールドに数値を入力する必要がある場合、数字スクリーンキーボードが表示さ
れます。たとえば、入力フィールドが整数型または実数型のタグにリンクされている場
合、または入力フィールドに対応する出力形式がある場合がこれに該当します。 

 
  注記 

16進数値の入力 
入力フィールドに16進数を入力する必要がある場合は、英数字のスクリーンキーボー
ドが表示されます。 

 

数値の限界の確認 
タグには、限界値を割り付けることができます。この限界値を外れて入力すると拒否さ
れます。アラーム表示を設定すると、システムアラームがトリガされ、元の値が再び表
示されます。 

実数型の値に対する小数点以下の桁数 
設定エンジニアは、数字テキストボックスの小数点以下の桁数を指定できます。このフ
ィールドに値を入力すると、小数点以下の桁数がチェックされ、次のように表示されま
す。 
• 小数点以下の桁数が多すぎる場合、表示される値は次のように丸められます。 
– 表示されていない小数点第1位の数字が0、1、2、3、または4の場合、切り捨て

られます。 
– 表示されていない小数点第1位の数字が5、6、7、8、または9の場合、切り上げ

られます。 
• 小数点以下が入力されない場合、「0」で埋められます。 

スクリーンキーボードのコントロールキー 
次の表は、スクリーンキーボードに表示できるすべてのコントロールキーを示していま
す。開いているスクリーンキーボードの種類とレベルに応じて、対応するコントロール
キーのサブセットが表示されます。 
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カーソルの左側の文字を削除します  

 

入力を確定します。スクリーンキ
ーボードを閉じます 

 

小文字レベルに切り替えます  

 

大文字レベルに切り替えます 

 

任意の文字レベルで特殊文字レベル
1に切り替えます 

 

 

言語の切り替え 

 

特殊文字レベル1で特殊文字レベル2
に切り替えます。 

 

 

特殊文字レベル2で特殊文字レベル
1に切り替えます。 

 

特殊文字レベルで最後に使用した文
字レベルに切り替えます 

 

 

スクリーンキーボードを閉じま
す。入力を確定します 

 

有効な入力ボックスでエプリシス
(省略記号)を作成します 

 

 

有効な入力ボックスで「顔文字」
を作成します 

4.4.2 ランタイムの画面キーボード 
ランタイムで初めて開くとき、またはランタイムを再起動した後、スクリーンキーボー
ドはデフォルトの位置に最大サイズで表示されます。 
次の図は、ディスプレイの対角が7インチ以上のデバイスのオンスクリーンキーボード
の例を示しています。 

 
ランタイムのスクリーンキーボードは、[コントロールパネル]のスクリーンキーボード 
(ページ 53)のキーボードレイアウトとなります。 
ディスプレイの対角が7インチ以上のデバイスでは、オンスクリーンキーボードにタイ
トルバーがあり、追加の機能と特徴が利用できます。 
• 追加のコントロールキーを使用すると、ランタイム時にスクリーンキーボードをデ

フォルトの位置から解除したり、移動したり、拡大縮小したり、必要に応じてデフ
ォルトの位置に再度固定したりできます。 

• 最後に使用したスクリーンキーボードの位置とサイズが保存されます。再度開く
と、保存した位置とサイズでスクリーンキーボードが再び表示されます。 
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ランタイムの追加コントロールキー(ディスプレイが7インチ以上のデバイス) 
スクリーンキーボードのタイトルバーでは、次の機能を持つ追加のコントロールキーを
使用できます。 
 

 
[Undock]:スクリーンキーボードをデフォルトの位置から削除します。 
スクリーンキーボードを移動するためのバーが表示されます。  
スクリーンキーボードがすでに別の位置に移動されている場合は、その位置に表示されま
す。 

 
[Move]:スクリーンキーボードはデフォル
トの位置から削除され、バーを使用して
別の位置に移動できます。 

 
[Dock]:スクリーンキーボードはデフォルトの位置に固定されます。スクリーンキーボードを
移動するためのバーが表示されなくなりました。 

 
[Scale]:スクリーンキーボードはジェスチャを使用して拡大縮小したり移動したりできます。
サイズと位置を保存するための[Apply]ボタンが表示されます。 
スクリーンキーボードがすでに移動されているかどうかに応じて、次のようになります。 
• スクリーンキーボードがすでに別の位置に移動されている場合は、その位置に表示されま

す。 
• スクリーンキーボードがまだ元のデフォルト位置にある場合(たとえば、ランタイムの開

始後)、デフォルト位置から解除されます。 
注記:ランタイム時に画面コンテンツを拡大縮小しても、スクリーンキーボードのサイズには
影響しません。 

 
[Apply]:変更されたスクリーンキーボードの拡大縮小と位置が保存されます。 

オンスクリーンキーボードの移動(ディスプレイが7インチ以上のデバイス) 
スクリーンキーボードがデフォルトの位置から解除されている場合は、スクリーンキー
ボードを移動できます。 

[Undock]によるスクリーンキーボードの移動 
1. スクリーンキーボードの左上隅にある[Undock]ボタンを押します。 

 
2. [Move]バーを使用して、スクリーンキーボードを希望する位置にドラッグします。 
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[Scale]によるスクリーンキーボードの移動 
1. スクリーンキーボードの右上隅にある[Scale]ボタンを押します。 

 
2. スクリーンキーボードをその境界内かつ[Apply]ボタンの外側の希望する位置にドラ

ッグします。 

 
3. [Apply]で設定を保存します。 

オンスクリーンキーボードの拡大縮小(ディスプレイが7インチ以上のデバイス) 
1. スクリーンキーボードの右上隅にある[Scale]ボタンを押します。 

 
2. 必要に応じて、[ズームアウト]ジェスチャを使用してスクリーンキーボードのサイズ

を縮小します。 
初めて開いたとき、またはランタイムを再起動した後は、スクリーンキーボードは
最大サイズで表示され、縮小することしかできません。 

 
3. 必要に応じて、[ズームイン]ジェスチャを使用してスクリーンキーボードを拡大しま

す。 
4. [Apply]で設定を保存します。 
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4.5 HMIデバイスのコミッショニング 

必要条件 
HMIデバイスが、操作説明書に従って設置され接続されていること。 

手順 
次の手順は、操作中にHMIデバイスを標準的に含める方法を説明しています。 
1. WinCCのHMIデバイスを設定します。設定するとき、セキュリティ設定でセキュリテ

ィコンセプトを検討します。ユーザー管理を設定します。HMIデバイスを未許可の[コ
ントロールパネル]へのアクセスから保護可能なコントロールパネルアクセス機能権
限を持ユーザーを設定します。 

2. HMIデバイスのネットワークアドレスが設定されているネットワークアドレスと一致
していることを確認します。 

3. WinCCを介したユーザー管理を含め、プロジェクトを設定PCからHMIデバイスに転送
します。 

4. 必要な場合、HMIデバイス管理者が、[Security] > [Control panel access]で、[コントロ
ールパネル]を未許可のアクセスから保護するようにします。 

5. [コントロールパネル]の[Security] > [User management]でオペレータの権限を確認
し、必要に応じて設定を調整します。 

6. 必要に応じて、[External Devices and Input] > [Hardware interfaces]で、ストレージメ
ディアに1つまたは複数のインターフェースを無効にします。 

7. [Language, Region and Formats] > [Date and time]で日付と時刻を確認します。 
8. [Runtime Properties] > [Automatic runtime start]でプロジェクトの開始のために必要な

遅延時間を設定します。 

結果 
コミッショニングが完了すると、HMIデバイスの使用準備ができています。アプリケー
ションによっては、上記で説明した手順に加えて、さらに個人設定を行うことが必要に
なる場合があります。 

4.6 HMIデバイスへのWebアクセス 
デバイスへの直接操作の代替手段として、ブラウザ経由でHMIデバイスの次のアプリケ
ーションにアクセスできます。 
• ランタイムプロジェクト 
• ユーザー管理 
Webクライアント経由でサポートされる接続数は1です。 
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必要条件 
• ブラウザが動作しているデバイスは、同一のサブネットのHMIデバイスに接続されて

います。 
• 使用するブラウザは、HTML5をサポートしており、自己署名証明書を受け入れま

す。 
• アクセスしようとしているアプリケーションに応じて、下記が適用されます。 
– [WinCC Unified RT]:ランタイムプロジェクトへのWebアクセスが有効にされてい

ます。「Web client (ページ 79)」のセクションを参照してください。ランタイム
ソフトウェアが停止されています。 

– [User Management]:ユーザー管理の設定がHMIデバイスに読み込まれました。
「User management (ページ 93)」と「UMAC settings (ページ 102)」のセクショ
ンを参照してください。 

• Webアクセス用のポートがアクティブになっていることを確認してください。「Port 
settings (ページ 104)」のセクションを参照してください。 

開始ページからアプリケーションを開く 
HMIデバイスには、Webアクセスを使用するアプリケーションに対応した便利な開始ペ
ージがあります。 
開始ページを開くには、次のURLをブラウザに入力します: 「https://<ip>」 
プレースホルダ「<ip>」ではなく、HMIデバイスのIPアドレスを使用します。 

 
• [WinCC Unified RT]:ランタイムに対して[Sign in]ダイアログを開くためのボタン。 
• [User Management]:ユーザー管理に対して[Sign in]ダイアログを開くためのボタ

ン。 
ブラウザ経由のWebベースのユーザー管理に関する詳細情報は、TIA Portalヘルプの
[可視化プロセス(RT Unified)] > [ユーザーおよび役割の設定(RT Unified)] > [Unifiedパ
ネルのユーザー管理の使用] > [ローカルユーザーの管理] > [ランタイムでのローカル
ユーザーの管理]で参照できます。 

• [Certificate Authority]:安全な接続のためにHMIデバイス証明書をダウンロードするた
めのボタン。   
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開始ページなしでアプリケーションを開く 
次のURLを使用して、開始ページなしで対応するアプリケーションの[サインイン]ダイ
アログを開きます。 
• [WinCC Unified RT]: 「https://<ip>/device/WebRH」。大文字/小文字の入力に注意して

ください。 
• [User Management]: 「https://<ip>/umc」 
プレースホルダ「<ip>」ではなく、HMIデバイスのIPアドレスを使用します。HMIデバ
イスで直接実行するブラウザを使用するとき、IPアドレスではなく「localhost」も使用
します。 

証明書のインストール 
ブラウザ経由で始めてWebアクセスを使用するアプリケーションを開くとき、次が適用
されます。ブラウザとアプリケーション間の安全な接続をセットアップするため、アプ
リケーションの証明書をダウンロードし、それをお使いのブラウザで[信頼済み]として
インストールする必要があります。 

 

 
通知 

WinCC Unified Certificate Manager経由で生成されたCA証明書を使用します 
信頼できないソースからの自己署名証明書を使用すると、データ転送は、攻撃から保
護されません。 
HMIデバイスへのWebアクセスの場合、WinCC Unified Certificate Managerで生成され
たCA証明書を使用します。次の手順にしたがって、これを実行します。 
1. WinCC Unified Certificate Manager を使用してCA証明書を生成します。 
2. CA証明書をUSBフラッシュドライブにコピーします。 
3. 「Security「>「Certificates」経由で「Trusted Certificate Authority」としてコントロ

ールパネルにCA証明書をインポートします。 
4. 次のセクションで説明するように、ブラウザに証明書をインストールします。 

 

証明書のダウンロード 
証明書のダウンロードには、次のオプションが用意されています。 
• 開始ページで[Certificate Authority]ボタンを使用する。 
• ブラウザのアドレスバーにあるアイコンまたは[安全でない]メッセージをクリックす

る。 

証明書を「Webブラウザ」で[信頼済み]としてインストールする 
アプリケーションの証明書をインポートし、それを[信頼済み]として分類するために、
ブラウザドキュメントの指示に従ってください。 
これで、Webサイトへの安全な接続は、信頼済み証明書を使用して確立されました。 
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  注記 
証明書は、Webアクセスを使用するすべてのアプリケーションに対して有効 
Webアクセスを使用するアプリケーションへの安全なアクセスのため、HMIデバイス証
明書を一度のみダウンロードし「信頼済み」として分類します。 

 

[Sign in]ダイアログを使用したサインイン 
[Sign in]ダイアログを使用して、Webアクセスを使用するアプリケーションにサインイ
ンします。 

ランタイム関連のアプリケーション用のSign in[]ダイアログ 
次の図は、下記のアプリケーションに対応する[Sign in]ダイアログを示しています。 
• [WinCC Unified RT] 
• [User Management] 

 
手順: 
1. 必要なランタイム言語を選択します。 
2. ユーザー名とパスワードを入力します。 
3. [サインイン]をクリックします。 
選択された言語がランタイムプロジェクトで使用可能でない場合、デフォルトの言語が
使用されます。 
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Webアクセスに関する注意事項 
サインイン後、さまざまなアプリケーションでのWebアクセスに関する下記の注意事項
をお読みください。 

[WinCC Unified RT] 
ログインに成功した後、ユーザーセッションが有効になります。ユーザーセッションに
関する次の注意事項に注意してください。 
• 1つのHMIデバイスでは最大1ユーザーセッションが許可されています。 
• ユーザー管理は、サインイン時のユーザーセッションで使用されます。HMIデバイス

のユーザー管理に加えた変更は、進行中のセッションには影響しません。 
• ユーザーセッションを完全に閉じるには、次のオプションがあります。 
– システム機能[ログオフ]を使用して操作エレメントを設定します。 
– すべてのインスタンス、つまり開いているブラウザウィンドウをすべて閉じま

す。 

[User Management] 
• ユーザーリストは、[ユーザー管理]機能権限が割り付けられているユーザーのみが表

示し編集することができます。 
• ユーザー管理へのWebベースのアクセスに関する詳細情報は、TIA Portalヘルプの[可

視化プロセス(RT Unified)] > [ユーザーおよび役割の設定(RT Unified)] > [Unifiedパネ
ルのユーザー管理の使用] > [ローカルユーザーの管理]で参照できます。 

4.7 操作に関する注意 
記憶媒体 
  注記 

複数回表示される記憶媒体 
HMIデバイスのオペレーティングシステムは、複数のマウントポイントをサポートして
います。これは、ファイルブラウザダイアログで、USB記憶媒体が複数回表示される可
能性があることを示しています。これは、HMIデバイスの機能には影響しません。 

 
 注記 

ラインタイム内およびアプリ内の記憶媒体のディレクトリ 
記憶媒体は、ランタイムソフトウェアのファイルブラウザダイアログの「/media」にあ
ります。 

 
 注記 

ランタイムデータのエクスポート 
アラームコントロールやトレンドコントロールからのデータなどのランタイムデータを
エクスポートするには、USB記憶媒体を使用します。 
複数のUSB記憶媒体がHMIデバイスに接続されている場合、インターフェースX61の記
憶媒体がエクスポートに使用されます。 
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[コントロールパネル]の操作 5 
5.1 設定を開く 

コントロールパネルは、次のようにして開くことができます:  
• デバイスの電源を入れた後、HMIデバイスにプロジェクトがない場合。 
• プロジェクトの適切な設定操作エレメントを使用する。 
• HMIデバイス上で実行されているプロジェクトを終了する。 
下記の図に、[コントロールパネル]のメインウィンドウが開かれている状態を示してい
ます。 

 
対応する設定を行うには、ナビゲーションエリアのエントリまたはウィンドウペインの
タイルを選択します。 
 

 

 注記 
[コントロールパネル]のパスワード保護を有効にする 
[コントロールパネル]のパスワード保護は、HMIデバイスが納入されたときは無効にさ
れています。つまり、すべてのユーザーが[コントロールパネル]に変更を加えることが
できることを意味しています。 
HMIデバイスを未許可の変更から保護するため、[コントロールパネル]に対するパスワ
ード保護を有効にできます(「Control panel access (ページ 100)」セクションを参照)。 
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通知 

設定PCの通信中に設定を変更しないでください 
HMIデバイスに設定PCがアクセスしているときにコントロールパネルの設定を変更す
ると、不具合が発生する可能性があります。  
プロジェクトダウンロード中や[LEDの点滅]機能による通信の場合など、HMIデバイス
に設定PCがアクセスしているときは設定を変更しないでください。 

 

[コントロールパネル]へのログオン 
[ログイン]ボタンは、[コントロールパネル]タイトルバーの右側にあります。 

 
ユーザー管理がHMIデバイス用に設定されており、HMIデバイスに転送されている場
合、[ログイン]ボタンを使用してログインできます。ログイン後、設定でログイン用に
定義された権限を持つようになります。[コントロールパネル]ですべての機能にアクセ
スするには、ユーザーには[コントロールパネルアクセス]機能権限が必要です。 

 

 注記 
ログインの試行回数 
ログイン資格情報を正しく入力するための試行回数は、WinCCの[ランタイム設定] > [セ
キュリティ]で設定できます。 
ログイン資格情報をもう一度間違えて入力すると、関係するユーザーがロックされま
す。そのユーザーを削除し、再度作成するか、ユーザー管理をHMIデバイスに再ロード
する必要があります。 
ログイン資格情報を正しく入力していることを確認してください。 

 

ログインした後、[ログアウト]ボタンが[ログイン]ボタンの代わりにタイトルバーに表
示されます。 
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ナビゲーションエリアの切り替え 
ナビゲーションエリアを、最大表示から最小表示まで、次のように切り替えることがで
きます。 

 
コントロールパネルのヘルプ 
タイトルバーで、[ログイン]ボタンの左側には[ヘルプ]ボタンがあります。 

 
[ヘルプ]アイコンを使用して、[SIOS]ダイアログを開きます。 

 
コントロールパネルヘルプを開くためには、[SIOS]ダイアログの次のオプションが使用
できます。 
• QRコードをスキャンするか、インターネット接続がある外部デバイスのブラウザに

QRコードの下にあるリンクを入力します。 
ヘルプが外部デバイスで開かれます。外部デバイスでヘルプを読み込み、同時にHMI
デバイスのコントロールパネルで移動できます。 

• HMIデバイスがインターネットに接続されている場合、QRコードの下にあるリンク
をクリックします。 
ヘルプがHMIデバイスで開かれます。 
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5.2 機能の概要 
下記の表に、コントロールパネルのアイコンおよび対応する機能の適切なセクションの
説明へのリンクを示します。 
 

アイコン 名称 割り付けられた機能 

 
 -  [コントロールパネル]のメインウィンドウを開く 

 
Start Runtime HMIデバイスでプロジェクトを開始する 

「Automatic runtime start (ページ 77)」を参照してください 

 
System Properties Panel information (ページ 68)  

Display (ページ 69) 
Screensaver (ページ 70)  
Update OS (ページ 71) 
Reboot (ページ 73) 
Performance (ページ 74) 
Event Logger (ページ 75) 

 
Runtime Properties Project information (ページ 76) 

Automatic runtime start (ページ 77)  
Alarm persistency (ページ 78) 
Web client (ページ 79) 
Load project from storage (ページ 79) 

 
Network and Internet Network settings (ページ 82)  

Remote connection (ページ 85) 
Network drives (ページ 87) 
Network Tool (ページ 91) 

 
Security User management (ページ 93)  

Certificates (ページ 97) 
Control panel access (ページ 100) 
UMAC settings (ページ 102)  
Port settings (ページ 104) 

 
External Devices and Input Hardware interfaces (ページ 104) 

Connected devices (ページ 105) 

 
Language, Region and Formats Date and time (ページ 106)  

 
Service and Commissioning Transfer (ページ 108)  

Update OS (ページ 109) 
Backup (ページ 111) 
Restore (ページ 113) 
Trace options (ページ 115) 
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インターフェースパラメータ、ランタイム設定、ユーザー管理などの一部の設定は、
WinCCで設定し、HMIデバイスに読み込むことができます。読み込み後、必要に応じ
て、HMIデバイスのコントロールパネルで設定を変更できます。 

5.3 System Properties 

5.3.1 Panel information 
[Panel information]で、お使いのHMIデバイスに固有の情報を参照できます。この情報
は、例えば、技術サポートに問い合わせる場合などに必要になります。 

 

Properties 
次の図に、例を示します。さまざまな表示値をワイルドカード文字「#」を使用した
り、山括弧「<>」で挟んで表示します。  

 
• [Device type]:HMIデバイスタイプ名称 
• [Article number]:HMIデバイスの商品コード 
• [Serial number]:HMIデバイスのシリアル番号 
• [Firmware/Image version]:ファームウェアおよびオペレーティングシステムのバージ

ョン 
• [Runtime version]:HMIデバイスにあるランタイムソフトウェアのバージョン 
• [Bootloader version]:ブートローダーのバージョン 
• [Bootloader release date]:ブートローダーのリリース日 
• [PN-X1 MAC address]:HMIデバイスインターフェースX1のMACアドレス 
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5.3.2 Display 
[Display]で、画面方向と画面輝度をバックライトの強度によって設定します。 

 
 

 
通知 

バックライトの低減 
バックライトの輝度を低減すると、運転時間を長くすることができます。 
バックライトの耐用年数を不必要に短くすることを避けるため、バックライトの輝度
を低減することができます。 

 

Orientation 

 
• [0° (Landscape)](初期設定):横フォーマットで設置および設定されているHMIデバイ

スに対してこのオプションを選択します。 
• [90° (Portrait)]:縦フォーマットで設置および設定されているHMIデバイスに対してこ

のオプションを選択します。 
 

 注記 
画面方向およびランタイムプロジェクト 
コントロールパネルでの画面方向は、WinCC設定でのHMIデバイスの画面方向と一致し
ている必要があります。コントロールパネルの方向を切り替える前に、設定を調整し、
プロジェクトをHMIデバイスに再度読み込みます。  
HMIデバイスで実行されているランタイムプロジェクトがない場合にのみ、コントロー
ルパネルの画面方向を切り替える必要があります。 
表示方向をコントロールパネルで切り替えた場合は、HMIデバイスを再起動する必要が
あります。 

 

Brightness  

 
スライダを使用して希望する画面輝度を設定します。 
値範囲:10～100%。初期設定:70% 
画面輝度は、設定から、値範囲内で設定することもできます。 
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5.3.3 Screensaver 
[Screensaver]で、スクリーンセーバーが自動的に起動するまでの時間を定義したり、ス
クリーンセーバー起動中のバックライトの輝度を設定したりできます。 

 
 

 
通知 

スクリーンセイバーの有効化 
画像が画面に長時間表示されると、輪郭が画面に薄く残ってしまうことがあります。 
スクリーンセイバーを使用すると、この効果を元に戻すことができます。 

 

General Settings 

 
• [Enable screensaver]:このオプションを選択してスクリーンセイバーを有効にしま

す。 
初期設定: [有効]。 

• [Wait time]:スクリーンセイバーが有効になるまでの時間です。1～120分の範囲で設
定します。初期設定は、[5 min.]です 

指定された時間内にHMIデバイスが操作されないと、スクリーンセイバーが自動的に作
動します。 

Brightness of screensaver 

 
スライダを使用して、スクリーンセイバーの希望する画面輝度を設定します。値範囲は
0～100%です。デフォルト設定は、[30%]です。 
スクリーンセイバーを解除するには、タッチスクリーンに少しタッチします。安全上の
理由で、このタッチはオペレータアクションとして評価されることはありません。した
がって、意図しない機能がトリガされることはありません。 
スクリーンセイバーは、設定PCなどを通して、HMIデバイスにリモートでアクセスされ
た場合にも解除されます。 
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5.3.4 Update OS 
HMIデバイスのファームウェアおよびオペレーティングシステムバージョンは、インス
トールされているWinCCソフトウェアのファームウェアおよびオペレーティングシステ
ムバージョンとの互換性がある必要があります。互換性がない場合、オペレーティング
システムを更新する必要があります。 
[Update OS]を使用してHMIデバイスのオペレーティングシステムを更新します。オペ
レーティングシステムは複数のファームウェアファイルに含まれています。マスタファ
イルには、拡張子「.fwf」が付きます。追加ファイルの番号は異なります。これらのフ
ァイルには、マスタファイルのファイル名に連番(「.0」、「.1」、「.2」など)が拡張
子として付きます。 
[Update OS]機能は、[System Properties]および[Service and Commissioning]の両方で使
用できます。 

 

 
 

 
通知 

オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイスのデータが削除されます。 
オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイス上のプロジェクト、パラメー
タセット、およびアラームバッファの内容が削除されます。必要に応じて、オペレー
ティングシステムを更新する前にデータをバックアップしてください。 
オペレーティングシステムを更新する前に[コントロールパネル]で変更した次の設定
以外のすべての設定内容は、オペレーティングシステムの更新後にも保持されます。 
• 外部インターフェースは再度有効にされます(初期設定)。「Hardware interfaces (ペ

ージ 104)」のセクションを参照してください。 
• タイムゾーンは初期設定[(UTC) Coordinated Universal Time]にリセットされます。

「Date and time (ページ 106)」のセクションを参照してください。 
• 接続されているネットワークドライブの認証情報を再度入力する必要があります。

「Network drives (ページ 87)」のセクションを参照してください。 
 

産業用USBフラッシュドライブを使用して、ファームウェアを読み込みます。 
HMIデバイスのファームウェアファイルは、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897)からダウンロードで
きます。ダウンロード内容に含まれている取扱説明書に従います。 

 

 注記 
ファームウェアファイルの名前を変更しないでください。 
ファームウェアファイルの名前を変更すると、オペレーティングシステムをこれらのフ
ァームウェアファイルを使用して更新できなくなります。ファームウェアファイルは使
用不能になります。ファームウェアファイルの名前を変更しないでおきます。 

 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897
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 注記 
ファームウェアファイルを完全にコピーする 
ファームウェアファイルをコピーする場合、マスタファイル「.fwf」とすべての関連フ
ァームウェアファイル(「.0」、「.1」、「.2」など)も一緒に確実にコピーするように
してください。 
ファイルが欠けていると、オペレーティングシステムを読み込めなくなります。 

 [コントロールパネル]で[Update OS]機能を使用する別の方法として、WinCCで
[Update OS]機能を使用できます。 

Panel Information 

 
• [Device type]:HMIデバイスタイプ名称。 
• [Image version]:ファームウェアおよびオペレーティングシステムのバージョン 

Select storage media for OS update 

 
選択リストを使用して、ファームウェアファイルが保存されている記憶媒体を選択しま
す。 

Firmware files on external storage 

 
• リストは、HMIデバイスに読み込み可能なすべてのファームウェアファイルを示して

います。リストから希望するファームウェアマスタファイル(.fwf)を選択します。 
•  [Update OS]:読み込みプロセスを開始するためのボタン。 

[Update OS]ボタンを押すと、HMIデバイスが再起動されます。その後、読み込みプ
ロセスが開始されます。 
各ファームウェアファイルについて、進捗状況バーがあるダイアログがHMIデバイス
に表示されます。 
HMIデバイスは、読み込みプロセスが完了した後に再度再起動されます。 
[コントロールパネル]のメインウィンドウが、再起動後に表示されます。HMIデバイ
ス上のオペレーティングシステムが更新されました。 
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5.3.5 Reboot 
[Reboot]で手動でHMIデバイスを再起動できます。再起動は、ソフトウェアリセットと
して、またはメンテナンスモードで実行できます。 

 
次の場合は、確定後にHMIデバイスが自動的に再起動されます。 
• [Network settings]で変更を加えました(「Network settings (ページ 82)」のセクショ

ンを参照)。 
• [Orientation]オプションでスクリーンの向きを切り替えました(「Display (ペー

ジ 69)」のセクションを参照)。 
• [Enable alarm persistency]オプションを切り替えました(「Alarm persistency (ペー

ジ 78)」のセクションを参照)。 
HMIデバイスの手動での再起動は、以下の場合に必要になります。 
• 設定で、[メディア冗長性]の下にあるインターフェースパラメータを変更し、プロジ

ェクトをHMIデバイスに再び読み込みます。 
 

 
通知 

データの損失 
再起動すると、すべての揮発性データが失われます。  
HMIデバイス上でプロジェクトが実行されていないこと、フラッシュメモリにデータ
が書き込まれていないことを確認してください。 

 

Reboot panel 

 
[Reboot panel]:デバイスの電源を切らずにソフトウェアリセットを実行するボタン。 

Reboot in maintenance mode 

 
[Reboot in maintenance mode]:保守モードで再起動するためのボタン。保守モードでの
再起動は、HMIデバイスを出荷時設定にリセットするために必要です。 
[Reboot in maintenance mode]ボタンを押すと、HMIデバイスが再起動されます。
[Maintenance Mode]ダイアログボックスが10分間表示されます。この期間中、HMIデバ
イスを設定PCに接続し、ProSaveソフトウェアを使用してHMIデバイスを出荷時設定に
リセットできます。 

下記も参照 
ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ページ 128) 
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5.3.6 Performance 
[Performance]で、内部フラッシュメモリのモニタを有効にすることができます。 

 

Flash Memory Monitoring Section 

 
[Show Alarm if life of flash memory is reducing fast]:フラッシュメモリモニタを有効にす
るためのオプション。初期設定は、[有効]です。 
このオプションが有効にされていると、フラッシュメモリの状態が定期的にチェックさ
れます。周期的チェックがフラッシュメモリの高負荷を引き起こす場合、メッセージ
[Flash memory life time reducing fast]が定期的に表示されます。 

 
• [OK]:アラームを確認するためのボタン。 

Last alarm 

 
• [Alarm]:フラッシュメモリのステータスについて表示した最後のアラームが含まれる

パネルを表示します。 
• [Source]:最後のアラームの原因に関する情報が含まれたフィールドを表示します。

この情報を管理者やプロジェクトエンジニアに渡します。これにより、対応するア
プリの設定またはHMIデバイスの設定に変更を加えて、[Flash memory life time 
reducing fast]アラームが表示されないようにすることができます。 

• [Reset alarm]:定期的に発生する[Flash memory life time reducing fast]アラームを無
効にするボタン。このボタンは、[Control Panel Administrator]権限を持つユーザー
のみが操作できます。このボタンを押すと、[Flash memory life time reducing fast]ア
ラームは、次の周期的チェックがフラッシュメモリの高負荷を引き起こすときにの
み再度表示されます。 
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5.3.7 Event Logger 
[Event Logger]機能により、記憶媒体で完全なランタイムオペレーティングシナリオを
記録するオプションが提供されます。 

 
記録済みのデータには、すべての「トレース」情報、画面の内容、画面の変更、オペレ
ータのアクションが含まれます。テクニカルサポートでエラーの原因を分析するときな
どに、記録済みのデータを使用できます。 

General Settings 

 
• [Enable Event logger]:[Event Logger]機能を有効または無効にするオプション。初期

設定は、[無効]です。 
• [Storage Medium]:記録済みのデータが保存される記憶媒体(USB記憶媒体またはSDカ

ード)。 

記録の開始および停止 
1. HMIデバイスへ外部記憶媒体を接続します。 

   注記 
[Event Logger]機能を有効にする前に、外部記憶媒体をHMIデバイスに接続する必要
があります。 

 
2. [Storage Medium]から、記録用記憶媒体を選択します。 
3. [Enable Event logger]オプションを選択します。 

メッセージが、ランタイムの再起動が必要であることを、ユーザーに通知します。 
4. HMIデバイスでプロジェクトをまだ実行中である場合、ランタイムを閉じます。 
5. ランタイムを起動します。以下のデータが記録に含まれています: 
– すべての「トレース」情報 
– すべての画面の内容と画面の変更 
– すべてのオペレータアクション 
記録済みのデータは、記憶媒体のルートディレクトリのファイルに暗号化されて保
存されます。 
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記録のファイル名の構文:「telemetry_<date>_<time>_<id>」 
– <date>:「yyyymmdd」(年、月、日)の形式の日付 
– <time>:「hhmmss」(時間、分、秒)の形式の時間 
– <id>:記録のための一意の数字 
記録されるデータ量によっては、記録は複数のファイルで構成されることがありま
す。 
記憶媒体の容量が記録のために不十分である場合、記録は終了されます。記憶媒体
に空き容量が十分あることを確認してください。 

6. 記録を停止するには、[Enable Event logger]オプションを選択解除します。 

別の記憶媒体への切り替え 
複数の記憶媒体がHMIデバイスに接続されていて、別の記憶媒体で記録を続行する場
合、次のように進んでください: 
1. [Enable Event logger]オプションをクリアします。 
2. [Storage Medium]で別の記憶媒体を選択します。 
3. [Enable Event logger]オプションを選択します。 
4. ランタイムを起動します。 

下記も参照 
Trace options (ページ 115) 

5.4 Runtime Properties 

5.4.1 Project information 
[Project information]で、HMIデバイスでプロジェクトを一意に識別するプロジェクト固
有の情報を表示できます。 

 

Project information 

 
• [Name]:プロジェクトの名前は、WinCC (TIA Portal)のプロジェクト名と同一です。 
• [Device name]:HMIデバイスでランタイムプロジェクトに対して自動生成された名前

です。 
• [Project ID]:ランタイムプロジェクトの一意の識別情報は、WinCC (TIA Portal)の[ラン

タイムID]と同一です。 
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5.4.2 Automatic runtime start 
[Automatic runtime start]で、定義された遅延時間後に、HMIデバイスでプロジェクトが
自動的に起動されるかどうかを設定します。 

 

Automatic runtime start 

 
[Waiting time(s)]:定義された遅延時間後に、HMIデバイスでプロジェクトが自動的に起
動されるかどうかを決定するドロップダウンリスト。 
選択オプション: 
• [0]:オペレーティングシステムの後に直接プロジェクトが起動されます。 
• [15]～[60]:15～60秒の遅延時間後にプロジェクトが起動されます。遅延時間中、カ

ウントダウンと次のボタンとともにダイアログ[Runtime Start]が表示されます。 
– [Cancel]:ダイアログが閉じ、ランタイムは起動しません。 
– [Skip]:遅延時間がスキップされ、ランタイムが起動します。 

• [no automatic runtime start](初期設定):プロジェクトは自動的には開始されません
が、[コントロールパネル]の[Start Runtime]ボタンで起動できます。 

ランタイムの始動 
ランタイムがHMIデバイスで起動している間、ダイアログボックス[Runtime Start]が初
期化メッセージとともに表示されます。ランタイム始動中は、コントロールパネルを操
作できません。 

 

 注記 
ランタイムからコントロールパネルを開くには、「ShowControlPanel」または
「StopRuntime」のシステム機能が割り当てられている操作エレメントを設定します。 
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5.4.3 Alarm persistency 
[Alarm persistency]でアラームバッファの保持型アドレスエリアを有効または無効にで
きます。初期設定は、[無効]です。 

 
 

 注記 
[Alarm persistency]を[Update OS]や[Restore]と組み合わせる 
[Update OS]を使用してオペレーティングシステムをアップグレードするか[Restore]を
使用してバックアップを復元する場合、アラームバッファ内のすべてのデータが削除さ
れます。 

 

Alarm persistency configuration 

 
• [Storage media]:保持型アラームバッファの記憶媒体を定義するための選択リスト。

選択オプション: 
– [Internal Memory]:内部フラッシュメモリに書き込まれるアラーム。 

• [Enable alarm persistency]:アラームバッファの保持型アドレスエリアを有効または
無効にするオプション。初期設定は、[無効]です。 
アラームバッファの保持が有効化されると、保持型アラームデータが選択された記
憶媒体に2秒ごとにバックアップされます。  
アラームバッファはリングバッファとして設計されています。アラームバッファの
最大容量に達すると、最も古いアラームが削除され、最新のアラームが表示されま
す。 
アラームの数が多いと、その記憶媒体の読み取り/書き込みサイクルの回数が同じよ
うに高くなります。 
メッセージバッファの保持型アドレスエリアが無効の場合、メッセージバッファは
空になり、保持型アラームデータが選択された記憶媒体にバックアップされなくな
ります。これは、アラーム数が多いときに、記憶媒体があまり使用されなくなるこ
とを意味します。 

[Enable alarm persistency]オプションの切り替えには再起動が必要です。[Enable alarm 
persistency]ダイアログが表示されます。[OK]ボタンを使用してシステムを再起動しま
す。  
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5.4.4 Web client 
[Web client]で、ランタイムプロジェクトへのWebベースのクライアントアクセスを有
効にできます。クライアント経由のランタイムのオペレータ制御は同期されていませ
ん。つまり、サーバーの表示コンテンツは、クライアントがランタイムで操作されてい
る間は変更されません。 

 
  注記 

HMIデバイスの構成でﾘﾓｰﾄアクセスの設定を指定し、プロジェクトと一緒にHMIデバイ
スにロードすることもできます。 

 

Web client configuration 

 
• [Enable web access to runtime]:ランタイムプロジェクトへのWebアクセスを有効に

するオプションです。 
   注記 

ランタイムプロジェクトへのWebアクセスを有効にすると、HMIデバイスへのWebア
クセスポートが自動的にアクティブ化されます。「Port settings (ページ 104)」のセ
クションを参照してください。 

 

ランタイムプロジェクトへのWebアクセス 
Webアクセスが有効にされていると、ブラウザ経由でランタイムプロジェクトにアクセ
スできます。「HMIデバイスへのWebアクセス (ページ 59)」のセクションを参照してく
ださい。 
リモートアクセスの詳細については、TIA Portalヘルプの「Web client」を参照してくだ
さい。[可視化プロセス(RT Unified)] > [分散システムの使用] > [Webクライアント]。 

5.4.5 Load project from storage 
[Load project from storage]で、WinCC (TIA Portal)の外部記憶媒体にバックアップされて
いるプロジェクトをHMIデバイスに読み込むことができます。 
HMIデバイスを設定してから、ドラッグアンドドロップを使用してHMIデバイスのフォ
ルダ(例、「HMI_1 [<DeviceType>]」)を[カードリーダー/USBメモリ]の下にある外部記
憶媒体( アイコン)に移動することで、必要なプロジェクトデータをWinCCで生成しま
す。  
推奨事項:プロジェクトのランタイムバージョンおよびファームウェアバージョンは、
HMIデバイスのバージョンと一致している必要があります。 
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Select storage media for project transfer 

 
バックアップされたプロジェクトが保存されている記憶媒体を選択します。 

Projects on external storage 

 
• 外部記憶媒体にあるすべてのプロジェクトが一覧に含まれます。 
• [Show details]:選択されたプロジェクトの追加情報を表示するためのボタンです。 
• [Load project]:選択されたプロジェクトを読み込むためのボタンです。 

詳細表示および互換性確認 
プロジェクトを選択した場合、[Show details]ボタンを使用して選択されたプロジェク
トに関する詳細情報を表示し、そのプロジェクトがHMIデバイスに読み込み可能かどう
かを確認できます。 

 
• [Name]:プロジェクトの名前。 
• [Device]:プロジェクトでのHMIデバイスの名前。 
• [RT Version]:プロジェクトのランタイムバージョン。 
• [Project path]:外部記憶媒体でのプロジェクトのパス。 
• [Project ID]:ランタイムプロジェクトの一意の識別情報は、WinCC (TIA Portal)の[ラン

タイムID]と同一です。 
• [Date created]:WinCC (TIA Portal)のプロジェクトが記憶媒体に保存された日付。 
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• [Size]:記憶媒体でのプロジェクトのサイズ。 
• [Compatibility]:プロジェクトの互換性に関するメッセージ。HMIデバイスはこの出力

フィールドに表示されます。互換性の程度に応じて、メッセージが色分けされま
す。 

次のメッセージが[Compatibility]出力フィールドに表示されることがあります。 
• メッセージ[Compatible]:プロジェクトおよびHMIデバイスに互換性があります。プ

ロジェクトは問題なく読み込むことができます。 
• [警告]タイプのメッセージはオレンジ色に強調表示されます:プロジェクトおよびHMI

デバイスのファームウェアおよび/またはランタイムバージョンが異なります。それ
らのバージョンには互換性があります。[Upgrade]または[Downgrade]はオプション
です。プロジェクトを読み込むことができます。 

• [エラー]タイプのメッセージは赤色に強調表示されます:下記のいずれかの理由で、
プロジェクトを読み込むことができません。 
– プロジェクトおよびデバイスタイプに互換性がありません。例えば、プロジェク

トが異なるデバイスタイプに対して作成されました。プロジェクトを読み込むに
は、WinCCのデバイスを交換します。 

– プロジェクトおよびHMIデバイスのファームウェアおよび/またはランタイムバー
ジョンに互換性がありません。[Upgrade]または[Downgrade]が必要です。プロジ
ェクトを読み込むには、HMIデバイスのオペレーティングシステムを更新しま
す。 

オペレーティングシステムの更新に関する情報は、このセクションの末尾および
「参照項目」を参照してください。 

プロジェクトの読み込み 
[Load preview]ダイアログが[Load project]ボタンによって表示されます。 

 
• [Keep actual values of the following objects]で、次のオブジェクトのプロセス値が保

持されるかどうかを指定します。 
– [Screen objects and tags]:HMIデバイスの画面オブジェクトおよびタグのプロセス

値を保持するオプションです。 
– [User administration data]:HMIデバイスのユーザー管理を保持するオプションで

す。 
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• [Reset logging and alarm events]で、ログおよびアラームイベントのデータが削除さ
れるかどうかを指定します。 
– [All logging activities]:すべてのログおよびアラームイベントを削除するためのオ

プションです。 
• [Encrypted project transfer]領域は、選択されたプロジェクトに対して、暗号化され

た転送が有効なときに表示されます。この場合、暗号化された転送に対してWinCC
で設定されたパスワードを入力します。 

• [Load]ボタンによって、選択された設定を考慮に入れて、プロジェクトがHMIデバイ
スに読み込まれます。 
読み込みプロセス後、HMIデバイスで[Start Runtime]機能を使用してプロジェクトを
起動できます。 

現在グレー表示されているオプションの有効化は、将来のファームウェアバージョンで
予定されています。 

下記も参照 
Update OS (ページ 109) 
オペレーティングシステムの更新 (ページ 126) 

5.5 Network and Internet 

5.5.1 Network settings 
[Network settings]では、PROFINET基本サービスをサポートするインターフェースX1の
設定を変更できます。 

 
インターフェース名が設定の上に表示されます。 

 
[Network settings]の設定は、オペレーティングシステムの再起動や更新後に保持され
ます。 
次の場合、[Network settings]の設定は保持されません。  
• HMIデバイスが出荷時設定にリセットされた場合、すべての設定が初期設定にリセッ

トされます。 
• 変更されたネットワーク設定を使用するプロジェクトをHMIデバイスに読み込むと

き、プロジェクトからの値が適用されます。 
• [Restore]ファンクションを使用するなどして、他のネットワーク設定を含むバック

アップがHMIデバイスにロードされるとき。 
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PROFINET 

 
• [Device name]:インターフェースのPROFINET名。スペースは含まれていてはなら

ず、ローカルネットワークで一意である必要があります。 
• [Converted name]:インターフェースのPROFINET名を含むフィールドを表示します。

これには、[Device name]にエントリが含まれ、PROFINETの名前表記規則に基づいて
自動的に変換されます。 

• [MAC address]:HMIデバイスのX1インターフェースのMACアドレスの含まれるフィー
ルドを表示します。 

IP address  

 
• [Obtain an IP address via DHCP](初期設定):DHCPサーバーを介してIPアドレスを自動

的に割り付けるオプション。 
• [Specify an IP address]:IPアドレスを手動で割り付けるオプション。 
• [IP address]:X1インターフェースのIPアドレスはローカルネットワーク内で一意でな

ければなりません。 
• [Subnet mask]:X1インターフェースのIPアドレスのサブネットマスク。 
• [Default gateway]:複数の異なるローカルネットワークが使用される場合のゲートウ

ェイのIPアドレス(ルータ)。 
• [Set IP address]:指定されたIPアドレスパラメータを保存するボタン。 

 

 注記 
[Obtain an IP address via DHCP]オプションを選択すると、プロジェクトが読み込まれた
ときに、この設定が上書きされません。[Specifiy an IP address]オプションを選択する
と、WinCCデバイス設定のネットワークアドレスを設定し、それをプロジェクトと一緒
にHMIデバイスに読み込むこともできます。 
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Ethernet parameters Port 

 
• [Activate this port for use]:ポートを有効化または無効化するオプション。初期設定

は、[有効]です。 
• [Mode and speed]:インターフェースの伝送モードと伝送速度を選択するためのリス

ト。 
選択オプション: 
– [Automatic](初期設定) 
– [10Mbps / HDX] (10Mbps、半二重) 
– [10Mbps / FDX] (10Mbps、全二重) 
– [100Mbps / HDX] (100Mbps、半二重) 
– [100Mbps / FDX] (100Mbps、全二重) 
推奨される初期設定は、[Automatic]です。 

Name servers 

 
• [Primary DNS]:プライマリDNSサーバーのアドレス。 
• [Secondary DNS]:セカンダリDNSサーバーのアドレス。 
[Obtain an IP address via DHCP]オプションを[IP address]で有効にすると、[Name 
servers]の仕様が選択可能になります。 

SNMP settings 

 
• [Enable simple network management protocol (SNMP)]:データ転送のために簡易ネッ

トワーク管理プロトコルポートを有効化または無効化するオプション。HMIデバイス
は、SNMP v1をサポートしています。 
初期設定は、[無効]です。 

   注記 
このオプションを無効にすると、ネットワークで他のデバイスとやり取りする情報
が少なくなるため、情報セキュリティが向上します。 
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DCP settings 

 
• [Activate DCP Write Protection]:DCP書き込み保護を有効にするオプション。 

このオプションを有効にすると、ネットワーク経由で外部デバイスまたはツールに
よって次の機能が実行されなくなります。 
– X1インターフェースのPROFINET名を変更する([Device name]) 
– X1インターフェースのIPアドレスを変更する 
– HMIデバイスを工場出荷時の設定にリセットする 
初期設定は、[無効]です。 

5.5.2 Remote connection 
[Remote connection]で、HMIデバイスへのリモートアクセスの設定を変更します。リモ
ートアクセスに対して2つのパスワードを設定できます。例えば、[操作]権限に対して1
つのパスワード、[モニタ]権限に対して1つのパスワードを設定します。コントロール
パネルまたはランタイムでのオペレータ制御は同期されています。つまり、サーバーの
表示コンテンツは、クライアントのコンテンツの表示が変更されたときに同時に変更さ
れます。 

 
設定を変更するとすべてのクライアント接続が切断されるため、Remote connectionに
接続しているクライアントがない場合のみ[Smart Server]の設定を変更します。 

 

 注記 
HMIデバイスの構成でﾘﾓｰﾄアクセスの設定を指定し、プロジェクトと一緒にHMIデバイ
スにロードすることもできます。 

 

Smart Server 

 
[Enable Smart Server]:HMIデバイスでSmart Serverを有効化または無効化するオプショ
ン。初期設定は、[無効]です。このオプションは、[Users]で、2つの異なるパスワード
が設定されている場合にのみ有効にできます。 
または、ランタイム設定のHMIデバイスの設定でSmart Serverを有効にし、プロジェク
トとともにHMIデバイスにロードすることもできます。 
Smart ServerがHMIデバイス上で起動されると、Smart Clientアプリケーションまたは
TigervncなどのVNCクライアントを介してHMIデバイスにアクセスできるようになりま
す。[Users]の設定に応じて、クライアントはサーバーデバイスの操作またはモニタを行
うことができます。  
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  注記 
Smart Client接続数 
最大1台のSmart ClientがいつでもSmart Serverにアクセスできます。 
他のSmart ClientがSmart Serverに接続されていなければ、Smart Clientは、Smart Server
のみにアクセスできます。 

 

Users 

 
この領域では、2人のユーザーに対してパスワードとアクセス権を定義します。2人の
ユーザーのパスワードを同じにしてはなりません。 
• [Password for user1]:HMIデバイスへのアクセス用の最初のパスワード。初期設定: 

[空]。 
– [User1 is allowed to remote control the panel]:パスワード1を使用してログインし

たユーザー用の[操作]権限を有効にするオプション。初期設定は、[無効]です。 
• [Password for user2]:HMIデバイスへのアクセス用の2番目のパスワード。パスワード

は[Password for user1]と区別する必要があります。初期設定: [空]。 
– [User2 is allowed to remote control the panel]:パスワード2を使用してログインし

たユーザー用の[操作]権限を有効にするオプション。初期設定は、[無効]です。 

Smart Serverのパスワードのガイドライン 
[Users]のパスワードは、ちょうど8文字の長さであり、次の文字が含まれている必要が
あります。 
• 大文字1文字以上(A～Z) 
• 小文字1文字以上(a～z) 
• 数字1文字以上(0～9) 
• 特殊文字1文字以上(! $ % & ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ \ ] _ { | } ~ ^) 
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Communication 

 
• [Secure communication via self-signed certificate]:SSL暗号化を介した安全な通信を有

効にするオプション。初期設定: [有効]。 
クライアントアクセスは、クライアントアプリケーションがSSL暗号化をサポートし
ている場合のみ可能になります。 

• [Port Configuration] 
– [Automatic](初期設定):自動ポート割り付けを有効にするオプション。ポート番号

の初期値[5900]は変更されないままになります。 
– [Manual]:手動ポート割り付けを有効にするオプション。 

• [Port for access from desktop application]:Smart Clientアプリケーションを介したア
クセス用のポート番号。初期値は[5900]です。 

5.5.3 Network drives 
[Network drives]で、HMIデバイスがアクセスできるネットワークドライブを管理しま
す。 

 
次の条件がネットワークドライブに適用されます。 
• ネットワークドライブはHMIデバイスのサブネットのサーバーPCに配置され、アク

セスに対して有効にされている必要があります。 
• サーバーPCのオペレーティングシステムは、ネットワークプロトコルSMB 3.0以降を

サポートしている必要があります。 
• ネットワークドライブは、サーバーPCとHMIデバイスの間のデータ交換のみに対し

て使用できます。 
これは、ネットワークドライブを次の機能などに使用できないことを意味します。 
– オペレーティングシステムの更新、バックアップ、復元 
– プロジェクトの転送 
– ファイルからユーザー管理をインポートするか、ファイルへそれをエクスポート 
– ロギングやレポーティングなどのランタイム機能 
– 証明書のインポート 

• HMIデバイスには最大5つのネットワークドライブを作成できます(コントロールパネ
ル > [Network and Internet] > [Network drives])。 

• WinCC (TIA Portal)の[ランタイム設定] > [記憶媒体]で最大5個の追加のネットワーク
ドライブを設定し、HMIデバイスにロードできます。 
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これらの事前設定されたネットワークドライブには次の内容が適用されます。 
– プロジェクトの転送後、[Configure]ボタンを使用してユーザー名とパスワードを

正しく入力する必要があります。 
– [Name]のネットワークドライブ名([Configure]ボタンを押した後に表示される)が

HMIデバイス上で有効であり、スクリプトなどによって使用できます(例えばネッ
トワークドライブにのアクセスするなど)。 

– 読み込まれたネットワークドライブは、[Remove]ボタンを使用して
[Network drives]リストから削除することはできません。 

– 各プロジェクトの転送中に、WinCC (TIA Portal)を介して設定された以前のネット
ワークドライブがHMIデバイス上で削除され、新しい設定がロードされます。 

Network drives 

 
ネットワークドライブの次のプロパティがリストに表示されます: 
• [Remote Path]:ネットワークドライブのパス 
• [User Name]:ネットワークドライブに接続するために使用されるユーザー名 
• [Local Path]:ネットワークドライブにアクセスするためのローカルパス。例えば、

「/net/mount/remotedrive」。 
• [Status]:ネットワークドライブの接続ステータスの情報。セクションの最後にある

「ステータスのアラーム」の段落を参照してください。 
• [Type]:ネットワークドライブがHMIデバイス上で作成されたか、エンジニアリング

内で作成されたかを表示します。 
– [User-defined]:ネットワークドライブはHMIデバイスのコントロールパネルで作成

されました。 
– [Pre-configured]:ネットワークドライブはWinCC (TIA Portal)で設定され、プロジ

ェクトとともにHMIデバイスにロードされました。 
次の機能のある次のようなボタンがリストの下にあります: 
• [Add]:ネットワークドライブを追加します。 
• [Configure]:ネットワークドライブのプロパティを編集します。 
• [Remove]:ネットワークドライブを切断します。HMIデバイス上に作成されたネット

ワークドライブのみ対象です。 
  注記 

[Reboot]と[Update OS] 
ネットワークドライブは、HMIデバイスの再起動後に、リストに保持されます。 
オペレーティングシステムが更新されると、[Remote Path]の入力内容は保持されます
が、[Username]および[Password]の資格情報は、セキュリティ上の理由から、再度入力
する必要があります。 
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ネットワークドライブの追加 
1. [Add]を押して、[Add Network Drive]ダイアログを開きます。 

 
   注記 

[Add Network Drive]ダイアログの入力ボックスのガイドライン 
入力ボックスの最大許容文字数は、255です。 
入力ボックス[Name]、[Remote Path]および[Username]は必須フィールドです。次の
文字をこれらの入力ボックスで使用できます。 
• 大文字(A～Z) 
• 小文字(a～z) 
• 数字(0～9) 
• 特殊文字(_) 
次の入力ボックスでは、次の追加の特殊文字が許可されています。 
• [Remote Path]:特殊文字(- /) 
• [Username]:特殊文字(- .) 
入力フィールド[Password]には文字制限がありません。 

 2. [Name]にネットワークドライブの一意な名前を入力します。 
さらに、この名前のサブディレクトリが「//net/mount」の下に作成され、
[Local Path]の下に表示されます。 
例: [Name] = [pc_drive] => [Local Path] = 「//net/mount/pc_drive」 

3. [Remote Path]で、HMIデバイスのサブネットの有効なネットワークドライブに対する
パスを入力します。 
構文: 「//<サーバーPCのIPアドレス>/<ネットワークドライブの有効名>」 
例: 「//169.254.139.190/mounttest」 
常にIPアドレスを使用してください。コンピュータ名の仕様はサポートされていませ
ん。 

4. [Username]と[Password]に、ネットワークドライブにアクセスのあるユーザーの認証
情報を入力してください。 
次のボタンを使用して、ダイアログが表示されている間、パスワードを可視状態で
表示されるようにすることができます。 
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5. [OK]をクリックして、エントリを確定します。 
ダイアログが閉じます。 

接続のセットアップに成功すると、[Status]情報が[Connected]リストの[Network 
drives]列の下に表示されます。 
接続のセットアップができなかった場合、[Failed]情報が[Status]の下に表示されます。
この場合、サーバーPCへの接続、およびネットワークドライブの有効化プロパティを確
認します。 

ステータスメッセージ 
次の表に、ステータスメッセージ、意味、およびエラー発生時に講じることができる対
策を示します。 
 

ステータスメ
ッセージ 

意味 対策 

Connecting ネットワークドライブへの接
続を確立しようとします。 

 -  

Connected ネットワークドライブの接続
に成功しました。 

 -  

Failed ネットワークドライブへの接
続を確立できませんでした。 

サーバーPCのネットワークドライブ共有設定とユーザ
ーアクセス権限を確認してください。ネットワークド
ライブ用のログインデータ[Username]、[Password]お
よび[Remote Path]を再入力してください。 

Draft ネットワークドライブのプロ
パティが完全に指定されてい
ません。 

ネットワークドライブの不足しているプロパティを入
力します。 

ステータスは、「StartProgram」システム関数と「checkNetworkDrive.sh」スクリプト
経由で呼び出すこともできます。 
システム関数の「プログラム名」の下に次のコマンドを入力します。 
/opt/siemens/App_Restriction/checkNetworkDrive.sh <ユーザー|事前設
定> <ネットワークドライブ名> 
例: 
• HMIデバイス上に作成された、「local_drive」という名前のネットワークドライブの

ステータスを確認します。 
/opt/siemens/App_Restriction/checkNetworkDrive.sh user 
local_drive 

• WinCC (TIA Portal)で設定され、HMIデバイスにロードされた、「pc_drive」という名
前のネットワークドライブのステータスを確認します。 
/opt/siemens/App_Restriction/checkNetworkDrive.sh 
preconfigured pc_drive 

スクリプトは、上記の表のいずれかのステータスメッセージを戻り値として返します。 
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5.5.4 Network Tool 
[Network Tool]で、HMIデバイスのサブネット内にあるPROFINETデバイスの特定のイン
ターフェースパラメータを変更できます。 

 
これにより、たとえば、プロジェクトを作成し、それを複数のHMIデバイスに転送して
から、HMIデバイスのIPアドレスを調整することができるようになります。 

必要条件 
[Network Tool]のすべての機能を使用するには、HMIデバイスに接続されている
PROFINETデバイスが次の条件を満たしている必要があります。 
• PROFINETデバイスは、HMIデバイスのサブネット内にある必要があります。 
• SIMATIC HMIデバイスの場合、次が適用されます。ランタイムが停止されている必要

があります。 
• コントローラの場合、次が適用されます。 
– HMIアクセスが設定で許可されていること。 
– コントローラが[STOP]状態であること。 

Network Tool 

 
次の機能のある次のようなボタンがリストの上にあります: 
 

 
[Scan]:選択したインターフェースに接続されているすべてのPROFINETデバイスを検索
するボタン。 

 
[Flash]:リスト内で選択されたデバイスを「点滅」で識別するボタン。たとえば、HMI
デバイスではディスプレイが点滅します。たとえば、ディスプレイのないデバイスで
は、ステータスLEDまたはEthernet/PROFINETインターフェースLEDが点滅します。 

 
[Edit]ボタンを使用して、リストで選択したデバイスのインターフェースパラメータを
編集できます。 

 
[Reset to factory]:リストで選択したデバイスのインターフェースパラメータを工場出荷
時の設定にリセットするボタン。 

見つかったPROFINETデバイスの次のパラメータがリストに表示されます。 
• [Device Name]:PROFINETデバイスがHMIデバイスに接続されるインターフェースの

PROFINET名。 
• [MAC Address]:このインターフェースのMACアドレス。 
• [Device Type]:PROFINETデバイスのファームウェアに応じたデバイスタイプ。 
• [IP Address]:PROFINETデバイスがHMIデバイスに接続されるインターフェースのIPア

ドレス。 
• [Subnet Mask]:IPアドレスのサブネットマスク。 
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接続されたデバイスの検索と識別 
1. [Scan]を使用して、X1インターフェースに接続されたPROFINETデバイスを検索しま

す。 

 
検索が完了すると、見つかったすべてのデバイスがリストに表示されます。次の図
に、例を示します。 

 
2. プラント内のデバイスを識別するには、リストからデバイスを選択し、[Flash]ボタン

を押します。 

 
上記の例では、デバイス「mtp1200ucp」のディスプレイは3回点滅します。 

接続されたデバイスのインターフェースパラメータの変更 
1. [Edit]を押して、[Configure Device Parameters]ダイアログを開きます。 

 
2. [Device Name]で、PROFINETデバイスをHMIデバイスに接続するためのインターフェ

ースのPROFINET名を変更できます。PROFINET名にはスペースを含めることはでき
ず、ローカルネットワークで一意である必要があります。 

3. [IP Address]および[Subnet Mask]のインターフェースのIPアドレスとサブネットマス
クを調整できます。 
関連するPROFINETデバイスのドキュメントで対応する情報を確認してください。 

4. [Default gateway]:複数の異なるローカルネットワークが使用される場合のゲートウェ
イのIPアドレス(ルータ)。 

5. PROFINETデバイスがHMIデバイスに接続されているインターフェースの固定MACアド
レスは、[MAC Address]フィールドに表示されます。 
MACアドレスは変更できません。 
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6. [編集タイプ]で、開いているダイアログ[Configure Device Parameters]で編集できる入
力ボックスを選択できます。 
– [All]:記載されているすべての入力ボックス 
– [IP]:[IP Address]、[Subnet Mask]および[Default Gateway]入力ボックスのみ 
– [Device Name]:PROFINETデバイス名のみ 

7. [Set]をクリックして、エントリを確定します。 
ダイアログが閉じます。 

選択したPROFINETデバイスのインターフェースパラメータが変更され、リストの対応
する行に表示されます。 
変更は保持されます。つまり、選択したPROFINETデバイスの再起動後も変更は保持さ
れます。 

5.6 Security 

5.6.1 User management 
[User management]で、便利なユーザー管理を使用できます。ユーザー管理は、WinCC
で設定され、HMIデバイスに転送され、HMIデバイスで管理されます。 
Webアクセスは、ユーザー管理に対しても使用できます。「HMIデバイスへのWebアク
セス (ページ 59)」を参照してください。 

  注記 
設定およびプロジェクト転送に関する重要な情報 
• ユーザーに役割を割り付けていないか、設定に機能権限がない場合、ユーザーまた

は役割はデバイスに読み込まれません。 
WinCCでは、HMIデバイスで必要な機能権限を持つHMIデバイスで必要なすべての役
割を設定します。HMIデバイスで必要な各役割を少なくとも1人のユーザーに割り付
けます。  

• WinCCからHMIデバイスにユーザー管理を転送するには、プロジェクト転送中 (ペー
ジ 120)に、[プレビューを読み込み]ダイアログボックスで、[ランタイムで現在のユ
ーザー管理データを保持する]オプションを選択解除する必要があります。 

設定に関する詳細情報は、TIA Portalヘルプの[可視化プロセス(RT Unified)] > [ユーザー
および役割の設定(RT Unified)]で参照できます。 

 

 
完全なユーザーリストは、設定で[ユーザー管理]機能権限が割り付けられているユーザ
ーのみが表示し編集することができます。他の機能権限のあるユーザーは、ユーザーリ
ストの自分のエントリを表示し、[Current user]領域のボタンのみ使用できます。 
パスワード保護が[コントロールパネル]に対して有効にされていると、[コントロールパ
ネルアクセス]機能権限のあるユーザーのみが[コントロールパネル]にアクセスできま
す。設定中にパスワードガイドラインが指定されます。ユーザーの機能権限は、コント
ロールパネルおよびランタイムソフトウェアに対して有効です。 
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Current user 

 
• [Logged in user]:現在ログインしているユーザーのログイン名を表示します。ログイ

ンしているユーザーがまだいない場合、[No User logged in]が表示されます。 
• [Change password]:現在ログインしているユーザーのパスワードを変更するためのボ

タン。ボタンを押した後、[Change password]ダイアログが表示されます。 

 
以前のパスワードを1回入力し、新しいパスワードを2回入力します。次のボタンを
使用して、ダイアログボックスが表示されている間、パスワードを可視状態にする
ことができます。 

 
• [Change user]:現在のユーザーを変更するためのボタン。 

[Login]:ユーザーにログインするためのボタン。 
ボタンを押した後、[User Login]ダイアログが表示されます。 

 
希望するログイン名を関連するパスワードと一緒に入力し、[Login]ボタンを使用し
てログインします。 
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   注記 
ログインの試行回数 
ログイン資格情報を正しく入力するための試行回数は、WinCCの[ランタイム設定] > [セ
キュリティ]で設定できます。 
ログイン資格情報をもう一度間違えて入力すると、関係するユーザーがロックされま
す。そのユーザーを削除し、再度作成するか、ユーザー管理をHMIデバイスに再ロード
する必要があります。 
ログイン資格情報を正しく入力していることを確認してください。 

 

Users 

 
• [ユーザー管理]機能が右にあるユーザー向けに次の機能のある次のようなボタンがユ

ーザーリストの上にあります。 

 
新規ユーザーを作成します。 

 
リストで現在選択されているユーザーのデータを編集します。 
 

 
リストで現在選択されているユーザーのデータを削除します。 

 
完全なユーザー管理を外部記憶媒体の「.json」ファイルからインポートします。1 
注記:インポートするとHMIデバイスのユーザー管理が完全に上書きされます。 

 
完全なユーザー管理を外部記憶媒体の「.json」ファイルにエクスポートします。1 

  1 ユーザー管理のインポートおよびエクスポートには「ユーザー管理」機能権限が必
要です。WinCCで設定可能な「ユーザーのインポートおよびエクスポート」機能権限
は必要ありません。 

• ユーザーリストは、HMIデバイスで使用可能なユーザーを次のユーザー特性を含めて
表示します。 
– [Name]:ユーザーのログイン名。 
– [Role]:役割をユーザーに割り付けます。 
– [Maximum session timeout]:この値は、オペレータ操作を実行しない場合にユー

ザーが自動的にログオフするまでの分数を示します。 
値の範囲:0～600分 (0 = 自動ログアウト無効)。 

– [Comment]:ユーザーのコメントテキスト。 
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  注記 
ユーザーとして自身を編集したり削除したりすることはできません。 
「ユーザー管理」機能権限を持つユーザーを1人以上HMIデバイスに確実に残すため、
ユーザーは自身を編集したり削除したりすることはできません。これを行うには、「ユ
ーザー管理」機能権限を持つ2人目のユーザーが必要になります。 

 
 注記 

Maximum session timeout 
エンジニアリングシステムでは、1つの役割および1人のユーザーに対する最大セッシ
ョン期間を設定できます。これらの値が異なる場合、2つの値のうち小さいほうの値が
読み込み中にパネルに転送されます。 

 

ユーザーの作成または編集 
編集機能は、設定で「ユーザー管理」機能権限が割り付けられているユーザーのみが使
用することができます。 
次のボタンを使用して新規ユーザーを作成します。 

 
次のボタンを使用して、ユーザーのデータを編集します。 

 
2つのボタンのいずれかを押すと、[Add user]ダイアログまたは[Edit user]ダイアログが
開きます。両方のダイアログボックスの内容は同じです。 
下記の図は、[Edit user]ダイアログボックスの例を示しています。 

 
• [Login user name]:ユーザーのログイン名を含むフィールドを表示します。 
• [Role]:ユーザーを1つまたは複数の役割に割り付けるためのドロップダウンリスト。

役割は、HMIデバイスのWinCCプロジェクトで定義され、該当する機能権限が割り付
けられています。 
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次のシステム定義の役割は常に、HMIデバイスに転送されます: 
 

役割の指定 [コントロールパネル]の認証 ランタイムにおける認証 
HMI Operator  - Webアクセス、操作、モニタ 
HMI Monitor  - Webアクセス、モニタ 
HMI Monitor 
Client 

 - Webアクセス、コントローラ内の
プロセスに影響を与えずにモニタ 

HMI 
Administrator 

ユーザー管理、ユーザーのイン
ポートとエクスポート、コント
ロールパネルへのアクセス 

リモートアクセス、モニタ、操
作、Webアクセス 

また、ドロップダウンリストには、WinCCプロジェクトからHMIデバイスに転送され
た設定済みの役割があります。 

   注記 
HMIの役割「HMI Monitor Client」は、他のすべての役割およびその機能権限よりも
優先されます。「HMI Monitor Client」の役割が割り当てられている場合、その役割
の機能権限のみ取得します。ユーザーに割り当てられている他の役割の上位機能権
限はすべて失われます。 

 
TIA Portalヘルプで、ユーザー、役割および機能権限に関する詳細な情報を参照でき
ます。 

• [Password]:ユーザーのパスワード用のテキストボックス。何も入力しないと、ユー
ザーの既存のパスワードが変更されずそのまま残ります。 

• [Confirm password]:パスワードを確認するためのテキストボックス。 
• [Maximum session timeout]:この値は、オペレータ操作を実行しない場合にユーザー

が自動的にログオフするまでの分数を示します。 
値の範囲:0～600分 (0 = 自動ログアウト無効)。 

• [Comment]:ユーザーの変更に関する注意事項。 
• ユーザーを保存するための[Edit user]または[Add user]ボタン。 
• [Cancel]:変更内容を破棄するためのボタン。 

5.6.2 Certificates 
この機能を使用して、証明書および証明書取り消しリストをインポート、表示、および
削除できます。 

 
デジタル証明書は、所有権や他の公開鍵のプロパティを確認する構造化データで、構成
されます。 
証明書を取り扱うとき、産業セキュリティの情報に注意してください。 
証明書の作成と使用に関する詳細情報は、TIA情報システムの[プロセスの視覚化(RT 
Unified)] > [ランタイムとシミュレーション(RT Unified)]で参照できます。 
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Certificates on the device 

 
• [Certificate store]:次の証明書カテゴリのドロップダウンリスト: 
– [Certificate Authorities]:信頼済みのルート証明書機関および中間証明書機関。 
– [My Certificates]:OPC UAクライアント/サーバー通信などのアプリケーション証明

書。 
– [Other Certificates]:自己署名エンドエンティティ証明書および信頼済みエンドエ

ンティティ証明書。 
– 証明書取り消しリストの[Certificate Revocation Lists]。 

• 証明書リストは、選択されたカテゴリの証明書を表示します。 
リストでエントリを選択する場合、証明書の[Certificate details]または証明書取り消
しリストの[CRL details]がリストの下に表示されます。 

• [Untrust]:信頼できない証明書としてマークを付けるためのボタン。この機能は、
[Other Certificates]証明書カテゴリでのみ使用可能です。 
[Trust]:信頼できる証明書としてマークを付けるためのボタン。この機能は、[Other 
Certificates]証明書カテゴリでのみ使用可能です。 

• [Import]:データ記憶媒体から1つまたは複数の証明書をインポートするためのボタ
ン。 

   注記 
サポートされている証明書ファイル形式 
インポート機能は、「.enc」、「.der」、「.crl」、「.pem」のタイプの証明書ファ
イルをサポートしています。 
「.enc」のタイプのファイルは、「WinCC Unified Certificate Manager」からエクス
ポートされ、キー、証明書、CRLの集合を含んでいます。 
個別の暗号ファイルをインポートする場合、CERやCRLのファイルに対してサポート
されている形式は「.pem」や「.der」で終わります。個別のファイルにはCA証明書
やCRLがあり、拡張子「.der」、「.crl」、「.pem」があります。 

 
証明書をインポートする前にランタイムを終了することをお勧めします。 
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[Import]ボタンを押した後に、[Import certificate]ダイアログが表示されます。 

 
記憶媒体および証明書ファイルを選択し、[Import]ボタンを使用して証明書ファイル
をインポートします。 
[.enc]ファイル拡張子の付いた暗号化された証明書をインポートするとき、次の追加
データを入力します。 
– [Password]:証明書が生成されたときに指定された暗号化パスワード。 
– [Iteration]:証明書が生成されたときに指定された反復カウント。 

• [Delete]:証明書リストで現在選択されている証明書を削除するためのボタン。 
   注記 

選択された証明書は、確認なしですぐに削除されます。 
 

Certificate details 

 
• [Certificate name]:証明書の名前。 
• [Status]:HMIデバイスの証明書のステータス([Trusted]または[Untrusted])。この表示

フィールドは、[Other Certificates]証明書カテゴリでのみ使用可能です。 
• [Thumbprint]:証明書の信頼性を証明するための文字列。 
• [Valid from]:証明書の有効性の開始日。 
• [Valid to]:証明書の有効性の終了日。 
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• [Issued to]:証明書の受信者。 
• [Issued by]:証明書の発行者。 

CRL details 

 
• [CRL name]:証明書取り消しリストの受信者。 
• [Issuer]:証明書取り消しリストの発行者。 
• [CRL number]:証明書取り消しリストの連続バージョン番号。 
• [Last update]:この証明書取り消しリストの作成時刻。 
• [Next update]:次の証明書取り消しリストの作成時刻。 
• [Thumbprint]:証明書取り消しリストの信頼性を証明するための文字列。 
• [CRL count]:証明書取り消しリストのエントリ数。 

5.6.3 Control panel access 
[Control panel access]で、[Control Panel]へのアクセスをパスワードで保護します。設
定で[コントロールパネルアクセス]機能権限が割り付けられているユーザーのみがパス
ワード保護を変更することができます。  

 

Control panel access 

 
• [Enable password protection for control panel]:[コントロールパネル]のパスワード保

護を有効にするためのオプション。 
パスワード保護は、設定で[コントロールパネルアクセス]機能権限が割り付けられて
いるユーザーのみが有効化または無効化を行うことができます。 
[コントロールパネルアクセス]機能権限を持つユーザーとしてログインしており、
[Enable password protection for control panel]オプションを有効にしている場合、
[Access to control panel is restricted]ダイアログが表示されます。 
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[コントロールパネルアクセス]機能権限のあるユーザーとしてログインして、[コン
トロールパネル]のパスワード保護を有効にします。次のボタンを使用して、ダイア
ログが表示されている間、パスワードを可視状態で表示されるようにすることがで
きます。 

 
   注記 

ログインの試行回数 
ログイン資格情報を正しく入力するための試行回数は、WinCCの[ランタイム設定] > 
[セキュリティ]で設定できます。 
ログイン資格情報をもう一度間違えて入力すると、関係するユーザーがロックされ
ます。そのユーザーを削除し、再度作成するか、ユーザー管理をHMIデバイスに再ロ
ードする必要があります。 
ログイン資格情報を正しく入力していることを確認してください。 

 
  注記 

コントロールパネルのパスワード保護とプロジェクトの転送 
コントロールパネルへのアクセスが保護されている場合、プロジェクトを再度転送
する前に、ユーザー管理がTIA Portalで正しく設定されていることを確認する必要が
あります。これは次のことを意味します: 
• [コントロールパネルへのアクセス]権限のあるユーザーが設定されています。 
• 中央ユーザー管理が使用されていれば、UMCサーバーにアクセスするためのすべ

てのデータが正しく入力されています。 
推奨事項: 
• 再度読み込む前に、[Enable password protection for control panel]オプションを

無効にしてください。 
• 読み込んだ後に、[コントロールパネルへのアクセス]権限のあるユーザーがログ

インできることを確認してください。ログインできない状態の場合、ユーザー管
理の設定を訂正してください。 

• [Enable password protection for control panel]オプションを再度有効にします。 
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[コントロールパネルアクセス]機能権限を持つユーザーとしてログインしている場合、
[Access to control panel is restricted]ダイアログが[コントロールパネル]にアクセスして
いるときに表示されなくなります。 
ログインしていないか、[コントロールパネルアクセス]機能権限を持っていない場合、
[Access to control panel is restricted]ダイアログが[コントロールパネル]にアクセスする
ときに表示されます。 
[コントロールパネル]へのアクセスは、[コントロールパネル]で直接トリガするか、ラ
ンタイムソフトウェアのシステム機能によってトリガすることができます。 

5.6.4 UMAC settings 
[UMAC settings]で、HMIデバイスで、ローカルユーザー管理と中央ユーザー管理のいず
れが使用されるかを確認できます。 

 
ローカルまたは中央ユーザー管理は、WinCCで設定され、ダウンロードによってHMIデ
バイスに転送されます。 

 
 注記 

WinCCでのみローカルユーザー管理と中央ユーザー管理を切り替えることができます。  
中央ユーザー管理を読み込むとき、HMIデバイスのすべてのローカルユーザーが削除さ
れます。 

 

Configuration of user management 

 
• [Use local user management (users stored on this device)]:ローカルユーザー管理が使

用される情報。このウィンドウのデータは編集できません。ユーザーは、[Security] 
> [User management]でローカルで管理されます。 

• [Use central user management (users taken from server)]:中央ユーザー管理に使用さ
れる情報。接続設定は、WinCCで設定され、読み込み中にデバイスに転送されま
す。HMIデバイスの設定は、必要に応じて調整可能です。 
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中央ユーザー管理の接続設定の意味: 
• [Server address]:UMCサーバーのIPアドレスまたはデバイス名。 
• [Server-ID]:UMCサーバーを識別するための一意の文字列。サーバーIDを手動で入力

したり、接続設定中に自動で指定したりできます。 
• [Generate address of identity provider automatically]:UMCサーバー上のIDプロバイダ

アドレスの自動生成オプション。初期設定は、[有効]です。UMCサーバーを使用せ
ず、IDプロバイダとして別のサーバーを使用したい場合、このオプションを選択解
除します。これは、例えば、サーバーファームを使用しているときに必要になるこ
とがあります。 

• [Address of identity provider]:IDプロバイダのアドレス([Generate address of identity 
provider automatically]オプションで自動的に生成されたか、(必要に応じて)手動で
入力されます)。 

• [Connection status]:UMCサーバーへの接続ステータス。可能な値: 
– <空>:UMCサーバーへの接続がまだテストされていません。 
– [Connected]:UMCサーバーへの接続が確立されておらず、テストされていませ

ん。 
– [Not connected] - <エラーメッセージ>:UMCサーバーへの接続がありません。<エ

ラーメッセージ>によって、考えられる原因に関する情報が提供されています。 
– [Connection not possible] - <エラーメッセージ>:UMCサーバーへの接続をセット

アップできませんでした。<エラーメッセージ>によって、考えられる原因に関す
る情報が提供されています。 

• [Check connection]:UMCサーバーへの接続を確認するためのボタン。 
• [Connect to server]:UMCサーバーへの接続をセットアップするためのボタン。 
• [Reset configuration]:接続設定を削除するためのボタン。 

中央ユーザー管理への接続の確立 
すべての接続設定が正しく構成され、プロジェクトと一緒にHMIデバイスに転送される
と、HMIデバイスは中央ユーザー管理に自動的に接続されます。接続がまだ確認されて
いないため、[Connection status]で指定されている値はありません。接続を確認するた
めには、[Check connection]ボタンを押します。  
中央ユーザー管理の構成が完了していないか、構成が正しくない場合、HMIデバイスで
設定を修正することができます。[Connect to Server]ボタンを押して、デバイスを中央
ユーザー管理に接続します。  
接続のセットアップに成功していると、[Connected]情報が[Connection status]の下に表
示されます。[Connect to server]ボタンが[Check connection]に変わります。  
詳細情報は、TIA Portalヘルプの[可視化プロセス(RT Unified)] > [ユーザーおよび役割の
設定(RT Unified)]で参照できます。 
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5.6.5 Port settings 
HMIデバイスへのWebベースのアクセス用のHTTP/HTTPSポートを、[Port settings]で有効
化または無効化できます。 

 

Web access 

 
• [Enable web access ports (HTTP/HTTPS)]:HMIデバイスのHTTP/HTTPSポートをアクテ

ィブ化するオプション。 
初期設定は、[有効]です。 

次の機能を使用するには、HTTP/HTTPSポートをアクティブ化する必要があります。 
• 別のデバイスのブラウザ経由でのWebアクセス。「HMIデバイスへのWebアクセス 

(ページ 59)」および「Web client (ページ 79)」のセクションを参照してください。 
コントロールパネルで次のオプションを有効にすると、HTTP/HTTPSポートが自動的に
有効になります。 
• [Web client] > [Enable web access to runtime] 
[Enable web access ports (HTTP/HTTPS)]オプションが有効になっていて、このオプショ
ンを再度無効にしたい場合は、次のようにします。 
ポートを非アクティブ化できるのは、[Web client]が事前に無効にされている場合のみ
です。 

5.7 External Devices and Input 

5.7.1 Hardware interfaces 
[Hardware interfaces]で、記憶媒体インターフェースにアクセスするための設定を変更
します。 

 
1つまたは複数のインターフェースを無効にして、HMIデバイスを未許可の外部アクセ
スから保護することができます。 
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Activate USB ports 

 
• [X61]:USBポートX61を有効化または無効化するオプション。 
• [X62]:USBポートX62を有効化または無効化するオプション。 
すべてのUSBポートの初期設定は[有効]です。 

5.7.2 Connected devices 
[Connected devices]に、HMIデバイスに接続されている記憶媒体の情報を表示できま
す。 

 

Select storage media 

 
ドロップダウンリストボックスには、HMIデバイスのインターフェースにあるすべての
記憶媒体が表示されます。 
エントリを選択すると、パーティションリスト内の記憶媒体の詳細情報が表示されま
す。 
• このパーティションリストには次の情報が含まれます。 
– [Partition]:パーティションの名前。最初のパーティションには、記憶媒体が接続

されるインターフェースの名称が保持されます。たとえば、「X61」となりま
す。 
記憶媒体上にさらに多くのパーティションが存在する場合は、連続して番号が付
けられ、最初のパーティションの下にピリオドで区切られて表示されます(例: 
「X61.1」)。 

– [Label]:フォーマット時に選択したパーティションの名称。 
– [Mount Path]:HMIデバイスがパーティションにアクセスする際に経由するパス。 
– [Size]:パーティションのサイズ。 
記憶媒体のパーティションが指定されていない領域は表示されません。 
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• [Eject storage media]:選択した記憶媒体を安全に取り外すためのボタン。 
   注記 

[Eject storage media]機能の挙動 
• 記憶媒体でデータがまだアクセスされている場合、記憶媒体を安全に取り出すこ

とができません。対応するエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージ
を[OK]で確認し、データのアクセスが終了したら再度機能を実行します。 

• 安全に取り外した後は、HMIデバイスは記憶媒体にアクセスできません。新たに
アクセスするには、HMIデバイスを再起動するか、記憶媒体を再度接続する必要
があります。 

• 安全に取り外した後は、記憶媒体は選択リストに存在しなくなり、パーティショ
ンリスト内のすべての関連エントリが削除されます。 

 

5.8 Language, Region and Formats 

5.8.1 Date and time 
[Date and time]で、HMIデバイスの日付、時刻、およびタイムゾーンを手動で設定する
か、ネットワークのタイムサーバーを介して設定します。 

 
 

 
通知 

日付および時刻を正しく設定する 
日付および時刻が正しく設定されていないと、プラントで不具合が発生する可能性が
あります。不具合を避けるため、HMIデバイスおよびHMIデバイスに接続されているす
べてのコントローラの日付と時刻を正しい値に設定するか、時刻同期用にNTPサーバ
ーを使用します。 
HMIデバイスが使用される場所に応じて、タイムゾーンが正しく設定されていること
を確認してください。 
オペレーティングシステムを更新した後は、毎回日付と時刻の設定が正しいか確認し
ます。 

 

 
通知 

時間依存性の応答に必要な時間同期 
日付および時刻が同期されていない状態で時間依存性の応答がHMIデバイスのプロセ
スセルでトリガされると、誤動作がプロセスセルで発生する可能性があります。誤動
作を避けるため、1つまたは複数のNTPサーバーを介して自動時間同期を使用します。 
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Date and time 

 
• [Date]:現在の日付を含むフィールドを表示します。 
• [Current Time]:現在のクロック時刻を含むフィールドを表示します。 
• [Time zone]:希望するタイムゾーンの選択リスト。 

   注記 
自動夏時間/標準時間の自動切換え 
夏時間と標準時間の切り替えが行われるタイムゾーンを選択すると、切り替えが関
連の日に自動的に行われます。 

 
• [Set date and time manually](初期設定):HMIデバイス上での手動時間設定のオプショ

ン。このオプションを選択すると、次のリストがオプションの下に表示されます。 

 
日、月、年および時刻を対応するリスト列をスクロールして設定し、リストの中央
のフレーム行に適切な日付と時刻が表示されるようにします。[Set Date and Time]ボ
タンを使用して設定を保存します。 

   注記 
手動の日付/時刻設定と[Update OS] 
HMIデバイスイメージをロードしてHMIデバイスのオペレーティングシステムを更新
する場合は、次のようになります:日付と時刻が以前に手動で以前の時刻に設定され
ていた場合、HMIデバイスイメージの作成日で上書きされます。 
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• [Synchronize time with a NTP (Network Time Protocol) server]:NTPサーバーを介した
自動時間同期のためのオプション。このオプションを選択すると、NTPサーバーを介
した時間同期を指定するための次のパラメータがオプションの下に表示されます。 

 
[Update rate(s)]リストから、8～65536秒(約18時間)の範囲で希望の同期間隔を選択
します。初期設定:512 
[Add Server]ボタンを使用してNTPサーバーを1つまたは最大で4つ追加します。各
NTPサーバーのIPアドレスを指定し、デバイスがNTPサーバーとしてセットアップさ
れるようにします。 
サーバーを削除するには、IPアドレスの右側にある「ゴミ箱」アイコンをクリックし
ます。 

5.9 Service and Commissioning 

5.9.1 Transfer 
[Transfer]で、設定PCからHMIデバイスにデータが転送されるか、および転送方法を定
義します。 

 

Transfer mode 

 
• [Enable transfer]:HMIデバイスへのデータ転送を有効化または無効化するオプショ

ン。初期設定は、[有効]です。 
転送を無効にすると、HMIデバイスを、オペレーティングシステムの予期しない更新
やプロジェクトデータの上書きから保護することができます。 
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Encrypted project transfer 

 
• [Password]:プロジェクトの暗号化転送用のパスワード。このパスワードは、HMIデ

バイスのランタイム設定の構成で指定されたパスワードと一致している必要があり
ます。 
パスワードを入力するには、エントリフィールドをタップします。  

• [Set Password]:暗号化されたプロジェクト転送用のパスワードを保存するためのボタ
ン。 
[Secure Transfer]ボタンを押した後に、[Set Password]ダイアログが表示されます。 

 
[OK]で確定するか、[Cancel]でアクションをキャンセルします。 

代替オプションとして、プロジェクトの初回読み込み中に、パスワードを暗号化解除し
て転送することができます。 

5.9.2 Update OS 
HMIデバイスのファームウェアおよびオペレーティングシステムバージョンは、インス
トールされているWinCCソフトウェアのファームウェアおよびオペレーティングシステ
ムバージョンとの互換性がある必要があります。互換性がない場合、オペレーティング
システムを更新する必要があります。 
[Update OS]を使用してHMIデバイスのオペレーティングシステムを更新します。オペ
レーティングシステムは複数のファームウェアファイルに含まれています。マスタファ
イルには、拡張子「.fwf」が付きます。追加ファイルの番号は異なります。これらのフ
ァイルには、マスタファイルのファイル名に連番(「.0」、「.1」、「.2」など)が拡張
子として付きます。 
[Update OS]機能は、[System Properties]および[Service and Commissioning]の両方で使
用できます。 
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通知 

オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイスのデータが削除されます。 
オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイス上のプロジェクト、パラメー
タセット、およびアラームバッファの内容が削除されます。必要に応じて、オペレー
ティングシステムを更新する前にデータをバックアップしてください。 
オペレーティングシステムを更新する前に[コントロールパネル]で変更した次の設定
以外のすべての設定内容は、オペレーティングシステムの更新後にも保持されます。 
• 外部インターフェースは再度有効にされます(初期設定)。「Hardware interfaces (ペ

ージ 104)」のセクションを参照してください。 
• タイムゾーンは初期設定[(UTC) Coordinated Universal Time]にリセットされます。

「Date and time (ページ 106)」のセクションを参照してください。 
• 接続されているネットワークドライブの認証情報を再度入力する必要があります。

「Network drives (ページ 87)」のセクションを参照してください。 
 

産業用USBフラッシュドライブを使用して、ファームウェアを読み込みます。 
HMIデバイスのファームウェアファイルは、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897)からダウンロードで
きます。ダウンロード内容に含まれている取扱説明書に従います。 

 
 注記 

ファームウェアファイルの名前を変更しないでください。 
ファームウェアファイルの名前を変更すると、オペレーティングシステムをこれらのフ
ァームウェアファイルを使用して更新できなくなります。ファームウェアファイルは使
用不能になります。ファームウェアファイルの名前を変更しないでおきます。 

 

 注記 
ファームウェアファイルを完全にコピーする 
ファームウェアファイルをコピーする場合、マスタファイル「.fwf」とすべての関連フ
ァームウェアファイル(「.0」、「.1」、「.2」など)も一緒に確実にコピーするように
してください。 
ファイルが欠けていると、オペレーティングシステムを読み込めなくなります。 

 
[コントロールパネル]で[Update OS]機能を使用する別の方法として、WinCCで
[Update OS]機能を使用できます。 

Panel Information 

 
• [Device type]:HMIデバイスタイプ名称。 
• [Image version]:ファームウェアおよびオペレーティングシステムのバージョン 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897
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Select storage media for OS update 

 
選択リストを使用して、ファームウェアファイルが保存されている記憶媒体を選択しま
す。 

Firmware files on external storage 

 
• リストは、HMIデバイスに読み込み可能なすべてのファームウェアファイルを示して

います。リストから希望するファームウェアマスタファイル(.fwf)を選択します。 
•  [Update OS]:読み込みプロセスを開始するためのボタン。 

[Update OS]ボタンを押すと、HMIデバイスが再起動されます。その後、読み込みプ
ロセスが開始されます。 
各ファームウェアファイルについて、進捗状況バーがあるダイアログがHMIデバイス
に表示されます。 
HMIデバイスは、読み込みプロセスが完了した後に再度再起動されます。 
[コントロールパネル]のメインウィンドウが、再起動後に表示されます。HMIデバイ
ス上のオペレーティングシステムが更新されました。 

5.9.3 Backup 
[Backup]で、オペレーティングシステム、アプリケーションおよびデータをHMIデバイ
スのフラッシュメモリから外部記憶媒体にバックアップできます。 

 
産業用USBフラッシュドライブを記憶媒体として使用します。 
HMIデバイスのデータの量に応じて、バックアップには最大で20 GBメモリが必要にな
ることがあります。記憶媒体に十分の空き容量があることを確認してください。推奨事
項:記憶媒体上に5 GB以上の空き容量。 
バックアッププロセス中は、HMIデバイスの電源を切らないでください。 

Select storage media 

 
データをバックアップする記憶媒体を選択します。 
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Complete backup file 

 
• [File name]:バックアップの名前。バックアップ内容を最もよく表している名前を選

択します。 
バックアップには複数のファイルが含まれています。マスタファイルには、拡張子
「.brf」が付きます。追加ファイルの番号は異なります。これらのファイルには、マ
スタファイルのファイル名に連番(「.0」、「.1」、「.2」など)が拡張子として付き
ます。 

• [Create backup]:バックアッププロセスを開始するためのボタン。 
[Create backup]ボタンが押されると、システムは[File name]で指定された名前のバ
ックアップが記憶媒体に存在するかどうかを確認します。存在する場合、警告が表
示されます。[OK]を選択してバックアップを上書きするか、[Cancel]を選択してバッ
クアップに別の名前を指定します。 
バックアッププロセスは、HMIデバイスの再起動後に開始され、その後データバック
アップが行われます。 
データバックアップ中に、バックアップの名前の付いたフォルダが選択された記憶
媒体のルートディレクトリに作成されます。バックアップファイルはこのフォルダ
に保存されます。進捗バーのあるダイアログが、各バックアップファイルに対して
表示されます。 
HMIデバイスは、バックアッププロセスの完了後に再度再起動されます。 
[コントロールパネル]のメインウィンドウが、再起動後に表示されます。 

HMIデバイスのデータは、記憶媒体に保存されます。 
 

 注記 
データ記憶媒体のバックアップファイルの名前を変更しないでください。 
データ記憶媒体のバックアップファイルの名前を変更すると、これらのバックアップフ
ァイルは[Restore]機能を使用してHMIデバイスに読み込むことができなくなります。 
データ格納媒体のバックアップファイルの名前を変更せずにそのままにしておきます。 

 

 注記 
一式のバックアップファイルをすべてコピーする 
バックアップファイルをコピーする場合、マスタファイル「.brf」とすべての関連バッ
クアップファイル(「.0」、「.1」、「.2」など)も一緒に確実にコピーするようにして
ください。 
1ファイルでも欠けていると、バックアップを読み込めなくなります。 

 

下記も参照 
付属品 (ページ 14) 
バックアップと復元 (ページ 123) 
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5.9.4 Restore 
[Restore]で、記憶媒体からHMIデバイスのバックアップを復元できます。 

 
HMIデバイスへのリモートアクセスは、復元プロセス中は行うことができません。 
復元操作は、確認した上で、HMIデバイスのフラッシュメモリを削除します。次いで、
記憶媒体にバックアップされたデータを転送します。 

 

 
通知 

データの損失 
プロジェクトおよびHMIデバイスパスワードを含むHMIデバイスの全データは、復元操
作時に削除されます。セキュリティに関するダイアログが表示された後にのみ、ライ
センスキーが削除されます。必要に応じて、復元操作の前にデータをバックアップし
ます。 
また、復元時にアラームバッファ内のすべてのデータが削除されます。 

 

 注記 
コントロールパネルの設定 
復元すると、IPアドレスなどの[コントロールパネル]のすべての設定がバックアップの
データで上書きされます。 
必要に応じて、復元プロセスの前に[コントロールパネル]の設定をメモし、復元プロセ
ス後に設定を再度調整します。 

 

Select storage media 

 
バックアップされたデータが保存されている記憶媒体を選択します。 
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Backup files 

 
• このリストは、HMIデバイスに読み込み可能なすべてのバックアップを示していま

す。 
このリストから希望するバックアップを選択します。 

•  [Restore]:復元プロセスを開始するためのボタン。 
[Restore]ボタンを押すと、HMIデバイスが再起動されます。その後、復元プロセスが
開始されます。 
復元プロセス中はHMIデバイスの電源を切らないでください。データソースをHMIデ
バイスから切断しないでください。 
復元プロセス中に、読み込まれている各バックアップファイルについて、進捗状況
バーがあるダイアログが表示されます。 
HMIデバイスは、復元プロセスの完了後に再度再起動されます。 
[コントロールパネル]のメインウィンドウが、再起動後に表示されます。 

これで、記憶媒体のデータがHMIデバイスに復元されました。 
 

 注記 
プロセスが中断されたときのシステム動作  
復元プロセスが電源故障やデータ接続の中断が原因を完了できない場合、例えば、HMI
デバイスは保守モードで起動され、出荷時設定が復元される必要があります。 

 

下記も参照 
ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ページ 128) 
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5.9.5 Trace options 
[Trace options]で、トレース出力が表示されるかどうか、そして外部記憶媒体にバック
アップされるかどうかを指定します。 

 
 

 注記 
[Trace options]の設定、つまり[Trace forwarder]と[Trace logger]の設定は、HMIデバイ
スの再起動後、またはオペレーティングシステムの更新後も保持されます。 

 

Trace forwarder 

 
• [Enable Trace forwarder]:[トレース]サービスを永続的に有効または無効にするオプ

ション。初期設定は、[無効]です。 
診断目的および整備目的で[トレース]を有効にして、例えば、スクリプトからトレー
ス出力を表示します。保守モードでHMIデバイスを起動する場合、[トレース]機能は
自動的に有効にされます。詳細については、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109777593)のよくある質問エ
ントリ109777593で参照できます。 

Trace logger 

 
• [Enable Trace logger]:外部記憶媒体に「トレース」情報を永続的にバックアップする

オプション。初期設定は、[無効]です。 
もしオプションがアクティベートされると、「トレース」情報が選択された記憶媒
体にある指定されたサイズ([Maximum Log File Size])の複数のファイルに連続して保
存されます。最初のログファイルの最大サイズに達すると、別のログファイルが自
動的に作成され、そこに書き込まれます。最後のログファイルの最大サイズ
([Maximum Log File Count])に達すると、その時点で最も古いログファイルが削除さ
れ、さらなる「トレース」情報をバックアップするために新しいログファイルが作
成されます。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109777593
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   注記 
[Trace logger]が有効になっているときは、ストレージメディアを取り外さないでく
ださい。 
[Enable Trace logger]オプションを選択した場合、関連するストレージメディアへの
アクセスが永続的に確保される必要があります。 
[Enable Trace logger]システム機能を使用して関連するストレージメディアを取り出
すかHMIデバイスから切断する前に、[EjectStorageMedium]オプションを[無効]にし
ます。 

 
• [Storage Medium]:「トレース」情報がバックアップされる記憶媒体。 
• [Select Path](オプション):「トレース」情報がバックアップされる場所へのパス。パ

スの名前は「/」で開始する必要があり、アルファベットのみを使用できます。次の
特殊文字はいずれも使用できません: ! # $ % & ( ) * + , : ; < = > ? @ [ ] _ { | } ~ ^ 
選択した記憶媒体上のログファイル 
「トレース」情報を含むログファイルは常に、選択された記憶媒体のサブディレク
トリ「/TraceLogs」に保存されます。 
パスが指定されていない場合、ログファイルは「/TraceLogs」ディレクトリで見つけ
ることができます。 
パスが指定されている場合は、この「/<パス>/TraceLogs」ディレクトリでログファ
イルを見つけることができます。 
上の図では、パス「/traces」が例として挙げられます。関連するログファイルは
「/traces/TraceLogs」で見つけることができます。 
ログファイルの名前 
ログファイルには、次の構文に従って、日付と時刻を含む名前が付けられます: 
TraceLogs-YYYY-MM-DD-T_HH_MM_SS.log 

• [Maximum Log File Size (MB)]:ログファイルの最大サイズ(メガバイト単位)。許容範
囲:10 MB～512 MB。初期設定:10 MB。 

• [Maximum Log File Count]:作成できるログファイルの最大数。 
– 初期設定:10 
– 最小値:2 
– 最大値は、選択した記憶媒体上の空き記憶容量のサイズによって決まります。 
[Maximum Log File Size (MB)]と[Maximum Log File Count]で指定した値の積が選択
した記憶媒体上の利用可能な記憶領域のサイズを超えている場合、値は不正確なも
のとしてマークされるため、修正する必要があります。 

下記も参照 
Event Logger (ページ 75) 
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データの転送 6 
6.1 概要 

設定フェーズ  
設定フェーズで、自動化プロセスは、プロジェクトの形式で設定ソフトウェアと一緒に
視覚化されています。プロジェクトのプロセスセル画面には、プロセスのステータスに
関する情報を提供する値とアラームの操作エレメントとディスプレイコントロールが含
まれています。設定段階の後、プロジェクトは、プロセス制御フェーズの後に、HMIデ
バイスに転送されます。  

プロジェクトのHMIデバイスへの転送  
プロジェクトは、プロセス制御で使用されるHMIデバイスに転送される必要がありま
す。転送には次のオプションがあります。 
• プロジェクトを設定PCからHMIデバイスに転送します(「WinCCを使用したプロジェ

クトの転送 (ページ 120)」セクションを参照)。 
• 外部記憶媒体からプロジェクトを転送します。「Load project from storage (ペー

ジ 79)」セクションを参照してください。 
• 同一のHMIデバイスのバックアップファイルを外部記憶媒体から復元します

(「Restore (ページ 113)」セクションを参照)。 

HMIデバイスのオペレーティングシステムの更新 
HMIデバイスのファームウェアおよびオペレーティングシステムバージョンは、インス
トールされているWinCCソフトウェアのファームウェアおよびオペレーティングシステ
ムバージョンとの互換性がある必要があります。 互換性がない場合、転送前にエラー
メッセージが出力されます。 
HMIデバイスのオペレーティングシステムを次の方法で更新できます。 
• オペレーティングシステムをプロジェクトと一緒に設定PCからHMIデバイスに転送

します(「WinCCを使用したプロジェクトの転送 (ページ 120)」セクションを参照)。 
• オペレーティングシステムを設定PCからHMIデバイスに転送します(「WinCCによる

オペレーティングシステムの更新 (ページ 127)」セクションを参照)。 
• オペレーティングシステムをデータ記憶媒体からHMIデバイスに転送します

(「Update OS (ページ 109)」セクションを参照)。 
• 同一のHMIデバイスのバックアップファイルを外部記憶媒体から復元します

(「Restore (ページ 113)」セクションを参照)。 
オペレーティングシステムを上記のオプションで更新できなかった場合、HMIデバイス
を出荷時設定にリセットする必要があります。 
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次の方法でHMIデバイスを出荷時設定にリセットすることができます。 
• HMIデバイスを起動し、[コントロールパネル]へのアクセス権を持っている場合、

「ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ページ 128)」セクション
の説明に従って進めます。 

• HMIデバイスを起動しておらず、HMIデバイスの[コントロールパネル]へのアクセス
権がない場合、保守モードでHMIデバイスを起動します(「メンテナンスモードの使
用 (ページ 132)」を参照)。 

プロセスコントロールフェーズ  
プロセスコントロールフェーズで、HMIデバイスはコントローラにオンラインで接続さ
れており、プロセスセルの操作とモニタを行うことができます。 

コミッショニングと再コミッショニング  
初期コミッショニングおよび再コミッショニングは次の点で異なります。 
• 初期コミッショニング中、HMIデバイスには使用可能なプロジェクトはありません。 

引渡し時およびオペレーティングシステムの更新後、HMIデバイスはこの状態になり
ます。 

• 再コミッショニング時は、HMIデバイスに既に存在するプロジェクトが置換されま
す。 

6.2 操作モード 

操作モード  
HMIデバイスは、次の操作モードにすることができます。  
• オフライン 
• オンライン 
• 転送 

操作モードの変更  
操作の進行中にHMIデバイスの操作モードを変更できるようにするには、設定エンジニ
アによって適切なオペレータコントロールが設定されている必要があります。 
必要な場合には、プロセスセルのマニュアルで追加情報を参照できます。 

[オフライン]操作モード  
このモードでは、HMIデバイスとコントローラの間の通信はありません。HMIデバイス
を操作できますが、コントローラとデータを交換することはできません。 
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[オンライン]操作モード  
この操作モードでは、HMIデバイスとコントローラ間またはHMIデバイスと設定PC間に
通信接続があります。 
• HMIデバイスとコントローラ間のオンライン操作では、設定に応じて、HMIデバイス

と一緒にプロセスセルを操作します。 
• HMIデバイスと設定PC間のオンライン操作では、[オンラインおよび診断]などの拡張

機能が使用可能です。 

[転送]モード  
このモードでは、設定PCからHMIデバイスにプロジェクトを転送することや、HMIデバ
イスデータのバックアップと復元をすることができます。 

6.3 既存プロジェクトの使用 
既存のプロジェクトの移行に関する情報およびサポートは、次から利用可能です。 
• TIA Portalヘルプの[プロジェクトの編集] > [プロジェクトの互換性] > [プロジェクト

のアップグレード]。 
• SIMATIC WinCC Unifiedへの切り換えに関するインターネット 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109770510)にある
[Data2Unified Add-in]エントリ。 

6.4 データ送信オプション 
次の表に、HMIデバイスと設定PC間のデータ転送のオプションを示します。 

インターフェース PROFINET (LAN) USB 
転送機能 プロトコル X1 X61/X62 
バックアップと復元  PN/IE - x 

Ethernet x 
オペレーティングシステムの更新 PN/IE - x 

Ethernet x 
オペレーティングシステムの更新および出荷時設定へ
のリセット 

PN/IE - - 
Ethernet x 

プロジェクトの転送  PN/IE x x 
Ethernet x 

S7通信 PN/IE x - 
NTP、Webクライアント、インターネットアクセス Ethernet x - 

データ転送に関する注意事項 
可能な場合は、データ転送にはPN/IEよりも高速の「Ethernet」プロトコルを使用してく
ださい。 
「WinCCによるオペレーティングシステムの更新」機能にには、必ず「Ethernet」プロ
トコルを使用してください。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109770510
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6.5 PG/PCインターフェースの設定 
設定PCとHMIデバイス間のEthernet接続を確立するには、PG/PCインターフェースを正
しく設定する必要があります。 

手順 
1. 設定PCの[コントロールパネル]を開きます。 
2. [PG/PCインターフェースの設定]をクリックします。 
3. [アプリケーションアクセスポイント]の最初のタブで、[S7ONLINE (STEP 7)]エントリ

を選択します。 
4. [使用済みのインターフェースパラメータ]にある、名前の接尾辞が「.TCPIP.Auto.1」

であるEthernetアダプタを選択します。 

結果 
PG/PCインターフェースが設定されました。設定PCを、Ethernet経由でHMIデバイスに
接続し、データを転送できるようになりました。 

6.6 WinCCを使用したプロジェクトの転送 
このセクションでは、設定ソフトウェアWinCC経由でプロジェクトをHMIデバイスに転
送する方法を説明しています。転送前に、このソフトウェアはプロジェクトをHMIデバ
イスに読み込み可能かどうかを確認します。チェックの結果が、[ロードプレビュー]ダ
イアログボックスに表示されます。プロジェクトを読み込むことができない場合、[ロ
ードプレビュー]ダイアログボックスで転送設定を変更できます。プロジェクトを読み
込むためには、HMIデバイスを使用して設定された設定ソフトウェアを使用します。  

 
 注記 

読み込み中に既存のパラメータセットが削除される  
プロジェクトをHMIデバイスに読み込むとき、以前のプロジェクトからの、内部メモリ
や外部記憶媒体に保存されたすべてのパラメータセットが削除されます。プロジェクト
を読み込む前に、以前のプロジェクトから入力されたパラメータセットを保存しておき
ます。 

 

手順  
1. HMIデバイスでプロジェクトを実行する場合、プロジェクトを閉じます。 
2. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
3. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Network and Internet] > [Network settings]を

選択します。 
4. [Activate this port for use]オプションが[Ethernet parameters Port]でX1インターフェー

スに対して有効になっていることを確認してください。 
5. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Service and Commissioning] > [Transfer]を選

択します。 
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6. [Enable transfer]オプションが有効にされていることを確認します。 
7. HMIデバイスを使用して設定された設定ソフトウェアを開きます。 
8. HMIデバイスに転送したいプロジェクトを開きます。 

データ転送用に使用されるインターフェースのポートがプロジェクト設定で有効化さ
れていることを確認します。デバイス設定のインターフェースパラメータの詳細なオ
プションで、この設定を確認できます。 

9. プロジェクトツリーで、転送したいプロジェクトがあるHMIデバイスを選択します。 
10. HMIデバイスのショートカットメニューで[デバイスへのダウンロード] > [ソフト

ウェア]コマンドを選択します。 
11. HMIデバイスへの接続がない場合、接続ダイアログボックスが表示されます。この

場合、HMIデバイスの接続設定を入力します。[接続]ボタンをクリックしてから、[読
み込み]をクリックします。 
接続の確立に成功すると、[ロードプレビュー]ダイアログボックスが表示されます。
次の図に、例を示します。 

 
[ロードプレビュー]ダイアログボックスには、[情報]および[警告]タイプのアラーム
が含まれます。 
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 情報 この設定に互換性があります。プロジェクトを読み込むことができ
ます。 

 警告 
[アラーム]列の設定を変更する
ことができません。 

HMIデバイスの設定は、設定ソフトウェアの設定とは異なります。
プロジェクトは、依然として、この設定を使用して読み込むことが
できます。 

警告 
[操作]列の設定を変更すること
ができます。 

HMIデバイスの設定は、設定ソフトウェアの設定とは異なることに
注意してください。[操作]列の設定を変更した後に、このプロジェ
クトを読み込むことができます。 

 エラー 
[アラーム]列の設定を変更する
ことができません。 

プロジェクトを読み込むことができません。設定またはHMIデバイ
スの設定を調整します。 

エラー 
[操作]列の設定を変更すること
ができます。 

プロジェクトを読み込むことができません。[操作]列の設定を変更
した後に、このプロジェクトを読み込むことができます。 

12. [ロードプレビュー]ダイアログボックスで、読み込みプロセスに対してオプション
を指定します。 
– [ランタイムの読み込み]:HMIデバイスのランタイムソフトウェアを上書きまたは

保持するための選択リスト。 
– [適合]:この領域で、設定のコンポーネントのバージョンがHMIデバイスのコンポ

ーネントのバージョンと異なる場合に、個別コンポーネントを調整すべきかどう
かを定義します。HMIデバイスのバージョンがより新しい場合、[Downgrade]を
選択します。そうでない場合は、[Upgrade]を選択します。 
[Upgrade]によりオペレーティングシステムを更新する場合、「オペレーティン
グシステムを更新する際の重要な注意 (ページ 126)」に従ってください。 

– [ランタイムの開始]:読み込み後にランタイムソフトウェアがHMIデバイスで起動
されるかどうかを指定しできるようにする選択リスト。 

– [ランタイム値]:この領域で、タグのデータ、アラームおよびユーザー管理がHMI
デバイスで保持されるべきかどうかを定義します。対応するオプションが選択さ
れている場合、HMIデバイスのデータが保持されます。対応するオプションが選
択解除されている場合、HMIデバイスのデータが削除されるか、設定のデータに
よって上書きされます。HMIデバイスのユーザー管理を更新したい場合、[ランタ
イム時に現在のユーザー管理を保持]オプションを選択解除しておく必要がありま
す。 

– [ログのリセット]:すべてのログをリセットまたは保持するための選択リスト。[す
べてをリセット]を選択した場合、HMIデバイスにあるすべてのデータログのデー
タ、アラームログおよびコンテキストログが削除されます。 

– [HMIランタイム]:この領域には、HMIデバイスのランタイムおよびファームウェ
ア/オペレーティングシステムのバージョンに関する情報が含まれています。 

– [安全な転送]:この領域で、プロジェクトが暗号化されて転送されるかどうかを決
定します。その他の情報は「Transfer (ページ 108)」セクションを参照してくだ
さい。 



 データの転送 
 6.7 バックアップと復元 

Unified Basic Panel 
操作説明書, TIA V21 (12/2025), A5E52645597-AD 123 

明るい赤色のテキストがある警告が表示されなくなったら、[ロードプレビュー]の左
側の[ステータス]列にある[ダウンロード]アイコンが緑色に表示され、[読み込み]ボ
タンが有効になります。 

13. [読み込み]をクリックして、プロジェクトをHMIデバイスに転送します。 
プロジェクトがHMIデバイスに転送されます。転送中にエラーまたは警告が発生した
場合は、[調査官]ウィンドウの[情報] > [ダウンロード]の下にアラームが表示されま
す。転送に成功すると、アラーム[ロード完了(エラー:0、警告:0)]が表示されます。 

14. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Service and Commissioning] > [Transfer]を
選択します。 

15. [Enable Transfer]オプションを選択解除して、HMIデバイスを未許可の転送から保
護します。 

結果 
プロジェクトがHMIデバイスに配置され、開始可能です。転送後、[オフライン]モード
で操作エレメントおよび画面変更をテストします。すべての操作エレメントおよび画面
変更が正常に機能する場合、HMIデバイスを[オンライン]モードに切り替えることがで
きます。 

6.7 バックアップと復元 
データバックアップ中、内部メモリのコンテンツが設定PCまたは外部記憶媒体でバック
アップに保存します。アラームログおよびプロセス値アーカイブはバックアップには含
まれません。これらのアーカイブは、外部記憶媒体に個別に保存されます。必要に応じ
て、これらのログを手動でバックアップします。HMIデバイスがネットワークに統合さ
れている場合は、ネットワークドライブにデータをバックアップすることもできます。 
以下のデータはバックアップに保存されます。  
• オペレーティングシステム 
• [コントロールパネル]設定 
• プロジェクトおよびパラメータセット 
• ユーザー管理 
バックアップには複数のファイルが含まれます。マスタファイルには、拡張子「.brf」
が付きます。追加ファイルの番号は異なります。これらのファイルには、マスタファイ
ルのファイル名に連番(「.0」、「.1」、「.2」など)が拡張子として付きます。 

設定PCへのバックアップ 
HMIデバイスのデータをバックアップするには、次のステップを実行します。 
1. HMIデバイスでプロジェクトを実行する場合、プロジェクトを閉じます。 
2. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
3. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Network and Internet] > [Network settings]を

選択します。 
4. [Activate this port for use]オプションが[Ethernet parameters Port]でX1インターフェー

スに対して有効になっていることを確認してください。 
5. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Service and Commissioning] > [Transfer]を選

択します。 
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6. [Enable transfer]オプションが有効にされていることを確認します。 
7. HMIデバイスを使用して設定された設定ソフトウェアを開きます。 
8. プロジェクトツリーで、バックアップしたいデータがあるHMIデバイスを選択しま

す。 
9. [オンライン] > [HMIデバイスメンテナンス]メニューで[バックアップ]コマンドを選択

します。 
10. HMIデバイスへの接続がない場合、接続ダイアログボックスが表示されます。この

場合、HMIデバイスの接続設定を入力します。[接続]ボタンをクリックしてから、[作
成]をクリックします。 
接続が正常に確立されると、[バックアップの完了]ダイアログボックスが、プロジェ
クトおよびHMIデバイスに関する情報と一緒に表示されます。 

11. [バックアップ]ボタンをクリックします。 
[SIMATIC ProSave [バックアップ]]ダイアログボックスが表示されます。 

12. [データタイプ]の下で、保存すべきHMIデバイスのデータを選択します。 
13. [名前を付けて保存]フィールドで、バックアップのファイル名を入力します。 
14. [バックアップの開始]をクリックします。 
バックアッププロセスを開始します。ProSaveとHMIデバイスの両方で、各バックアッ
プファイルについて進捗状況バーがあるダイアログが表示されます。選択した接続によ
っては、更新操作に時間がかかります。 

 

 注記 
データ記憶媒体のバックアップファイルの名前を変更しないでください。 
保存されたバックアップファイルの名前を変更すると、これらのバックアップファイル
は[復元]機能を使用してHMIデバイスに読み込むことができなくなります。バックアッ
プファイルは使用不能になります。 
データ格納媒体のバックアップファイルの名前を変更せずにそのままにしておきます。 

 

 注記 
一式のバックアップファイルをすべてコピーする 
バックアップファイルをコピーする場合、マスタファイル「.brf」とすべての関連バッ
クアップファイル(「.0」、「.1」、「.2」など)も一緒に確実にコピーするようにして
ください。 
1ファイルでも欠けていると、バックアップを読み込めなくなります。 

 

HMIデバイスのデータ記憶媒体へのバックアップ 
設定PCの代替として、HMIデバイスに直接接続されたデータ記憶媒体に、HMIデバイス
の[コントロールパネル]経由で、データを保存することもできます(「Backup (ペー
ジ 111)」セクションも参照)。 
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設定PCからの復元 
HMIデバイスのデータを復元するには、次のステップを実行します。 
1. HMIデバイスでプロジェクトを実行する場合、プロジェクトを閉じます。 
2. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
3. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Network and Internet] > [Network settings]を

選択します。 
4. [Activate this port for use]オプションが[Ethernet parameters Port]でX1インターフェー

スに対して有効になっていることを確認してください。 
5. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Service and Commissioning] > [Transfer]を選

択します。 
6. [Enable transfer]オプションが有効にされていることを確認します。 
7. HMIデバイスを使用して設定された設定ソフトウェアを開きます。 
8. データツリーで、復元したいデータがあるHMIデバイスを選択します。 
9. [オンライン] > [HMIデバイスメンテナンス]メニューで[復元]コマンドを選択します。 
10. HMIデバイスへの接続がない場合、接続ダイアログボックスが表示されます。この

場合、HMIデバイスの接続設定を入力します。[接続]ボタンをクリックしてから、[読
み込み]をクリックします。 
接続が正常に確立されると、[復元の完了]ダイアログボックスが、プロジェクトおよ
びHMIデバイスに関する情報と一緒に表示されます。 

11. [復元]ボタンをクリックします。 
[SIMATIC ProSave [ Restore ]]ダイアログが表示されます。 

12. [開く...]で、バックアップのパスとファイル名を入力します。 
13. [復元の開始]をクリックします。 
復元プロセスが開始されます。ProSaveとHMIデバイスの両方で、読み込まれる各バッ
クアップファイルについて、進捗状況バーがあるダイアログが表示されます。選択した
接続によっては、更新操作に時間がかかります。 
復元プロセス中はHMIデバイスの電源を切らないでください。データソースをHMIデバ
イスから切断しないでください。 

  注記 
プロセスが中断されたときのシステム動作  
復元プロセスが電源故障やデータ接続の中断が原因を完了できない場合、例えば、HMI
デバイスは保守モードで起動され、出荷時設定が復元される必要があります。 
この場合、「ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ページ 128)」の
セクションのステップ6の手順に従ってください。 

 

HMIデバイスのデータ記憶媒体からの復元 
設定PCの代替として、HMIデバイスに直接接続されたデータ記憶媒体から、HMIデバイ
スの[コントロールパネル]経由で、データを復元することもできます(「Restore (ペー
ジ 113)」セクションも参照)。 
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6.8 オペレーティングシステムの更新 

6.8.1 概要および重要な注意事項 
HMIデバイスのファームウェアおよびオペレーティングシステムバージョンは、インス
トールされているWinCCソフトウェアのファームウェアおよびオペレーティングシステ
ムバージョンとの互換性がある必要があります。互換性がない場合、オペレーティング
システムを更新する必要があります。HMIデバイスのオペレーティングシステムがもは
や機能しない場合は、HMIデバイスを出荷時設定にリセットする必要があります。 

 

 
通知 

オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイスのデータが削除されます。 
オペレーティングシステムを更新すると、HMIデバイス上のプロジェクト、パラメー
タセット、およびメッセージバッファの内容が削除されます。  
オペレーティングシステムを更新する前に、必要に応じて、HMIデバイスのデータの
バックアップを取ります。 
オペレーティングシステムを更新する前に[コントロールパネル]で変更した次の設定
以外のすべての設定内容は、オペレーティングシステムの更新後にも保持されます。 
• 外部インターフェースは再度有効にされます(初期設定)。「Hardware interfaces (ペ

ージ 104)」のセクションを参照してください。 
• タイムゾーンは初期設定[(UTC) Coordinated Universal Time]にリセットされます。

「Date and time (ページ 106)」のセクションを参照してください。 
• 接続されているネットワークドライブの認証情報を再度入力する必要があります。

「Network drives (ページ 87)」のセクションを参照してください。 
オペレーティングシステムを出荷時設定にリセットするとき、HMIデバイスのすべて
のデータが削除され、[コントロールパネル]のすべての設定が出荷時設定にリセット
されます。 

 

オペレーティングシステムは複数のファームウェアファイルに含まれています。マスタ
ファイルには、拡張子「.fwf」が付きます。追加ファイルの番号は異なります。これら
のファイルには、マスタファイルのファイル名に連番(「.0」、「.1」、「.2」など)が
拡張子として付きます。 
Unified基本パネルのファームウェアファイルは、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897)からダウンロードで
きます。ダウンロード内容に含まれている取扱説明書に従います。 

 

 注記 
ファームウェアファイルの名前を変更しないでください。 
ファームウェアファイルの名前を変更すると、オペレーティングシステムをこれらのフ
ァームウェアファイルを使用して更新できなくなります。ファームウェアファイルは使
用不能になります。ファームウェアファイルの名前を変更しないでおきます。 

 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897
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 注記 
ファームウェアファイルを完全にコピーする 
ファームウェアファイルをコピーする場合、マスタファイル「.fwf」とすべての関連フ
ァームウェアファイル(「.0」、「.1」、「.2」など)も一緒に確実にコピーするように
してください。 
ファイルが欠けていると、オペレーティングシステムを読み込めなくなります。 

 
HMIデバイスの[コントロールパネル]へのアクセスが可能な場合は、オペレーティング
システムの更新またはHMIデバイスの出荷時設定の復元に関する次のオプションがあり
ます。 
• WinCCによるオペレーティングシステムの更新 (ページ 127) 
• 外部記憶媒体経由のオペレーティングシステムの更新 (ページ 109) 
• ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ページ 128) 
HMIデバイスの[コントロールパネル]へおアクセスが機能しなくなった場合、「メンテ
ナンスモードの使用 (ページ 132)」セクションで説明されている手順に従います。 

6.8.2 WinCCによるオペレーティングシステムの更新 
HMIデバイスのファームウェアおよびオペレーティングシステムバージョンは、インス
トールされているWinCCソフトウェアのファームウェアおよびオペレーティングシステ
ムバージョンとの互換性がある必要があります。互換性がない場合、オペレーティング
システムを更新する必要があります。 

 

 
通知 

データの転送中にHMIデバイスの電源を切らないでください。 
HMIデバイスのオペレーティングシステムの更新中にHMIデバイスの電源を切ると、
HMIデバイスは起動しなくなります。この手順を繰り返す必要があります。 
データの転送中にHMIデバイスの電源を切らないでください。 

 

手順  
オペレーティングシステムを更新するには、次のステップを実行します。 
1. HMIデバイスでプロジェクトを実行する場合、プロジェクトを閉じます。 
2. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
3. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Network and Internet] > [Network settings]を

選択します。 
4. [Activate this port for use]オプションが[Ethernet parameters Port]でX1インターフェー

スに対して有効になっていることを確認してください。 
5. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Service and Commissioning] > [Transfer]を選

択します。 
6. [Enable transfer]オプションが有効にされていることを確認します。 
7. HMIデバイスを使用して設定された設定ソフトウェアを開きます。 
8. プロジェクトツリーで、オペレーティングシステムが更新しようとしているHMIデバ

イスを選択します。 
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9. [オンライン] > [HMIデバイスメンテナンス]メニューで[オペレーティングシステムの
更新]コマンドを選択します。 

10. HMIデバイスへの接続がない場合、接続ダイアログボックスが表示されます。この
場合、[Ethernet]インターフェースプロトコルを選択し、対象デバイスのIPアドレス
または名前を入力し、[接続]ボタン、[更新]の順にクリックします。 

11. 接続が正しく確立されると、[オペレーティングシステムの更新]ダイアログボック
スが表示されます。 

12. [ファームウェアのファイルパス...]に、必要なオペレーティングシステムを含むフ
ァームウェアマスタファイル(.fwf)のパスとファイル名を入力します。 

13. [OSの更新]をクリックします。 
オペレーティングシステムの更新が開始されます。各ファームウェアファイルについ
て、進捗状況バーがあるダイアログがHMIデバイスに表示されます。選択した接続によ
っては、更新操作に時間がかかります。 

結果 
これで、HMIデバイスのオペレーティングシステムが選択したファームウェアのバージ
ョンに更新されました。  

下記も参照 
概要および重要な注意事項 (ページ 126) 
Update OS (ページ 109) 

6.8.3 ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット 
HMIデバイスのオペレーティングシステムがもはや機能しない場合は、[ProSave]ツール
を使用してHMIデバイスを出荷時設定にリセットする必要があります。 
ProSaveに関する詳細情報は、TIA Portalヘルプの[プロセスの可視化(RT Unified)] > [コン
パイルとロード] > [Unified Panel] > [HMIデバイスのメンテナンス] > [ProSave]で参照で
きます。 

 

 
通知 

データの転送中にHMIデバイスの電源を切らないでください。 
HMIデバイスが出荷時設定にリセットされているときに、HMIデバイスの電源を切る
と、HMIデバイスは起動しなくなります。この手順を繰り返す必要があります。 
データの転送中にHMIデバイスの電源を切らないでください。 

 

必要条件 
• PG/PCインターフェースが適切に設定 (ページ 120)されていること。 

手順  
HMIデバイスを出荷時設定にリセットするには、以下のステップを実行します。 
1. HMIデバイスでプロジェクトを実行する場合、プロジェクトを閉じます。 
2. HMIデバイスをX1インターフェースにより設定PCに接続します。 
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3. HMIデバイスのコントロールパネルで、[Network and Internet] > [Network settings]を
選択します。 

4. [Activate this port for use]オプションが[Ethernet parameters Port]でX1インターフェー
スに対して有効になっていることを確認してください。 

5. HMIデバイスのコントロールパネルで、[System Properties] > [Reboot]を選択します。 
6. [Reboot in maintenance mode]ボタンを押します。HMIデバイスが起動します。

[Maintenance Mode]ダイアログボックスが10分間表示されます。この期間中、HMIデ
バイスを設定PCに接続し、ProSaveソフトウェアを使用してHMIデバイスを出荷時設
定にリセットできます。[Maintenance Mode]ダイアログが表示されない場合は、[メ
ンテナンス]ボタンを押しながらHMIデバイスを起動してください。「メンテナンスモ
ードの使用 (ページ 132)」のセクションを参照してください。 

7. 設定PCで、WinCCインストールディレクトリにある「ProSave」ソフトウェアを開き
ます。 

8. 次のデータを[全般]タブに入力します。 
– [装置タイプ]:お使いのHMIデバイスのデバイスタイプを選択します。 
– [接続]:[Ethernet]を選択します。 
– [接続パラメータ]:HMIデバイスのIPアドレスまたはコンピュータ名を指定しま

す。IPアドレスは設定PCのサブネットにあります。 
9. 次のデータを[OS更新]タブに入力します。 
– [開く...]で、必要なオペレーティングシステムを含むファームウェアマスタファ

イル(.fwf)のパスとファイル名を選択します。 
– オプション[出荷時設定へのリセット]を選択します。 
– [MAC]に、HMIデバイスのディスプレイの右上に表示されているMACアドレスを

入力します。 
– [デバイスのステータス]ボタンを使ってデバイスおよび選択したファームウェア

に関する情報を表示します。 
10. [OSの更新]をクリックします。HMIデバイスのすべてのデータが上書きされるとい

う警告を含むダイアログボックスが表示されます。 
11. ダイアログボックスを確認します。 
[出荷時設定へのリセット]でのオペレーティングシステムの更新が開始されます。
ProSaveとHMIデバイスの両方で、更新の進捗状況が表示されます。選択した接続によ
っては、更新操作に時間がかかります。このプロセスの最後にHMIデバイスが再起動さ
れます。 

結果 
これで、HMIデバイスのオペレーティングシステムが選択したファームウェアのバージ
ョンに更新され、HMIデバイスは工場出荷設定にリセットされました。  

下記も参照 
概要および重要な注意事項 (ページ 126) 
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装置の保守と修理 7 
7.1 保守とサービスに関する一般情報 

アース回路または過電圧保護の構成部分など、保護継電装置の保守と修理を行う際は、
次の内容に従ってください。 
• メーカーが指定したメンテナンスと交換の期間を順守してください。 
• 外部ケーブル、ヒューズ、バッテリを含むプラント構成部品を、各メーカーが承認

している同等の構成部品で交換してください。 

7.2 デバイスの清掃 
HMIデバイスは、わずかな保守で動作するように設計されています。 
適切にインストールすると、通常はHMIデバイスの前面をクリーニングするだけで済み
ます。 

 
 注記 

デバイスの背面の清掃 
デバイスを正しく取り付けた後にデバイスの背面を清掃する必要がある場合は、次の手
順に従ってください。 
• デバイスの背面を清掃するには、HMIデバイスが組み込まれている筐体またはキャビ

ネットを開く必要があります。筐体またはキャビネットは、電源から切断されてい
る場合にのみ開くことができます。電気システム内および電気システム上で作業す
る場合は、5つの安全規則を守ってください。 

• デバイスの背面を清掃するには、乾いたESDクリーニングクロスを使用してくださ
い。 

• ESD保護対策を守ってください。 
 

7.2.1 HMIデバイスの前面ガラスの清掃 
[コントロールパネル]のガラス前面を定期的に清掃してください。 
化学耐性 (https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/39718396)に関する情報
に従います。 

重要な注意事項 
  注記 

掃除中に意図しない反応を回避すること  
電源が入った状態で前面ガラスを掃除すると、タッチスクリーンの不注意な操作が発生
する場合があります。  
清掃するときは、HMIデバイスのスイッチをオフにするか、可能な場合はスクリーン清
掃機能を有効にします。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/39718396
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 注記 
前面に対する損傷を回避  
圧縮空気やスチームジェット、および腐食性の溶剤または研磨剤を使用すると、前面ガ
ラスが損傷する場合があります。 
圧縮空気やスチームクリーナーで前面ガラスを掃除しないでください。腐食性の溶剤や
精練剤は、使用しないでください。 

 

必要条件 
• HMIデバイスは、これらの操作手順に従って正しくインストールされています。 
• 湿った清掃布 
• 食器洗剤または発泡性のスクリーン清掃剤 

手順 
以下のように実行します。 
1. スクリーン清掃が設定されている場合は、それを有効にするか、プロジェクトを停止

してHMIデバイスの電源をオフにします。 
スクリーン清掃が設定されていない場合は、プロジェクトを停止し、HMIデバイスの
電源をオフにします。 

2. 洗浄剤を清掃布にスプレーします。 
HMIデバイスに直接吹き付けないでください。 

3. 前面ガラスを清掃します。 
前面ガラスを清掃するときは、内側から外側にかけて拭いてください。 

7.2.2 スクリーン清掃に関する注意事項 
電源が投入されており、プロジェクトが実行されていても、HMIデバイスのタッチスク
リーンを清掃できます。クリーン清掃を呼び出すために使用できる操作エレメントがプ
ロジェクト内で使用可能である必要があります。スクリーン清掃を有効にすると、設定
された時間の間、タッチスクリーンの操作がロックされます。  

 

 注記 
意図しない反応  
タッチスクリーンを清掃する際にキーにタッチしてしまうことによって、コントローラ
の意図しない反応を引き起こすことがあります。 
システムの稼動中は、タッチスクリーンを清掃する前に、必ずスクリーン清掃を開く
か、HMIデバイスの電源を切ります。 
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 注記 
スクリーン清掃が有効な間は操作できません。 
スクリーン清掃が作動していると、HMIデバイスに対する操作はできません。 
スクリーン清掃の時間が過ぎるまでお待ちください。その後、HMIデバイスを使ってシ
ステムを再度操作できるようになります。 

 

7.3 メンテナンスモードの使用 
メンテナンスモードは、HMIを出荷時設定にリセットするのに使用します。 
HMIデバイスの電源を入れた後にオペレーティングシステムが起動し、コントロールパ
ネルが表示されたとき、[Reboot in maintenance mode]ボタンをクリックすると、HMI
デバイスをメンテナンスモードで起動できます。「ProSaveによるHMIデバイスの出荷
時設定へのリセット (ページ 128)」セクションの説明に従います。 
ブートスプラッシュ画面でHMIを起動し、破損したオペレーティングシステムが検出さ
れると、HMIは自動的にメンテナンスモードに切り替わります。[Maintenance Mode]ダ
イアログボックスが表示されます。この場合、「ProSaveによるHMIデバイスの出荷時
設定へのリセット (ページ 128)」のセクションのステップ6の手順に従ってください。 
ブートスプラッシュ画面でHMIデバイスを起動、破損したオペレーティングシステムが
検出されないと、HMIデバイスはメンテナンスモードに切り替わりません。
[Maintenance Mode]ダイアログは表示されません。HMIデバイスを出荷時設定にリセッ
トする必要があります。この場合、このセクションで説明したとおり、[メンテナンス]
ボタンを押しながらHMIデバイスを起動します。 

 

 
通知 

オペレーティングシステムはメンテナンスモードで更新する必要があります。 
[メンテナンス]ボタンを押しながらHMIデバイスを起動すると、HMIデバイスはメンテ
ナンスモードになります。メンテナンスモードで、[Maintenance Mode]ダイアログが
表示されます。オペレーティングシステムを更新する必要があります。 
オペレーティングシステムを確実に更新する場合のみ、[メンテナンス]ボタンを押し
ながらHMIデバイスを起動してください。  

 

手順 
以下のように実行します。 
1. HMIデバイスの電源を切ります。 
2. [メンテナンス]ボタンを押します。直径約5 mmの十分に硬く、鋭利ではない非導電

性素材のツールを使用します。 
X1インターフェースとX61インターフェースの間の開口部に[メンテナンス]ボタンが
あります。 
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ボタンは正確に押し、ツールがボタンからスライドして外れないようにしてくださ
い。  

3. HMIデバイスの電源を入れ、ブートスプラッシュ画面が表示されるまで[メンテナン
ス]ボタンを押し続けます。 

HMIデバイスが再起動し、[Maintenance Mode]ダイアログボックスが表示されます。
HMIデバイスを設定PCに接続し、ProSaveソフトウェアを使ってHMIデバイスを出荷時設
定にリセットします。「ProSaveによるHMIデバイスの出荷時設定へのリセット (ペー
ジ 128)」のセクションのステップ6の手順に従ってください。 

7.4 スペアパーツと修理 

修理 
担当のSiemens代理店 (https://www.siemens.com/aspa)にお問い合わせください。専門
知識、製品、地域によりフィルタリングしてください。 
お客様の担当者は、製品が修理可能か、そしてどのように返却するのかを教えてくれま
す。 
製品を返却する前に担当のSiemens代理店に連絡してください。優先順位つきの修理の
取り扱い、コストの見積り、修理レポート、検査レポートをいつリクエストするかが含
まれます。 
担当のSiemens代理店は、スペア部品がある場合はそれに関する情報も提供できます。 

スペア部品 
HMIデバイスのスペア部品と付属品は、「付属品 (ページ 14)」のセクションで確認で
きます。 

7.5 リサイクルと廃棄処分 
この操作説明書で説明されているHMIデバイスに含まれる汚染物質は微量であるため、
デバイスをリサイクル利用できます。 
環境上持続可能である旧型機のリサイクルや処分については、承認された電子機器スク
ラップ廃棄物処理センタにお問合せください。デバイスの廃棄はお客様の国の関連規則
に従って行ってください。 

https://www.siemens.com/aspa
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技術情報 8 
8.1 ソフトウェア使用許諾契約 

オープンソースソフトウェア 
提供された「Open Source Software License Conditions」データメディアのオープンソ
ースソフトウェアのソフトウェア使用許諾契約書を順守してください。 

8.2 マークと承認 
 

 注記 
銘板上のマークと承認 
次の概要では、可能なマークと承認に関する情報を提供します。 
銘板に指定されているマークと承認のみがデバイスに適用されます。 

 

CEマーク  
デバイスは、以下のEU指令の一般必要条件と安全関連の必要条件に対応しています。
また、欧州連合の公報で公開され、EU適合宣言書で確認された対応統一欧州標準(EN)に
も準拠しています。 
• 2014/30/EU「電磁環境両立性指令」(EMC指令) 
• 2011/65/EU「電気電子機器中の特定有害物質の使用の制限に関する2011年6月8日付

欧州議会および理事会指令」(RoHS指令) 

EU適合性宣言  
EU適合性宣言は、次の住所の関係当局から入手できます。 
Siemens Aktiengesellschaft 
DI FA 
Gleiwitzer Straße 555 
DE-90475 Nürnberg 
これらはインターネット (https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert)
からもダウンロードすることができます。[証明書]の下にある、[適合宣言]のエントリ
を選択します。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert
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UKCAマーキング  
本デバイスは、次の規制と関連の修正事項の一般的かつ安全に関する要件を満たし、英
国政府の公式な統合リストで公開された指定済みの英国規格(BS)に準拠しています。 
• 電磁環境適合性規制2016 (EMC) 
• 電気・電子機器における特定有害物質の使用制限に関する規制2012 (RoHS) 

UK適合性宣言  
UK適合性宣言は、次の住所の関係当局から入手できます: 
Siemens plc 
Princess Road 
Manchester 
M20 2UR 
United Kingdom 
これらはインターネット (https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert)
からもダウンロードすることができます。[証明書]の下にある、[適合宣言]のエントリ
を選択します。 

UL承認  
次の注記に従ってください。 
• The device shall be supplied from an isolating source. 
• Only for use in LAN, not for connection to telecommunication circuits. 
Underwriters Laboratories Inc. (E116536) in accordance with 
• UL 61010-1 and UL 61010-2-201 
• CAN/CSA C22.2 No. 61010-1 and 61010-2-201 

RCM Australia/New Zealand  
This product meets the requirements of EN 61000-6-4 Generic standards – Emission 
standard for industrial environments. 

Korea Certificate 
This product conforms to Limit Class A for emission of radio interference. This device is 
not intended to be used in residential areas. 
이 기기는 업무용(A급) 전자파 적합기기로서 판매자 또는 사용자는 이 점을 주의하시기 
바라며 가정 외의 지역에서 사용하는 것을 목적으로 합니다. 

EAC (Eurasian Conformity) 
EAC (ユーラシア適合性)マークは、ユーラシア経済連合の技術規制(TR)への適合を確認
します。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert
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WEEEラベル（欧州連合） 
廃棄の手順は、地域の規制およびセクション「リサイクルと廃棄処分 (ページ 133)」を
遵守してください。  

8.3 認証 

海洋承認 
このデバイスには次の海洋承認が提供されます。 
• ABS (American Bureau of Shipping: アメリカ船級協会) 
• BV (Bureau Veritas: フランス船級協会) 
• DNV (Det Norske Veritas: ノルウェー船級協会) 
• LRS (Lloyds Register of Shipping: 英国ロイズ協会) 
• クラスNK (日本海事協会) 
• KR (韓国船級協会) 
• CCS (中国船級協会) 
• RINA (Registro Italiano Navale) 
合格後、証明書はインターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert)から参照できます。 

8.4 規格と要件 

IEC 61131-2 
HMIデバイスは、次に基づく必要条件および規準に適合しています: IEC 61131-2、『プ
ログラマブルロジックコントローラ』のパート2:「操作リソース要件とテスト」の要件
および規準に適合しています。  

IEC 61010-2-201 
この装置は、IEC 61010規格の要件と基準、『測定、制御および実験用電気機器の安全
規制』のパート2-201:制御機器の特別要件を満たします。  

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/29863/cert
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8.5 電磁環境適合性 
このデバイスは、他の指令に加えて、欧州国内市場のEMC指令の要件を満たしていま
す。 

EMC指令に従ったデバイスの設置  
EMCに準拠してデバイスを装着し、干渉防止ケーブルを使用することが、干渉電波のな
い操作を行うための基本です。 
これらの操作説明書に加えて次のマニュアルに従っています。 
• 無干渉コントローラの設計 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/59193566) 
• Industrial Ethernet/PROFINET – 受動回路網の構成部分 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/84922825) 

パルス型妨害  
パルス型妨害に関するモジュールの電磁環境適合性は、次の表のとおりです。デバイス
が電気装置の設置に関する仕様と指令に準拠していることが、電磁環境適合性の必要条
件になります。 
 
パルス型妨害 テスト法 Test level相当 
静電気放電 
IEC 61000-4-2に準拠 

空中放電:8 kV 3 
接触放電:6 kV (前面) 
接触放電:4 kV (背面) 2 

バースト 
(高速過渡電圧妨害) 
IEC 61000-4-4に準拠 

2 kV電源ケーブル 
1 kV信号ライン、< 30 m 

3 

2 kV信号ライン、> 30 m 4 
高エネルギー単一パル
ス(サージ)、 
IEC 61000-4-5に準拠 
 
カップリングプロセス: 
42 Ω、0.5 μF 1 

非対称のカップリング(線路接地): 

• 1 kV電源ライン、DC電圧 2 

• 2 kV信号ケーブル/データケーブル、30 m
以上 

3 

対称のカップリング(ライン間): 

• 0.5 kV電源ケーブル、DC電圧 2 

• 1 kV信号ライン、> 30 m 3 
 1 基本的に、上流のローカル電源を介してHMIデバイスを独自の配電システム(またはバ

ッテリ)に接続する必要があります。HMIデバイスを独自の配電システムに直接接続す
る場合は、過電圧に対する追加の保護措置を講じる必要があります。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/59193566
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/84922825
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正弦波妨害  
正弦波妨害に関するモジュールのEMC特性は、次の表のとおりです。これは、デバイス
が、電気的設置に関する仕様と指令に適合するために必要です。 
 
正弦波妨害 テスト値 
IEC 61000-4-3に準拠したHF
放射(電磁界) 

1 kHzでの80%振幅変調 
• 80 MHz～1 GHzで～10 V/m 
• 1.4 GHz～6 GHzで～3 V/m 

IEC 61000-4-6に準拠したケ
ーブルおよびケーブルシード
へのHF電流フィード 

テスト電圧10 V、150 kHz～80 MHzの範囲で1 kHzの
80%振幅変調 

IEC 61000-4-8に準拠した磁
界強度 

50/60 Hz、100 A/m rms 

無線妨害の放射  
次の表は、EN/IEC 61000-6-4に準拠している記載された距離で測定された電磁界からの
干渉放射を示しています。 

放射妨害波(放射された妨害電波) 
 
周波数範囲 測定距離 妨害電波放射 
30 MHz～230 MHz 10 m 40 dB (μV/m)未満、擬似ピーク 
230 MHz～1000 MHz  10 m 47 dB (μV/m)未満、擬似ピーク 
1 GHz～3 GHz 3 m < 76 dB (ピーク時)、< 56 dB (平均) 
3 GHz～6 GHz 3 m < 80 dB (ピーク時)、< 60 dB (平均) 

無線妨害電圧の放射 
 
周波数範囲 妨害電波放射 
0.150 MHz～0.5 MHz 89 dB未満(疑似ピーク時)、76 dB未満(平均) 
0.5 MHz～30 MHz 83 dB未満(疑似ピーク時)、70 dB未満(平均) 

参照項目 
「使用についての注記事項 (ページ 23)」セクションのEMC情報。 
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8.6 機械的環境条件 

8.6.1 輸送と保管の条件 
次の情報は、元のパッケージで輸送および保管されるデバイスで有効な情報です。  
 
条件の種類 許容範囲 
製品パッケージ内での自由落下 ≤ 0.3 m 
IEC 60068-2-6に準拠した振動 5～8.4 Hz、偏差3.5 mm 

8.4～500 Hz、加速1 g 
IEC 60068-2-27に準拠した衝撃 250 m/s2、6 ms、衝撃回数1000回 

8.6.2 動作条件 
次の情報は、本取扱説明書の使用に従って設置されたデバイスに適用されます。 
 
条件の種類 許容範囲 
IEC 60068-2-6に準拠した振動 5～8.4 Hz、偏差3.5 mm 

8.4～200 Hz、加速1 g 
IEC 60068-2-27に準拠した衝撃 150 m/s2、11 ms、衝撃回数3回 

指定された範囲内の衝撃パルスは、ディスプレイに伝達されますが、デバイスの機能に
は影響は与えません。 

8.7 周囲の気候条件 

8.7.1 輸送と保管の条件 
次の情報は、元のパッケージおよび防水パッケージで輸送され、ある期間保管されるデ
バイスに適用されます。  
 
条件の種類 許容範囲 
温度 –20～60 °C 
大気圧 1140～660 hPa、対応高度-1000 m～3500 m 
相対湿度 10～90 % 
汚染濃度 ANSI/ISA-71.04-2013 severity level G3に準拠 

 

  注記 
結露が発生した場合、HMIデバイスが完全に乾くまで待ってから電源を入れます。 
ヒーターの直射熱にHMIデバイスを露出しないでください。  
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8.7.2 動作条件 
次の情報は、本取扱説明書の使用に従って設置されたデバイスに適用されます。 
HMIデバイスは、耐候性があり、据え置きでの使用を目的としています。 
 
条件の種類 取り付け位置 MTP400-1200 
温度、 
横フォーマット取り付け 

垂直 0～50 °C 
傾斜、最大35° 0～40 °C 

温度、 
縦フォーマット取り付け 

垂直 0～40 °C 
傾斜、最大35° 0～35 °C 

空気圧 1、運転高度 1140～795 hPa、対応高度-1000 m～2000 m 
相対湿度 10～90 %、デバイスの背面で結露なし 
汚染濃度 ANSI/ISA-71.04-2013 severity level G3に準拠 
 1 筺体/制御キャビネットの内部と外部の圧力差は許容されません。 

「使用上の注意 (ページ 23)」と「許容取り付け位置 (ページ 26)」のセクションを参照
してください。 
また、次のセクションの気候ダイアグラムを順守してください。 

 

 注記 
HMIデバイスに接続されたシステムコンポーネント、例えば電源についても、それぞれ
の動作条件に適していなければなりません。 

 

8.7.3 天候図 
以下の図は、連続動作時の温度と湿度の範囲を示します。  
この情報は、傾斜なしの横フォーマットで設置されているデバイスに適用されます。 
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8.8 絶縁テスト、保護クラス、および保護等級に関する情報 

絶縁テスト  
絶縁強度は、IEC 61010-2-201に準拠して、以下のテスト電圧を使ったタイプテストで
実証します。 
 
回路 絶縁テスト済み(タイプテスト) 
定格電圧Ue 24 V 他の回路/接地への707 V DC 
Ethernetコネクタ 2250 V DC 

汚染レベル 
デバイスはIEC 61010-2-201に準拠して次の要件を満たす必要があります: 
 
デバイス側 汚染レベル 
前面 3 
背面 2 

過電圧カテゴリ 
IEC 61010-2-201に準拠した過電圧カテゴリII。 

保護クラス  
IEC 61010-2-201に準拠した保護クラスIII。 

異物や水からの保護  
このデバイスは、IEC 60529およびUL50Eに準拠する要件を満たしています。 
 
デバイス側 保護等級 
前面  取り付け状態: 

• IEC 60529に準拠したIP65 
• UL50Eに準拠したType 4X/12 (indoor use only, front face only) 

背面 IP20 
標準テストプローブとの接触に対する保護。水、ホコリ、有害ガ
スの侵入に対する保護はありません。 

前面の保護等級は、取り付けシールが取り付けカットアウトと同一面に取り付けられて
いる場合に限り、保証されます。「取り付けカットアウトの準備 (ページ 29)」のセク
ションの対応する情報を順守してください。 
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8.9 寸法図 

8.9.1 MTP400 Unified Basicの寸法図 

 

8.9.2 MTP700 Unified Basicの寸法図 
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8.9.3 MTP1000 Unified Basicの寸法図 
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8.9.4 MTP1200 Unified Basicの寸法図 
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8.10 技術仕様 

8.10.1 MTP400、MTP700 Unified Basic 

重量  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
梱包部分を含まない重量 0.45 kg 0.85 kg 

ディスプレイ  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
タイプ LCD TFT 
ディスプレイサイズ 4.3インチ 7.0インチ 
有効表示エリア 93.6×56.2 mm 152.4 x 91.4 mm 
解像度/ピクセル 800 x 480  
表示可能な色 最高1670万 
コントロールパネルによる輝度の制御、値の範囲  10～100% 
WinCCによる輝度の制御、値の範囲 0～100%、10%未満の値は10%に設定 
バックライト LED 
半輝度寿命(MTBF 1) 20000時間 
ISO 9241-307に準拠したピクセルエラークラス I 
 1 MTBF:最大輝度が元の値の半分に減少するまでの動作時間。例えば、スクリーンセイバーによる時間コン

トロールやPROFIenergyによる集中管理などの統合的調光機能を使用するとMTBFは長くなります。 

入力デバイス  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
マルチタッチスクリーン(容量性) はい 

メモリ  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
ランダムアクセスメモリ 2 GB LPDDR4-SDRAM 
内部フラッシュメモリ 10 GB eMMC pSLC 
アプリケーションデータに使用可能なメモリ 256 MB 
インターネットパラメータセットメモリ1 10 MB 
 1 インターフェースX61またはX62のUSBフラッシュドライブによる拡張 
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インターフェース  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
PROFINET (LAN) 1 x RJ45 10/100/1000 Mbps 
USB 2.0 (タイプA) 2×ホスト1 
 1 USBタイプA、インターフェースごとの最大負荷:500 mA、すべてのインターフェースの最大合計負荷:1 A  

電源  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
定格電圧 24 V DC 
許容電圧範囲 +19.2 V～+28.8 V 
主電源および電圧バッファリング時間 20 ms、IEC 61131-2に準拠したPS2に対応 
定格電圧での定格電流(代表値)、負荷なし1 0.16 A 0.20 A 
公称電圧での消費電流(最小から最大)、負荷に依存 0.14～0.47 A 0.16～0.51 A 
+19.2Vでの最大消費電流 0.63 A 0.69 A 
定格電流および定格電圧での消費電力(標準)2 7.1 W 8.2 W 
突入電流I2定格電圧でのt 0.45 A2s 0.36 A2s 
最大許容過渡電圧 35 V (500 ms) 
2つの過渡電圧間の最短時間 50秒 
内部保護 電子式 
 1 USBインターフェースに負荷がかからない、ディスプレイの明るさ70% 
2 電力損失は通常、消費電力の指定値に対応します。 

その他 
 

Unified Basic HMIデバイス MTP400 MTP700 
バッファ付きリアルタイムクロック1 はい 
 1 バッファリング期間は通常6週間 
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8.10.2 MTP1000、MTP1200 Unified Basic 

重量  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
梱包部分を含まない重量 1.55 kg 2.10 kg 

ディスプレイ  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
タイプ LCD TFT 
ディスプレイサイズ 10.1インチ 12.1インチ 
有効表示エリア 217.0×135.6 mm 261.1 x 163.2 mm 
解像度/ピクセル 1280 x 800 
表示可能な色 最高1670万 
コントロールパネルによる輝度の制御、値の範囲  10～100% 
WinCCによる輝度の制御、値の範囲 0～100%、10%未満の値は10%に設定 
バックライト LED 
半輝度寿命(MTBF 1) 20000時間 
ISO 9241-307に準拠したピクセルエラークラス I 
 1 MTBF:最大輝度が元の値の半分に減少するまでの動作時間。例えば、スクリーンセイバーによる時間コン

トロールやPROFIenergyによる集中管理などの統合的調光機能を使用するとMTBFは長くなります。 

入力デバイス  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
マルチタッチスクリーン(容量性) はい 

メモリ  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
ランダムアクセスメモリ 2 GB LPDDR4-SDRAM 
内部フラッシュメモリ 10 GB eMMC pSLC 
アプリケーションデータに使用可能なメモリ 256 MB 
インターネットパラメータセットメモリ1 10 MB 
 1 インターフェースX61またはX62のUSBフラッシュドライブによる拡張 
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インターフェース  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
PROFINET (LAN) 1 x RJ45 10/100/1000 Mbps 
USB 2.0 (タイプA) 2×ホスト1 
 1 USBタイプA、インターフェースごとの最大負荷:500 mA、すべてのインターフェースの最大合計負荷:1 A  

電源  
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
定格電圧 24 V DC 
許容電圧範囲 +19.2 V～+28.8 V 
主電源および電圧バッファリング時間 20 ms、IEC 61131-2に準拠したPS2に対応 
定格電圧での定格電流(代表値)、負荷なし1 0.28 A 0.29 A 
公称電圧での消費電流(最小から最大)、負荷に依存 0.20～0.60 A 0.24～0.67 A 
+19.2Vでの最大消費電流 0.8 A 0.92 A 
定格電流および定格電圧での消費電力(標準)2 9.3 W 11.1 W 
突入電流I2定格電圧でのt 0.36 A2s 0.36 A2s 
最大許容過渡電圧 35 V (500 ms) 
2つの過渡電圧間の最短時間 50秒 
内部保護 電子式 
 1 USBインターフェースに負荷がかからない、ディスプレイの明るさ70% 
2 電力損失は通常、消費電力の指定値に対応します。 

その他 
 

Unified Basic HMIデバイス MTP1000 MTP1200 
バッファ付きリアルタイムクロック1 はい 
 1 バッファリング期間は通常6週間 
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8.11 インターフェースの説明 

8.11.1 DC24V X80 
電源24 V DC 2ピン 

 

ピン 意味 
1 +24 V DC 
2 接地 

8.11.2 PROFINET (LAN) X1 
PROFINET (LAN) 10/100/1000 Mbps、RJ45ソケット 

 

ピン 名称 意味 
1 D1+ 双方向データ1+ 
2 D1– 双方向データ1- 
3 D2+ 双方向データ2+ 
4 D3+ 双方向データ3+ 
5 D3- 双方向データ3- 
6 D2- 双方向データ2- 
7 D4+ 双方向データ4+ 
8 D4- 双方向データ4- 

8.11.3 USB X61/X62 
USBタイプA 

 

ピン 名称 意味 
1 VBUS +5 V、ヒューズ付き 
2 D-  データチャネル、双方向 
3 D+ データチャネル、双方向 
4 GND 接地  



技術情報  
8.12 コントローラによる通信 

 Unified Basic Panel 
150 操作説明書, TIA V21 (12/2025), A5E52645597-AD 

8.12 コントローラによる通信 

接続数  
Unified基本パネルは、コントローラへの最大8つの接続をサポートします。 

コントローラ  
HMIデバイスでは、次のSIMATICコントローラと通信ドライバがサポートされていま
す。 
• SIMATIC S7-1200/1500 
• SIMATIC S7-300/400 
• OPC UAクライアント 
下記の追加のコントローラおよび通信デバイスがサポートされています。 
• Allen Bradley Ethernet/IP 
• Allen-Bradley DF1 
• Mitsubishi iQR/iQF 
• Mitsubishi MC TCP/IP 
• OMRON Ethernet/IP 
• 標準的なModbus TCP/IP 
• LOGO! 
追加のCSPは、インターネット 
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109739698)からダウンロードで
きます。それぞれのダウンロードについては、マニュアルを順守してください。 

安全なHMI通信の使用 
HMIデバイスは、安全なHMI通信もサポートするコントローラと併用することで、安全
なHMI通信をサポートしています。 
HMIデバイスがこのようなコントローラに接続されると、TIA Portalでコントローラに設
定されている接続メカニズムに関係なく、安全なHMI通信が常に使用されます。 
安全なHMI通信に関する詳細情報は、次で参照できます。 
• TIA Portalヘルプの[デバイスおよびネットワークの編集] > [デバイスおよびネットワ

ークの設定] > [ネットワークの設定] > [安全な通信] 
• TIA Portalヘルプで[安全な通信と証明書(RT Unified)]を検索してください 
• S7-1500、ET200通信マニュアル 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/59192925) 
次のセクションは、HMIデバイス上で安全なHMI通信を使用するための最も重要な手順
について説明しています。 

https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109739698
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/59192925
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安全なHMI通信の設定 
1. アラームコントロールを使用するHMIデバイスを設定します。 

   注記 
アラームコントロールなしでは、接続を確立するときに、エラーを検出できませ
ん。 

 
2. 必要なセキュリティ設定を使用してCPUを設定します。PLC通信証明書を選択してHMI

通信を安全にするか、TIA PortalによってPLC通信証明書を生成します。 
3. CPUとHMIデバイス間のHMI通信を設定します。 
4. プロジェクトをCPUとHMIデバイスに読み込みます。プロジェクトの転送中、PLC通信

証明書および(必要な場合は)必須のCA証明書(証明書機関)がCPUおよびHMIデバイスに
転送されます。 

 
 注記 

CPUの設定の更新や読み込みを行う場合は、HMIデバイスを新たにダウンロードする必
要があります。 
CPUの設定が変更され、コントローラにダウンロードされると、コントローラのPLC通
信証明書が更新されます。この場合、HMIデバイスのPLC通信証明書も、新しいプロジ
ェクトのダウンロードにより、更新する必要があります。 

 
PLC通信証明書を信頼する 
接続のセットアップ中、CPUはPLC通信証明書をHMIデバイスに転送します。次の状況を
識別します。 
• HMIデバイスでPLC通信証明書が既に「信頼済み」ステータスになっている場合、

CPUとHMIデバイス間の安全なHMI通信が自動的に確立されます。 
• HMIデバイスのPLC通信証明書が「信頼済み」ステータスでまだ使用可能になってい

ない場合、HMIデバイスのアラームコントロールはCPUが信頼されておらず、エラー
コードが出されているアラームを示します。 
この場合、HMIデバイスでPLC通信証明書を「信頼済み」としてマークする必要があ
ります。 

PLC通信証明書を「信頼済み」としてラベル付けするには、次を実行する必要がありま
す。 
1. コントロールパネルを開きます。 
2. [Security] > [Certificates]を選択します。 
3. [Other Certificates]エントリを[Certifcate store]ドロップダウンリストから選択しま

す。 
4. CPUのPLC通信証明書を[Other certificates]リストから選択します。 
5. [Trust]ボタンを押します。 
6. HMIランタイムソフトウェアを再起動します。 
HMIデバイスでPLC通信証明書が既に「信頼済み」ステータスになっている場合、安全
なHMI通信が確立されます。 
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8.13 WinCCとの機能範囲 

パフォーマンス特性 
以下のパフォーマンス特性の表は、プロジェクトが使用するHMIデバイスのシステム制
限内に収まっているかを評価するのに役立ちます。 
指定された最大値は、加算されません。システム限界で稼働するデバイスの設定が正し
く機能するという保証はありません。 
さらに、画面ごとのオブジェクト数、タグ接続数、サイクル時間とスクリプトなど、画
像設定における複雑さが、画像を開く時間やランタイムのパフォーマンスに決定的な影
響を及ぼします。 
指定された制限に加えて、設定メモリリソースによって課される制約も順守する必要が
あります。 
パフォーマンス機能に関する詳細情報は、TIA Portalヘルプの[可視化プロセス(RT 
Unified)] > [パフォーマンス機能] > [SIMATIC Unified Basic Panel]で参照できます。 

タグ 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
プロジェクト内のタグ数 1000 
配列ごとのエレメント数 100 

アラーム 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
アラームクラス数 32 
ディスクリートアラーム数 2000 
アナログアラーム数 100 
アラームの文字長 512 
中断ごとのアラームテキスト数 10 
アラームごとのプロセス値の数 10 
キューにあるアラームイベント数 64 
アラームバッファのサイズ1 2000 
 1 設定されているすべてのアラームクラスのアラームのすべての状態の数に対応し、設

定が原因でアラームコントロールに表示されないアラームクラスのアラームも含まれ
ます。 
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  注記 
アラームバッファ 
短い時間間隔でアラームバッファに大量のアラームが書き込まれると、内部メモリの寿
命、つまりはHMIデバイスの耐用年数が短くなります。 
アラームウィンドウを設定し、発生するアラームの数と頻度を確認します。アラームか
ら内部メモリに永続的な負荷がかかると予想される場合は、それに応じて設定を調整し
ます。 
アラームを永続的に保存する必要がない場合、メッセージバッファの保持型アドレスエ
リアを無効にできます。セクション「Alarm persistency (ページ 78)」を参照してくだ
さい。 
さらに、内部フラッシュメモリのモニタを有効にすることができます(「Performance 
(ページ 74)」セクションを参照)。 

 

画面 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
画面数 300 
スクリーンごとの基本オブジェクト数 600 
画面ごとの「コントロール」領域からのオブジェクト数 5 
画面ごとのタグ数 300 

パラメータセット 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
パラメータセットタイプの数 250 
パラメータセットタイプごとのパラメータセットの数 250 
パラメータセットごとのエントリ数 250 
内部フラッシュ内のパラメータセット専用メモリ1 5 MB 
 1 インターフェースX61またはX62のUSBフラッシュドライブによる拡張 

ログ 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
ログの数 10 
ロギングタグの数 50 
ログごとのエントリ数 50000 

トレンド 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
トレンド数 50 
トレンド表示ごとのトレンド数 5 
トレンド表示ごとのトレンドエリア数 2 
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テキストリストとグラフィックリスト 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
グラフィックリスト数 100 
テキストリスト数 300 
テキストまたはグラフィックリストごとのエントリ数 250 
グラフィックオブジェクト数 1000 

スクリプト 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
Javaスクリプト数 50 

スケジューラ 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
時間またはイベントによってトリガされたタスク数 10 

通信 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
S7接続数 8 

言語 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
ランタイム言語数 32 

ユーザー管理 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
役割数 50 
事前定義された機能権限数 20 
ユーザー数 200 

プロジェクト 
 

Unified Basic HMIデバイス ディスプレイ対角4インチ～12インチ 
装置のプロジェクトファイルのサイズ < 50MB 
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技術サポート A 
A.1 サービスおよびサポート 

製品に関する追加情報やサポートはインターネットの次のアドレスにあります: 
• 技術サポート (https://support.industry.siemens.com) 
• サポートリクエストフォーム (https://www.siemens.com/supportrequest) 
• アフターサービス情報システムSIMATIC IPC/PG (https://www.siemens.com/asis) 
• SIMATICマニュアルセット (https://www.siemens.com/simatic-tech-doku-portal) 
• 最寄りの担当代理店 (https://www.automation.siemens.com/aspa_app) 
• トレーニングセンター (https://siemens.com/sitrain) 
• Industry Mall (https://mall.industry.siemens.com) 
• TIA Selection Tool (https://www.siemens.com/tia-selection-tool) 
最寄りの担当代理店またはテクニカルサポートにお問い合わせの際は、以下の技術情報
をご用意ください: 
• デバイスのMLFB 
• 産業用PCのBIOSのバージョンまたはデバイスのイメージバージョン 
• 他の取り付けられているハードウェア 
• 他のインストールされているソフトウェア 

ファームウェアとソフトウェア 
HMIデバイス用のファームウェアとソフトウェアは、今後も継続的に開発されていま
す。お使いのHMIデバイス用のソフトウェアアップデートやパッチが利用可能かどうか
を定期的に確認し、最新バージョンをインストールしてください。 
お使いのHMIデバイスの最新のアップデートおよびパッチは、インターネットの次のア
ドレスを参照してください。 
• HMIパネルファームウェア 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897) 
• WinCC (TIA Portal)ダウンロード 

(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/24212/dl) 

現在の文書 
製品に対して現在の文書を常に使用できるようにしてください。インターネット 
(https://support.industry.siemens.com)でデバイスの記事番号を入力することにより、本
マニュアルの最新版や他の重要な文書を確認できます。必要に応じて、入力タイプ[マ
ニュアル]の入力項目をフィルタします。 

https://support.industry.siemens.com/
https://www.siemens.com/supportrequest
https://www.siemens.com/asis
https://www.siemens.com/simatic-tech-doku-portal
https://www.automation.siemens.com/aspa_app
https://siemens.com/sitrain
https://mall.industry.siemens.com/
https://www.siemens.com/tia-selection-tool
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109825897
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/ps/24212/dl
https://support.industry.siemens.com/
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A.2 システムアラーム 
HMIデバイスのシステムアラームには、HMIデバイスおよびコントローラの内部状態に
関する情報が表示されます。 

 

 注記 
システムアラームが表示されるのは、アラームウィンドウが設定されている場合に限り
ます。システムアラームは、HMIデバイスで現在設定されている言語で出力されます。 

 

システムアラームパラメータ  
システムアラームは、トラブルシューティングに関連する暗号化パラメータを含んでい
る場合があります。これは、ランタイムソフトウェアのソースコードを参照するために
役立つためです。これらのパラメータは、[エラーコード]テキストの後に出力されま
す。 

システムアラームの説明 
HMIデバイスのすべてのシステムイベントリストについては、TIA Portalヘルプを参照し
てください。 

A.3 製造元および輸入業者に関する情報 
このドキュメントで説明されているHMIデバイスのメーカーはSiemens 
Aktiengesellschaftです。 
製造元の住所は以下の通りです。 
Siemens Aktiengesellschaft 
Digital Industries 
Postfach 48 48 
90026 NÜRNBERG 
GERMANY  

輸入業者の住所 
次の表は、特定の国における輸入業者の住所を示しています。 
 
国 アドレス 
英国(UK) Siemens plc 

Princess Road 
Manchester M20 2UR 

トルコ Siemens San. ve Tic. A.Ş. 
Yakacik Cad. No: 111 
34870 Kartal/İstanbul 
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マークおよびシンボル B 
B.1 安全関連シンボル 

次の表は、マニュアルに記載のシンボルに加えて、SIMATICデバイス、そのパッケー
ジ、または同封のドキュメントに付け加えることのできるシンボルを説明しています。 

 
シンボル 意味 参照 

 
一般的な危険の表示/注意 
操作説明書に従ってください。操作説明書には潜在的な危険
の種類に関する情報が含まれており、危険を特定して対策を
実施することができます。  

ISO 7000 No. 0434B, 
DIN ISO 7000 
No. 0434B 

 

Ex承認のモジュールにのみ関連する注意  

 
指示に従う ISO 7010 M002 

 
認定された電気技師のみが設置可能 IEC 60417 No. 6182 

 

HMIデバイスの機械的負荷  

 

接続ケーブルは周囲温度に合わせて設計する  

 

EMCに適合した設置  

 

電圧がかかった状態で、設置しない、着脱しない  

 

230Vモジュールの危険な電圧 ANSI Z535.2 

 

保護クラスIII、保護低電圧（SELV/PELV）のみを供給 IEC 60417-1-5180の
「クラスIII装置」 
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シンボル 意味 参照 

 

産業用途および屋内エリアのみ（制御キャビネット）  

 
デバイスは制御キャビネットに統合されているか設置されて
いること 

 

 

最低IP54の制御キャビネット内にEx Zone 2承認デバイスを統
合するか設置すること 
 

 

 

最低IP6xの制御キャビネット内にEx Zone 22承認デバイスを統
合するか設置すること 
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略語 C 
 

 

ANSI American National Standards Institution  

CA 認証局 

CER インターネットセキュリティ証明書 

CPU Central Processing Unit 

CRL Certificate Revocation List 

CSP Communication Service Package 

DC Direct Current 

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol 

DNS Domain Name System 

DP 分散I/O 

ESD 静電気放電によって破損の危険があるコンポーネントとモジュール 

EMC 電磁環境適合性 

EN ヨーロッパ規格 

GND Ground 

HF 高周波 

HMI マンマシンインターフェース 

HSP Hardware Support Package 

IEC International Electronic Commission 

IP Internet Protocol (インターネットアドレスに関連して) 

IP Ingress Protection (保護等級に関連して) 

ISO International Standard Organisation 

LAN Local Area Network 

LED Light Emitting Diode 

MAC Media Access Control 

MTBF Mean Time Between Failures 

n. c. not connected 

PC Personal Computer 

PG プログラミングデバイス 
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RAM Random Access Memory 

PELV Protective Extra Low Voltage 

RJ Registered Jack 

SELV Safety Extra Low Voltage 

TCP/IP 伝送制御プロトコル/インターネットプロトコル 

TIA Totally Integrated Automation 

TFT Thin Film Transistor 

UMAC User Management and Access Control 

UMC User Management Component 

USB Universal Serial Bus 
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用語集  
 

EMC 
電磁環境適合性(EMC)は、技術装置がお互いに不必要な電気または電磁効果で干渉しな
い、通常あるべき状態のことを示します。電磁環境適合性は、電気設計における不適切
かつ相互的な影響に関する技術上および規制上の問題に対処するものです。 

HMIデバイス 
HMIデバイスは、マシンおよびプラントの操作およびモニタリングに使用するデバイス
です。機械やプラントの状態はHMIデバイス上でグラフィックオブジェクトによって視
覚化されます。オペレータは、HMIデバイスのオペレータコントロールを使用して、マ
シンやプラントのプロセスに介入できます。  

HMIデバイスイメージ 
HMIデバイスイメージは設定PCまたは外部ストレージメディアからHMIデバイスに転送
可能なファイルです。HMIデバイスイメージは、HMIデバイス用のオペレーティングシ
ステムおよびプロジェクトファイルの開始および視覚化に必要なランタイムソフトウェ
アのエレメントを含んでいます。  

WinCC 
WinCC (TIA Portal)は、SIMATIC HMIデバイスを設定するエンジニアリングソフトウェア
です。 

アラーム 
アラームにはシステムアラームまたはユーザー定義のアラームがあります。ユーザー定
義のアラームは通常、プラントの特定の稼働状態を示す一方、システムアラームには一
般にHMIデバイスの状態に関する情報が含まれます。 

イベント 
ファンクションは、定義された着信イベントによってトリガされます。イベントを設定
できます。ボタンには、[押す]や[放す]などのイベントを割り付けることができます。 

オブジェクト 
オブジェクトは、画面やアラームなどプロジェクトエレメントです。オブジェクトは
HMIデバイス上でテキストや値を表示、入力するために使用されます。  
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コントローラ 
コントローラは、HMIデバイスの通信に使用するSIMATIC S7などのデバイスやシステム
の一般用語です。 

タグ 
タグは定義済みのメモリロケーションで、そこに値を書き込み、そこから値を読み取る
ことができます。これはコントローラまたはHMIデバイスから実行できます。タグをコ
ントローラと相互接続させるかさせないかによって、外部タグ(プロセスタグ)と内部タ
グに区別します。 

パラメータセット 
パラメータセットは、固定データ構造を形成するタグの組合せです。設定されたデータ
構造は、設定ソフトウェアやHMIデバイス上のデータに割り付けることができ、レコー
ドとして参照されます。パラメータセットを使用すると、特定のデータレコードをダウ
ンロードするときに、そのデータレコードに割り付けられた、すべてのデータが同期し
てコントローラへ確実に転送されます。 

フィールド 
入力値および出力値用の設定画面に確保されたエリア。 

ブートローダー 
ブートローダーはHMIデバイスの電源投入後に自動的に起動して、起動したブートロー
ダーを使用してオペレーティングシステムが起動されます。オペレーティングシステム
がロードされると、コントロールパネルが開きます。ブートローダーは資格のある
Siemens Aktiengesellschaft要員によって更新できます。 

フラッシュメモリ 
フラッシュメモリはEEPROMチップを使用した不揮発性メモリで、モバイルの記憶媒体
やマザーボードの常駐メモリモジュールとして実装されます。 

プラント 
HMIデバイス上で操作、モニタされる機械、プロセシングセンター、システムおよびプ
ロセスを指す一般的用語。 

プロジェクト 
プロジェクトには自動化プロセスの視覚化に関する情報が含まれ、設定ソフトウェアに
より作成されます。プロジェクトは、プラント固有のオブジェクト、基本設定、および
アラームを組み込んだ複数の画面を通常含んでいます。WinCCで設定されたプロジェク
トは、拡張子「*.apx」の付いたファイルに保存されます。「x」はバージョンキーを表
します。例:WinCC V21プロジェクトの場合は「MyProject.ap21」となります。 
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プロセスの視覚化 
プロセスの視覚化は、テキストエレメントおよびグラフィックエレメントによる、テク
ニカルプロセスの表示です。設定されたプラントの画面で、オペレーターは入力/出力
情報を使用して、アクティブなプラントのプロセスに介入できます。 

ランタイムソフトウェア 
プロジェクトは、ランタイムソフトウェアにより、HMIデバイスで開始および可視化さ
れます。 

画面 
画面はプラントの論理的に関連するすべてのプロセスデータの表示形式です。プロセス
データの表示は、グラフィックオブジェクトでサポートされます。  

画面オブジェクト 
画面オブジェクトは、矩形、入力ボックスまたはアラームコントロールなどのオブジェ
クトで、プラントの表示や動作のために設定されているものです。 

設定PC 
設定PCは、エンジニアリングソフトウェアを使用してプラントプロジェクトを作成す
る、プログラミングデバイスまたはPCです。 

設定ソフトウェア 
プロセスを視覚化するためにプロジェクトの作成に使用される設定ソフトウェアです。
WinCCは、たとえば、こうした設定ソフトウェアを表します。  

操作エレメント 
操作エレメントは値やトリガファンクションの入力に使用されるプロジェクトコンポー
ネントです。たとえば、ボタンは操作エレメントです。  

他社の商品 
Siemens Aktiengesellschaftは、独自の付属品に加えて、有名メーカーの高品質の付属品
も商品として提供しています。商品は簡単なパワーアップテストで認定されています
が、Siemens Aktiengesellschaftのシステムテストは受けていません。商品の技術プロパ
ティは、Siemens Aktiengesellschaftの同等の製品によって保証されているプロパティと
異なる可能性があります。商品は、Siemens Aktiengesellschaftのオンラインカタログで
適宜そのように指定されています。技術仕様、ドライバ、証明書、テスト検証文書など
は、各メーカーよりSiemens Aktiengesellschaftに提供され、オンラインカタログまたは
Siemens Aktiengesellschaftの技術サポートからもダウンロードできます。 
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転送 
「転送」モードでは、データが設定PCからHMIデバイスへ転送されます。 

入力ボックス 
入力ボックスを使ってHMIデバイスに保存された、またはコントローラに転送された文
字と値を入力します。 

半輝度寿命 
輝度が元の値の50%に低減するまでの期間。指定値は運転温度に依ります。 

表示時間 
表示時間は、HMIデバイスにメッセージまたはダイアログボックスが表示されるかどう
か、および表示される時間を定義します。 

保護クラス 
保護クラスは電気設計で使用され、電気ショックを防ぐために設計された既存の安全対
策に基づいて電気装置を分類および識別します。電気装置には3つの保護クラスがあり
ます。 

保護等級 
保護等級はさまざまな周囲の条件のために電子機器の基準を定義します。そしてこの機
器を使用するとき、起こりうる危険に対して人間を保護するためのものです。 
IPが分類する保護等級は、保護クラスと異なります。両者とも危険な電圧に触れたとき
の保護に関するものです。IP保護等級は汚れと湿度に対する装置の保護も分類します。
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